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昭和 58～ 59年 度来日・派遣及び集会援助
一覧表

(58。10以 降決定分)

短期間来日 (59年 度  11件 )

ド
号
一コ
番 申 請  者 来  日  者 的目 実施年月

8 4

2 0 0 3

大阪市立大学

信 貴  豊 一郎

アメリカ ・ノースウ

ェスタン大学
W.P.Halperin

超低温における
3Heの 研究 59/ 9

8 4

2 0 1 2

東北大学

高 木  富 士夫

ソ連 ・ランダウ理論

物理学研究所
N.N.Nikolaev

高エネルギー原子核衝突とクォ
ーク

模型
60/ 1

8 4

2 0 1 5

京都大学

佐 藤 文 隆

ソ連 ・ランダウ理論

物理学研究所
V.A.Bdinsky

一般相対論のソリトン解 60/ 1

8 4

2 0 1 8

東京大学

平 川  金 四郎

イギ リス ・ハーウェ

ル原子力研究所
M.T.Hutdhings

低次元(主として2次元)磁性体の中

性子散舌L
59/ 5

8 4

2 0 2 0

京都大学

柳 田  充  弘

アメリカ・コールドスプ

リノゲ' 一`ノ半研究所
David Beach

酵母の分子育種の研究 59/ 7

8 4

2 0 2 2

金沢大学

青 野 茂 行

カナダ ・アルパータ

大学

藤 永    茂

並列処理計算機と計算化学 59/ 8

8 4

2 0 2 ‐5

分子科学研究所

小谷野 猪 之助

チェコスロバキア・J。ヘ
イロフスキー物理化学
及
鼎  【記堅餐露監

イオンー分子反応性散乱における内

部エネルギーの役割
59/

8 4

2 0 2 6

神戸大学

西 塚 泰 美

アメリカ ・ソーク研

究所
Tony Hunter

蛋白質チロジン燐酸化反応とC一 キ

ナーゼとのカスケード機序に関する

共同研究及び講演

59/11

8 4

2 0 2 7

京都大学

佐 藤 幹 夫

アメリカ ・クラーク

ソンエ科大学
M.」,Ablowitz

多次元系におけるソリトンの理論斑

研究
59/11

8 4

2 0 2 8

慶応義塾大学

茅   幸 二

アメリカ ・ミネソタ

大学
W.R.Gentry

弱く結合したクラスタ
ーの赤外光に

よる解離
59/ 6

8 4

2 0 3 0

京都大学

佐々木 昭 夫

アメリカ ・ユタ大学

G.B.Stringfellow
混晶半導体の結晶成長と基礎物性 59/ 5
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短期間派遣 (58年 度  29件 、 59年 度  10件 )

ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 3

4 2 4 7

大阪大学

井 上 良 紀
第 2回 アジア流体力学会,議 中華人民共和国 58/10

8 3

4 2 4 8

東京工業大学

池 川  信  夫

20th Andversary,Intelinational Sym_

posium‐Advances in CllrOmatOgraphy
オ ラ  ン  ダ 58/10

8 3

4 2 5 6

東京大学

佐 藤 勝 彦

モノポール、ガット、宇宙初期研究会
ルメートル国際シンポジゥム

ベ ル  ギ  ー
他

58/10

8 3

4 2 5 8

電気通信大学

大 路 通 雄
第 2回 アジア流体力学会議 中華人民共和国 58/10

8 3

4 2 5 9

大阪大学

」ヽ 川  英  行
遺伝的組換え機構 ア メ  リ  カ 58/10

8 3

4 2 6 1

東京工業大学

山 中 健 生

第 6回 国際環境生物地球化学シンポジウ

ム
ア メ  リ  カ 58/10

8 3

4 2 6 6

大阪大学

安 田    源
第 11回 国際有機金属化学会議 ア メ  リ  カ 58/10

8 3

4 2 7 4

大阪大学

興 地 斐 夫

磁性および磁性物質に関する第 29回 年

会議
ア メ   リ  カ 58/11

8 3

4 2 7 9

科学技術庁無機材質
研究所

青 野 正 和

第 30回 米国真空学会 ア メ  リ  カ 58/11

8 3

4 2 8 0

金沢大学

山 崎 正 利

一般相対論の厳密解についてのワークシ

ヨ ツ プ
西 ド イ ツ 58/11

8 3

4 2 8 2

東北大学

曳 野    宏
薬用香料植物に関する国際シンポジゥム イ ン ド 58/12

8 3

4 2 8 7

東京大学

藤 井 保 憲
誘導重力研究会 イ タ   リ  ー 58/10

8 3

4 2 9 1

筑波大学

藤 森    憲

最近の生物化学の トピックスシンポジウ

ム
ア メ  リ  カ 58/12
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 演 航 先 実施年月

8 3

4 2 9 5

東北大学

水 野 皓 司

Eighth lnternational Conference onln‐

frared and Millimeter Waves
ア メ  リ  カ 58/12

8 3

4 2 9 6

東京大学

江 口    徹
理論物理学冬の学校 イ    ン     ド 59/ 1

8 3

4 2 9 7

京都大学

斎 藤   烈

一重項酸素に関する国際会議

(COSM0 84)
ア メ   リ   カ 59/ 1

8 3

4 2 9 9

東京都立大学

和 田 正

ゴードンコンファレンス

「微生物における感覚伝達」
ア メ  リ  カ 1

' 8 3

4 3 0 3

東京大学

有 馬 朗 人
高スピン原子核レベルの電磁的性質 イ ス ラ エ ル 59/ 1

8 3

4 3 0 4

大阪大学

小 谷  恒  之

モ リオン研究集会 :素粒子と宇宙物理学

での有限質量のニュー トリノ
フ フ ン ス 59/ 1

8 3

4 3 0 9

大阪市立大学

大 津 隆 行

14th Australian Polymer Symposium

他
オース トラ リア 59/ 2

8 3

4 3 1 3

高エネルギー物理学

研究所

渡 辺   昇

凝集体の高エネルギー励起に関する研究
ア メ  リ  カ 59/ 2

8 3

4 3 1 6

北海道大学

池 内    了

「銀河形成と宇宙の構造」の講義及び研

究
ア メ  リ  カ 59/ 3

8 3

4 3 1 9

国立公害研究所

近 藤 次 郎

シンシナチの環境保健研究所における環

境科学研究状況の視察及び討議
ア メ  リ  カ 58/11

8 3

4 3 2 3

東京大学

黒 田 寛 人

第 2回極端紫外領域でのレーザ
ー、レー

ザー分光学会議
ア メ   リ  カ 59/ 3

8 3

4 3 2 4

東京大学

永 原 裕 子
第 15回 月 ・惑星科学会議  他 ア メ  リ  カ 59/ 2

8 3

4 3 2 5

大阪大学

畑 田 耕 一

放射線感応性高分子に関する国際シンポ

ジウム
ア メ  リ  カ 59/ 3
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コード
番 号

被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 3

4 3 2 7

京都大学

志 田  忠  正

有機および生体有機系のラジヵルの電子
スピン共1島国際研究集会  他

イ ギ リ ス

他

59/ 3

8 3

4 3 2 8

名古屋大学

丹 生   潔
ヨーロッパ物理学 トピックス会議  他 イ タ  リ  ア

他

59/ 3

8 3

4 3 3 1

大阪大学

河原崎 修  三
中性子回折による核磁性の研究  他 ア メ  リ  カ

他

59/ 2

3 4

4 0 0 9

東京大学

井 上 祥 平
開環重合に関する国際シンポジウム ア メ  リ  カ 59/ 4

8 4

4 0 1 4

大阪大学

福 田  共  和
Hypernucleus spectroscol拶 ア メ   リ  カ 59/ 4

8 4

4 0 1 5

東京都立大学

青 塚 正 志
ショウジョウバエの分子進化、遺伝学 中華人民共和国 59/ 4

8 4

4 0 1 8

筑波大学

中 尾 憲 司

層状物質In2 Se3とその層膚i化合物の電子

構造
フ フ ン ス 59/ 5

8 4

4 0 2 1

京都大学

稲 垣 省 吾

国際天文学連合シンポジウム113、星団

の力学
ア メ  リ  カ 59/ 5

8 4

4 0 2 6

山口大学

池 谷 元 伺
考古科学 シンポジウム 他 ア メ  リ  カ 59/ 5

8 4

4 0 2 8

九州大学

大 村   裕

摂食行動を調節する神経性および体液性

因子
中華人民共和国 59/ 5

8 4

4 0 3 0

東京都立大学

富 野 士 良
昆虫における遺伝子発現の調節機構 ア メ  リ  カ 59/ 5

8 4

4 0 3 1

京都大学

佐 藤 文 隆
宇宙での構造の進化ワークショップ 他 ア メ  リ  カ 59/ 5

8 4

4 0 3 2

大阪大学

森 田 正 人
弱い相互作用研究 50周 年記念集会 ア メ  リ  カ 59/ 5
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長期間派遣 (59年 度 8件 )

ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期 間

8 4

5 0 0 6

鹿児島大学

丸 井 隆 之
ナマズ味情報の解析 ア メ   リ  カ

5 9 / 1 2～

6 0 / 6

7ケ月

8 4

5 0 0 7

国立予防衛生研究所

中 野  明  彦

分泌タンパク質の輸送に必須な構造シグ

ナルについて
ア メ   リ  カ

5 9 / 9～

6 0 / 8

1ケ年

8 4

5 0 1 0

二重大学

川 日  正  美
単分子膜の表面光散乱の研究 ア メ   リ カ

5 9 /  4かヤ

60 / 3

1ケ年

8 4

5 0 2 1

北里大学

中 川  節  子

セ リンプロテアーゼの量子力学的 ・動力

学的研究
ア メ  リ  カ

5 9 / 4～

6 0 / 3

1ケ年

8 4

5 0 2 2

東京大学

中 村   士

スペーステレスコープからのデータを処

理するためのソフトウェアの開発
ア メ   リ  カ

5 9 / 8 ～

6 0 / 7

1ケ年

8 4

5 0 2 6

福島大学

吉 田 俊 博

量子色力学に基づく強粒子多重発生現象

の研究
イ ギ  リ  ス

5 9 / 9～

60/8

1ケ年

8 4

5 0 3 2

東京大学

片 山  栄  作

急速凍結電子頭微鏡による筋収縮機構の

研究
ア メ   リ  カ

5 9 / 4 ～
6 0 / 3

1ケ年

8 4

5 0 3 8

東京大学

谷 畑 勇 夫
不安定原子核の性質 ア メ   リ  カ

5 9 / 4～

60/3

1 ケ年

学術交流集会 (59年 度  15件 )

ド
号
一コ
番

主 催 責 任 者 集
ハ
期 開催地

8 4

6 0 0 1

東京大学

田 沢   仁

細胞膜におけるプロトン及びカルシウム

イオンの輸送機構

5 9 .  9 .  1

～ 9 . 2
京 都 市

8 4

6 0 0 2

京都大学

桐 栄 良 三
第 4回 国際乾燥工学 シンポジウム

59, 7. 9

～  7 12
京 都 市

8 4

6 0 0 3

宇宙科学研究所

」ヽ ロ  イ白 貞ほ
第 14回 国際希薄気体力学シンポジウム

5 9。 7  1 6

～  7  2 0

茨 城 県

新 治 郡
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コード
番 号 主 催 責 任 者 集 A 期 開催地

8 4

6 0 0 4

関西学院大学

関   集  三
国際包接化学 議 5 9   7 . 2 3

～  7  2 7
豊 橋 市

8 4

6 0 0 8

高分子学会

植 松  市 太郎
第 1回 高分子: :会国際高分子会議

59、 8.20

～  8.24
京 都 市

8 4

6 0 1 0

関西学院大学

山 田 晴 河
表面吸着分子()分光学的研究

59. 9, 3

- 9. 5

県

市

庫

田

兵

〓
一

84

6 0 1 4

京都大学

牧   二  郎
ソリトン系の ,学的諸問題

5 9 .  8 . 2 7

～ 8.31
京 都 市

8 4

6 0 1 6

大阪大学名誉教授

吉 永    弘
第 9回 赤外 と り波に関する国際会議

5 9  1 0 _ 2 2

～ 1 0 . 2 6

兵 庫 県

宝 塚 市

8 4

6 0 1 7

大阪大学

菅     宏
熱分析 ・熱測;を国際研究集会

5 9  1 1 .  7

～ 1 1 . 1 0
大 阪 市

8 4

6 0 1 8

東京大学

坪 井 正 道
第 9回 国際ラ ン分光学会議

5 9 .  8  2 7

～ 9  1
東 京 都

8 4

6 0 2 0

東京大学

中 井 浩 二

高エネルギー

物質

〔子核相互作用と高密度核 5 9  1 0 .  1

～ 10 5

神奈川県

箱 根 町

8 4

6 0 2 2

東北大学

櫻 井 英 樹
有機ケイ素反 や性中間体シンポジウム

5 9   9。1 6

～ 918
イ山 台 市

8 4

6 0 2 3

東邦大学

小 林 英 司
第 9回 国際神| :分泌シンポジウム

5 9 .  9   3

～ 9 . 8

静 岡 県

裾 野 市

8 4

6 0 2 4

高エネルギー物理学

研究所

西 川  哲  治

高エネルギー

国際セ ミナー
″理の将来の展望に関する 59  5.14

～  5 20

茨 城 県

筑 波 郡
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昭和 58年 度短期間来日成果報告

83-2002

来  日  者

Stephen Mo Shapiro

Physicist,Department of Physics,

BroOkhaven National Laboratory,

Upton,N.Y. 11973 U.S.A.

目的及び成果

最近とみに話題となっ

ている形状記憶合金の興

味ある弾性的機械的性質

は、古い研究の歴史をも

つ金属のいわゆるマルテ

ンサイト変態と深い関連

性があるといわれながら、

まだその本質が明らかでない。

今回のブルックヘヴン国立研究所Shapiro博士

の来日の第一の目的は、大阪大学の山田研究室と

共同して、形状記憶合金TiNiについて、X線 散乱

によるマルテンサイト変態の詳細な実験的研究を

実施することにあった。

Shapiro博士は昭和 58年 4月 7日 来日し、6月

30日迄大阪大学において共同研究を実施した。

TiNこの単結晶試料は同博士提供になるものを用

い山田研究室設置の位置敏感型 X線 回折装置によ

る高分解能測定を行った。その成果については、

同博士のレポートにもある如 く、極めて興味ある

もので、マルテンサイト変態をひきおこす微視的

機構について最近提案されている電荷密度波形成

申 請  者   大 阪大学   山  田  安  定

受入責任者  大 阪大学   山  田  安  定

のモデルにむしろ否定的であり、これとはことな

るモデルとして局所的な格子変調緩和モデルを提

唱している。この新しい結果は他の合金のマルテ

ンサイト変態にも十~般 的に適用可能と思われ、こ

の考えに従って更に日米間の協力研究が推進され

る気運にある。
一方、この協力研究の傍ら、同博士は日程表に

示されたように京大、物性研、東北大などの各大

学において講演や討論を行い、又、たまたま滞在中

に開催された日米セ ミナー
“Light Scattering

Studies of Strudural Phase TransitiOns" ャ こカロ

わるなど、多彩な研究交流活動を行った。これら

の交流を通じて関係分野の研究者に多大の刺激を

与え、これをきっかけとして新たに共同研究計画

が具体化されたものもある。

又、同博士のご家族、Helene夫人、Julien君(8

才)、Auraeeち ゃん(6才 )は大阪大学国際交流会

館に2ケ 月足らずを過ごされ、Julien君が日本の

小学校生活を体験したのをはじめ、種々の催しに

参加したり、京都 ・奈良などを歴訪して日本文化

についての知見を広め、別の面で国際交流の実を

あげられたこともあわせて報告する。

R E P O R T

Stephen M. Shapiro

The purpose of lny visit to 」 apan was to perforn scientific research

at Professor Y. Yamadats Laboratory (Osaka University) from Apri1 7 -

」une 30, 1983.  During that period l was able to visit other

laboratories and l attended the US ―  」aPan Selninar on Light SCattering

studies of Structural Phase Transitions.  An itinerary of my visit iS

attached.
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excitil: :::岳]::hwSiif°岳]岳! 晋::。:尋:iCal and yielded sOme new andSOIIle 10ng standing prOblelns.  1
shall briefly, suIIIEElariZe the experiIIlent s.  we studied the Phase

transitiOns Occuring in the shape nlemory alloy NiTi(Fe).  NiTi has been

extensively studied in the U.S. and 」 aF'an, and the underlying mechanislns
associated with shape memOry, martensitic transitiOn are nOt

understOOd.  In additiOn prenartensitic (PM)effects have been

observed.  In Prof. Yamada・ s laboratory we performed the most detailed
x―ray diffractiOn stutly of any martensitic Phase trallsfOrmation.  Be10w

the PM transformation in NiTi(Fe), superlattice peaks appear and we

lneasured the intensity cOntours of Over 50 different peak PositiOns,

3彗:1:::::::を

::::::::::ci::::::::::::nillSii:』

・

ila書岳:岳l:dXモ 岳]yei]:8:]:!:言
: folr One setting Of the instrunent.

The IElain result obtained was that the satellites are broad and

incOIBIElenSurate with the hOst lattice.  The surprising feature was that

i::::::::告1景:it甘:::を!::::ia:岳::::id:i:ittthi:teBiを:と:!:littinttfi:hgeing
とffects will have tO be included in

the final descriptiOn of the results.  The features observed in NiTi(Fe)

are prObably present in many oこ her al10ys and we plan tO cOntinue the
search tO establish the universality of our results.

Let lnei now, giVe sOme general il■
pressiOns Of my visit.  The

research was productive and the l■ teractiOn with the assOciate members
of Yalnadats research grouP was easy and useful, largely because l knew

then during their stay in the U.s.  The interaction with the graduate

students was less than it shOuld have been, most Probably due tO the

language barrier.  I an guilty fOr not learning enOugh 」 apanese and the
students were too timid tO atteIRPt tO speak English, thOugh most wanted

the practice.

I feel fOrtunate that l was able tO stay in 」 aPan for as long as
three months and allowed tO establish a HhomeH address at one

institute.  This al10ved my family and ェ  tO experience sil■ ilar prOblems
that 」 apanese citizens encounter in their daily life.  we better

appreciate and understand 」 apanese socitety.  By actually doing an

experinent, I had a better understandinig Of the advantages and

difficulties in dOing science in 」 apan.  I encourage the Yamada science
Foundation tO grant more fellowships tO u.S. scientists to visit 」 apan

to do research fOr an extended period Of time at a single institution.

The resulting collaboratiOns will be much stronger than thOse

established On a tthirlwind 2-3 week tour.

In the field of neutrons and x― ray diffractiOn, I fOund that the

problems being studied were similar tO those being prObed 主 主 AInerica,
such as phase transitiOns in incOmmensulrate systems and lower

dimensiOnal lnagnetislll.  In the diffractiOn studies Of time dependent and

other nonequilibriull effects in phase tliansitions, Yamada's group has

taken the lead.  with the PhotOn Factory now operating, 」
aPan cOuld

naintain that lead but Bell Labs and thcと  u.s. light sOurces will be
working hard tO be nuIRber One.

- 8 -



In 」 aPan, I was doing work on PhaSe transitions in Hletals and in

reviewing the literature, it appears that, on a percentage basis, IIlore

metal physics is being done in 」 apan than in the U.S.  This is a

positive effect since a thorough understanding of llletals is so ■ InPortant

in our technically advanced society.  On the other hand, the 」 apanese

effort extended in studying ferroelectrics may not be an advantage,

s■nce ■ t is likely that the field has Past ■ tS peak of interest.

I found equiPment in the laboratories well suited for modern

research studies in cOndensed natter Physics.  Most of the research

tools are available within 」 aPanese industry and the dependence o■

foreign Products is minilnal,

A deficiency that l found was that there was little interaction

amongst the senior staff of the different scielltific grouPs, and

departIIlents, even though the scientific goals are sinilar.  One of the

strengths of the AInerican system has been the open discussion amongst

scientists with different Points of view on the salne subject.  A
Particular examPle in my case was the lack of interaction l had with
nembers of the Faculty of Sciences who do work in nagnetism and on

Problems silllilar to what l have been doing at Brookhaven.  0■ ly in lny

final days did l visiこ  the Faculty of Sciences,  I expect the problem

that l faced at University of Osaka is a tyPical c,ne.  l encourage

methods be devised to ProILOte mOre interactions sujch as faculty lunches

and sem■ nars.

An imPortant feature of ■ y visit was the ability to visit
laboratories and neet with scientists.  I always alssociated a name with

the scientific work but had difficulty associating the name with the

laboratory.  Afと er lny visit, ■  understand nore of the geographical

distributions in 」 apan and now associate IIluch more the nalnes with Places

and faces.  Much of the collaboration in the Past between the U.S. and

」apan was for Japanese to visit the U.S.[o study and work.  The

facilities in 」 apan have reached a point of excell,ence tllat it is

Possible to equalize the directicJn of human ILOVenC)nt.  I thank the

Yamada Science Foundation for allowing lne to contiribute to the Wesと  to

East traffic Pattern.

Itinerary for S. M. Shapiro

Apri1 7 - 」 une 30, 1983

Apri1 7

APri1 7 - 21

Apri1 22-23

Apri1 24-26

Apri1 27-29

Apri1 30

Arr■ ve ■ ■ 」apan

Osaka University

KEK (KENS― PF)       (Y. End oh)

Tokyo― ISSP          (S. ■ OshinO)

」AERI             (〕 [. Iizulni)

Kansa■  Meet■ ■3 0n Ferroelectric■ ty

(Kyoto UniVersity)
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May l ―  」une

」une 6 - 10

Osaka univosity

US ―  」aPan Joint Seminar On Light

Scatterillg studies of structural Phase

TransitiOns ―  Hanana二 so
Osaka university

Tokyo ―  IssP        (s. ■ OshinO, Y. Ito)
Tohoku University   (Y. Endoh)

Osaka University

Leave 」 apari

Seminars

」une 10

」une 17

」une 22

」une 26

」une 30

April 18

Apri1 28

Apri1 30

May 16

」une l

」une 20

」une 23

」une 28

７

１

５

０

１

２

２

３

Osaka University

」A工RI

Kyoto university

Osaka university

(colloquium)

Kyoto SanttyO univ.

ISSP

Tohoku University

Osaka University

(Faculty of sciences)

PIremartensitic Phase Trans■ t■ons

NttTi(Fe)

N(!utron Scattering Studies of

Spin Glasses

lrLCOnllnensurate Phase in BaMnFLH

Rc!entrant Spin Classes

SF)in Glasses ―  A Physicist's

FrustratiOn

Ne!utron study of Reentrant Spin

Classes

SF)in Dynamics and Magnetic

Ordering in Mixed Valent

Systems

Reentrant Spin Classes
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8

来  日  者

Uriel Bachrach

Professor,Department of Molecular

B 1 0 1 0 g ェH e b r e w  U n i v e r s i t y ―H a d a s s a h

Medical School,Jerusalem,Israel

申 請 者  讐よ嶺髪鵠

受入責任者  攣禄髪操

評価されている。

梅 沢 浜 夫

梅 沢 浜 夫

博士の主な講演内容は、「Polyamineと ガン増

殖」および 「Polyalnineと寄生病」を主とし、広

い領域にわたるものであったので、単に専門家の

みならず、他領城の研究者にも示唆するところが

大であった。従って、他の領域の研究者からも講

演の依頼があったが、日程の関係で応じきれなか

ったほどである。特にPolyamine の増加を p

mole(ピ コモル)で測定する博士の業績はガンの

早期診断に注目されるところであり、 Omithine

decarboxylaseのLttbitorは Polyalnineの 増力日を

抑制し、抗ガン性にも関連して注目されるものであった。

博士の来日の成果は上記講演と研究討論に見る

ばか りでなく、博士の日本の科学と文化に対する

評価と識見において大なるものがあり、博士の日

本科学に対する評価を高め、将来にわたってイス

ラエルと日本の共同研究の提案が博士によってな

されるほどであつた。博士は自国において実力者

であると同時に、世界的にも影響力のある実力者

で、協力研究や科学者の交流の実現には多大の力

がある科学者であるので、日本の科学の世界的評

価に現実的な成果があると信じられる。今後とも

日本の科学が国際的に貢献し、高い評価を得てい

く上でも今回の博士の来日は予期以上の成果を得

ることができたことは、山田財団の御援功を得ず

しては成就できなかったと言っても過言ではない。

3-2012

目的及び成果

Professor Uriel B a―

chrachの来日は、 1969

年から14年 を経て実現し

た。その間に人体に広く

分布し、生命の基本構造

を支えるDNA鎖 を結び

つける重要なPolyalnine

の研究は急速に進展した。Omithneか らOrnithine

decarboxylaseによって生成される Putresine、

Srrmidineゃ SpermineはPolyanineの 代表的な

ものであるが、SpermidineなどはDNA鎖 を切断

する抗ガン抗生物質BleOmycinに も含まれ、抗ガ

ン性との関係においても注目されるようになった。

Professor BachrachはPolyalnineの世界における

先駆的権者であり、今回の来日によって、本邦の

研究者と密接な研究討論が行われたことは、その

効果の波及するところ大であった。その成果は博

士の来日を可能にした山田財団の援助によるとこ

ろ大で、感謝に堪えないも

1983年 (昭和 58年 )7月 20日 来日以来 2週 間

余にわたり、東京 ・京都
。大阪の関係研究者を訪

問し、各所で講演をし、研究討論が行われたが、

その反響と成果は博士自身の熱心な研究意欲と討

論によって、.内容の充実したものであり、博士の

来日なくしては得られなかったものであると高 く

REPORT

Uriel Bachrach

〔a〕 General

品iと:岳3主:i :艦暑群, 報予岳;i暑::°1ュ:°k:玉8fint:t」l:::;3t上♀i言岳:〔を
言
:ai:::::::id::!。.other scientifiC ■ ■stitutions in 」 apanj

fOr SPOnsoring my triP and fOr making my visit PoSSib]e.
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Iu3rgiV':ittt S3::i3 を
iまモ
°
::rildW8:Ptti38yそ1,uキ苦rそ!iを 8],sieitv!:!3書d°, ::書::とこtes,

Uiiversities and the lnstitute of Technoュ 。gy and llet with tlllore than 10 ,cientific
grOuPS froln TOkyo, KyotO, osaka, Yokohallla, HaIElaコ atsu alld Nagoya.  I also gave 4
1ectures on either:  P。 lyamines and NeoPlaStiC Growth, or

PolyaBIlュnes and Paras■ tic Diseases
ln additi。 ■, I had discussiOns with the various groups and we exchanged inforl■ a中ti°
lr謡!i]ttta,Si韮:t:掛:1辞iliを首i'R:s3擦:☆a転:をit謎3a群瑞主ど胡鑑ii横とnistry
Prof. T. Nozoe, Professo■  EIIleritus, Tchuku university
Prof. Paw― Wang Yang, Taiwan Uhiversity, Taipei, RcPubliC Of China
ln Osaka, I had the privilege of lneeting:

PTof. T. SuzukI, PrOfessor Emeritus Of Kγ oto UniVersity
who is a nember of the BOard Of the YaHlada Foundation.  A detailed description of

I告
!3岳
i3+まiき岳
:::::g:|:常:::暑;:el!骨;:|!i骨:PR::3aiiin。1°ti3Ⅲe革とe!i3岩: i::督1:」品。:lS,ユ

~

』岳:i普:S3u:agをま予
Cina3:P」
斉ielf upOn our arrival at Narita, and took care of us

螢:彗盟壌事事|:ei路:器掛曙篤a::iを::を七螢発:3:::堅::!虚:盤釜:::群寮:°経雲〕岳:3S

i:憲骨::。苦;:手::3:Rttd:ユ岳:i::こi:矛:::i::堅::;雪:iCl:::iii:こ::1岳鑑:::::;i景i:::!:iV81…
compare the standard of research and facilities in 」 apan with those in North America
and EuroPean cOuntries,  My iIBpressions may be sunllnarized as follows:

(b〕  SCience

There ■ s no doubt in my Hl■ nd that the sc■ entific standard of research in the labora―
tories,which l visited is One of the best in the wOrld.  This applies to research
in Microbiology, BIocheHlistry, Molecular Bユ oユ。gy and the specific topic of my re―
search・ polyal■ines.  Moreover, excellent facilities, including 50phisticated equip‐
ment, are readily avaユ Iable to the various groups.  The rapid prolnotion of science
lllay be attributed to the f011。 wing factors:
1.  Leadership

2,  Originality

5.  Devotion to sc■ ence
4.  Involvelllent of industry and private funds

h雑
器韓差権ま:・8;・nttet紺揺瑠,Soil::ユ:艦ittgeiinthずw:]]:1ボ言絆整:転。rtedettg:uiェ
苦景:fuをyeilttpi:y8it:『Sittξ

t:モ岳苦:°!景 il苦:lti:書3attli :iS岳8苦3ri岳:i 188iSci:
]         igri]8  生を首     暑  ]i。 l   att hi言 :首t  e:°iをa] ゴ岳 :h tti  d
PrOblelns such as Merreユ ユls lnternational Research Center in Strasbourg o■  Roche

慌ittr驚鷺itii苦野sil。出驚i独e推暑ie3attS:献:!.iS拭:宅糖:8:tb独封:ゴi針3iogOupS
Uコezawals lnstitute would be the lnstitute des substances Natureユ ユes of the CNR
in cif_sur Yvette, under the director of the Nobel Prize laureate Prof. D.Bari品
]ies:!岳geai:::毛。:,ps:書

ilR[eと
き。::!ni::81':8:品e苫景

Tを
httni::主:を: :l:t暑書

Cis f
not as intensive.  The c10se coユ ユaboratio■  blctween biologists and organic

:告:コをi岳:i:it::景
°
。芸rilttes::u:を最r:n岳:i〔

ute °f lMicrobial Che田正stry.  This perlnits
lewly is01ated colnpounds and facilitates

the synthesis Of l■ Orc POtents and less tOxic derivatives.  A coordinated re―
search of this kind can be cOnducted only lf the Director gains full respect

and authOrity, and if his decisiOns are the iresult Of discussion with his asso―
ciates.  I aBIl quite fallliliar with the ll10de of OperatiOn of the NatiOnal lnstiぃ

岳:::3占
:]E::::::i::!軽::岳::at:」::::景:: :!:1:::::::曇i:i::8:::::::::::::l11主le

organic chemistr/ is not an integral part Of the biological research.  MOreover,
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!暑
mL器
:o岳ini止:iet3呈孟盟cまiS整:li軌靴董::暑8c褪こ

1:予Sti:il骨
e耽8ま
ai.昭
::景号

A IllultidisciPlinary― coordinated research appears to be one of the reasons for

the rapid prolnOtion of biological sciences in 」 aPan.

2. Originalityo  Sc■ ence ■n 」apan differs froln that in the States ■ n ■tS tradition

and llode Of oPeration.  In a way, Japan was solnewhat isolated froBIl the Engユ ish―

吊1:a告とigfi:::ltittt:とュ七景とを 宮景
°
Si]iliC]:1首t 18こ]8ni魯とを苦とss ]i]8]首ni3景モ]予

tttitili暑

:iet苫!:景
ei'v.:118dieiui:岳

id lettalttnigi::nttti:fe8:占 n:モ ::iP::e liti号:魯
T:‖
岳l:iate

approaches used by investigators in otheT countries.  The following are Onユ y a

few examples:

Institute of Microbial Chelnistry:  ModificatiOn of antibiOtiC substances by

督盤華韮軽:灘fを軽群語諸ず薔:醤准f譴許
aIEPle Of an ■nteresting o■iginal approach.

告二;::魯ま糧岳::::]旨::i::富:モ::i:ま轡暑:堤:::還言豊魯ii≧協:::e:!:i。を:its
and organic or analytical cheulists is remarkable.

暑:13i 書暑岳群
と
を:i:::::予
r:::::i:i:ei:::!岳:告予:::と :i:|::::告:::8::」

:::::::ti::lhe

Osaka University.  In the Research lnstitute of MiCrobial Diseases, inter―

esting o■ iginal studies on bacterial enterotoxins are being carried out.  The

cheHILcal structure and Bnode of action of several toXins have been elucidated

(Y. Takeda〕.

5, D● v6七 工o■ モ O SCi● iOe:  Nowhere else in the world have l found such devotion and

轟宅::!手五竜iゴ!「:器主こ:。S孟岳liej:活:,子oこ::::::::f:!::軽:登塾:二::l::::まi::を
n

告:登:螢i:毬:】孔撃罷魯電晶モ挺i:ist亡1魯:i3略驚:ettu:告i岳:t鳩発:酷1:F批登r:a,scheduled for 5:50PIR,  PeOPle would not cく

and even at that late hour, a respectable nmber of sCientiSts and clinicians cane.

己edication to science as l found in 」 apan,  It itt qu■ te po吾 Sible.t4骨 t rl二 P d,T

this aPPearS tO be more coml10n in 」 aPant

Culture

:l岳nC]lせ
°
ie苦]をi38t31dii」

ep:::暑
書:ifiieユ1:ここ暑:をy'・P:]!暑書n苫::hil[ 彗書

°
と:書:1'h:ni38::3
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富:計ili岳畳::ま害t:]ま雷:号魯:緊:魯魯:i母::督鑑督:31::言:魯:器::魯
i「

18:k器:岳主ti普:::t::::R::::i:景
:::告3::slgttSt and gave a better understanding Of the

Co■cユusions

景蓋ieli3ira:盟器1緊品獣ど3;dttiti:岳
°
:蓋二

Will fulfill a leading rOle.  Due to the

o today what France, Great Britain and the

景::!を:1景iVil占。iよ」
aど
:。」:aを8岳:atを予;ュ!Rpan

t lnore should be done to draw the attention

苫!::i普
コ
岳書:吊eg景
ユ
モ景::li:景モ]書ts 311:hせ宅ele

tiate such PrOjects between 」apan and lsrael.

Activities during the visit tO」apan

」uly 20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

A u g .  1

2

Narita Airport

Nippon Kayaku lnstitute

mstitute of MIicrObial chemistry

Free

Free

Mitsubishi Life Sce.Lstitute

」ikei Med. sch001

Visit tO Nikko

To Kyoto

Free

Free

Visit tO Nara

Visit Osaka universiけ

Visit Osaka Municipal Univ.

To Tokyo

Visit TOkyo lnst. Tech.

Arrival

Lecture

Lecture

Lecture

Lecture

Lecture

Discuss10■

Discuss10n

Discuss10■

Discuss10n

Discuss10n

Dr.Y.Okalni

Dr T. Takita

Proi H.Umezawa

DL T. Oshima

Proi S.Hayashi

Proi S. Hayashi

Dr T.Nakaiima

Di Si Otani

Proi Y.Takeda

Proi S. Morlsawa

Pron T.Nagatsu

DL O. Suzuki

Dェ T. AttatsuIIxOtO

YokOhama

HammaHlatsu U.

Nagoya Univ.
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83-20

来 日  者

中本一男 Kazuo NakalnOtO

Professor,Department Of(〕 lemistry,

MIarquette University,M11lwaukee,

W153233 Ui S.A.

目的及び成果

1 共 同研究 九 大木

田研究室で合成 した酸素

分子又は過酸化物イオン

が配位 したと考えられる

鉄、コバル ト、銅の新錯

体数種をミルウォーキー

の中本研究室に送 って共

鳴ラマンスペク トルを測定 した。この結果につい

て詳細な検討を加えた。これ らのうち少 くとも
一

つは予想通 り02付 加錯体であることは
1802を
使

った実験で確認 した。 しか もこの化合物のO一 〇

の振動が今まで測定 された 1:l co― 02錯 体の

それよ りずっと低い 1095筋
~1に
観測 した。明確な

結果の得 られなかったものについては今後の研究

の進め方について討議を重ね、詳細に打 ち合わせ

た。これに基づいて今後は更に共同研究が発展す

る予定である。

2 講 義 九 大の化学系大学院学生を対象に 3日

間にわたって講義供 語で)した。題目はApplicSatiOn

of Vibrational Spectroscopy to L■organic  and

Coordination Chemistry

3 講 演 以 下の題 目で各地の大学 ・研究所で講

演を行った。

イ)Recent Deve10pments  in  Vibrational

Spectroscopy of Molecular Oxygen Adducts、

於 :九大理、大阪市大理、関学大理、長崎大工、

九大工、熊大、広大理、高知大理、名大理、金沢

大理、長岡技大、お茶大理。

口)44pplications Of ResOnance Raltnan Spec‐

申 請  者   九 州大学

受入責任者  九 州大学

木 田 茂 夫

木 田  茂  夫

troscclpy to Blological MOdel Systems、 於 :宇

部興産中研、分子研、長岡技大、日立製作所中研。

ハ)Synthesis Of Nov91 Coordination Con‐

pounds via MIatrix Condensation Techniqu岱 、

於 :分子研、東北大理。

4 研 究発表 第33回錯塩化学討論会 (阪大教養

部)に おいて次の題目で発表した。 「テトラフェ

エルポルフィリン錯体の構造変化に敏感なノラ/ド」

5 感 想 中 本教授の滞国中の活動はほとんど討

画通 り順調に進んで、予期通 り或いはそれ以上の

成果を収めることができた。中本教授は私の研究

室のスタッフや学生とも親しく話をし、共同研究

のテーマだけでなく我々の進めている研究にも関

心をもって熱心に討議し、数々の有益なアドバイ

スを頂戴した。又最近のアメリカの学界や大学の

教育 ・研究の事情についていろいろと興味ある話

をきくことができた。これは九大滞在が一ケ月以

上もあったことの外に言語上の障害が全くなかっ

たことが大きいと思われる。今までにも何人もの

外国人学者の訪間を受け、その中にはかなりの長

期間の滞在者もあったが、やはり言語上の障害の

為特に学生達とのコミニケーションは乏しかった。

この点、中本教授のような日本語の話せる外国人

学者を迎えることには大きな利点があると思われ

る。以上の事情は訪問先の各大学においても同様

であったろうと思う。今回の訪日は私の研究室にと

って大きな収穫があっただけでなく、日本の化学

の発展に寄与するところが少くなかったと思う。

ここに、この計画に多額の援助を賜った山田科学

振興財団に哀心より感謝の意を表したい。
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R E P O R T

Kazuo NakamotO

Under the sponsowship of your Foundation, I spent two months and a half

(September 17th to November 29th)in 3aPan as a part of my sabbatical leave from

Marquette University.  During my stay, I was able tO accomplish the following

9oals:

( 1 ) C o l l a b O r a t i o n  w i t h  P r o f . K i  d a――P r O f . s . Kギd a  o f  K y u s h u  U n i v e r s i t y  a n d

l have been collaborating On vibrational studles of dloxygen adducts of metal

chelate compOunds since 1980.  We have already published four joint papers in this

area.  Recently, his group succeeded in the plヽ eparatfon of several novel complexes

Of CO(II), FetII)and cu(I)which can fOrm diOxygen adductso  We measured the

resOnance Raman spectra Of sOme of these adduく ,ts at Marquette University, and I

brought thcse spectral data tO Kyushu for faco― to―face discussion with P,of. Kida.

We Plan to write up several papers as soOn as additional lxperiments are completed.

t2】  Lectures fOr eraduate students ――― I gave a series of lectures at the

Department Of chemistry, Faculty Of sctence, 十 (yuShu university.  Three important

topics in inorganic vibrational spectrOscopy tmetal isotope spectroscopy, matrix

isolation spectroscopy and resOnance Raman sPに :ctrOSCOPy)配 ere cOvered and ]ectures

given in English.  Xerox coptes of my lecturel nOtes were handed out to facilitate

communication between ttyse]f and graduate stuに lents.

(F】 昼ゃminars Given at universities a旦旦…ュeSearch lnstitutes ―
-6 1 gaVe more

than twenty seminars at the fol10wing institurions: Kyushu University(Faculty of

Science)3 0Saka City university,Kanse'Gakutt University,Ube lndustries Central

Research Lab, Nagasaki University,Kumamoto uniVersity,Kyushu University(Facul ty

of Engineering】 , HirOShima University, Kochi University, Institute for Molecular

Science, Nag,ya university, Kanazawa universiに y, Nagaoka Technological university,

Tohoku Universtty, Institute of Non― aqueous S【)]utiOns, Hitachi Central Research

Labぅ and Ochanomizu University.

The topic was chosen from the f0110wing ttist depending upon the interest

of host institution:

(a) Recent Developments in VibratiOnal ドpectroscopy Of M01ecular Oxygen
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Adducts

(b) Application of Resonance Raman SpectroscoPy tO Blological Mode]Systems

(C) Synthesis of Novel Coordination Compounds via MatlAix Cocondensation

Techniques

td) SCience in Argentina (s]ide show)

t4) Other Activities ――― I attended the thirty―third 130nference on coordina―

tion chemistry which was held at Osaka University during th13 period of October 10-12th.

I also gave a talk on t・ Undergraduat(I Education in U.S.A.Ⅲ  at Nagaoka Technica]

coll ege, and visited the University of Tokyo(Dept, Of Pharmaceutical SCience)to

discuss with Prof. M. Tsuboi.

Through these activities, I beく ,ame acquainted with a number of researchers

most of whOm l met for thtt first time.  This gave me a plenty of opportunities to

exchange information about recent developments in the fields of coordination

chemistry, bioinorganic chemistry arid molecu]ar sPectrOSCOpy.  I would ]キ ke to

express tty sincere thanks to Yamada Science Foundation who gave financial support

for my travel in 3aPan.

83--2014

来 日  者

王 永 漆 (Wang Yung Yen)

西北大学 地質系 主任教授

中華人民共和国 映西省 西安市

目的及び成果

王永か教授の来国によ

る研究成果は、次の通 り

に要約される。

1)黄 土層の第四紀学

全般にわたる王教授の講

演は長年の研究集約とも

みれる内容豊富なもので、

黄上の計測 ・実験を分担する日本狽」研究者の全般

的な知識に対する貧困さの蒙を啓 くものであった。

申 請  者   京 都大学   笹  鳴  貞  雄

受入責任者  京 都大学  笹  鳴  貞  雄

先ず広大な分布状態、産状、地形分類から始まり、

層序一般、動物化石、鉱物組成、物性、そして成

因、起源に及び詳細なもので深い感銘を与えた。

ただし、日本列島のような温暖な気候帯とは対照

的に違い、大陸性乾燥地帯における風成層という

特異な所産物であるため、産出生物化石が質と量

ともに乏しく、また分布の広大きの故に近代的な

微細な分析的研究は今後にまつという印象が残っ

た。この点で過去 3年 間、日本側研究者が主とし

て室内実験や機器測定の面から責上の研究に新し
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いメスを加え協同したことに大きな意義があった

とも言える。

日 ,中双方の研究手法の違いからくる認識の相

異と英会話による不徹底の壁を超えんとして、時
には中国留学生の援助 (通訳)を 得て連日にわた

り充分な討議を重ねた。その結果ようやくこの内

容を共著として論文作製することに意見の一致を

みた。

2)京 都大学の超伝導磁力計を用いて、約 2ケ

月前から研修中の協同研究員、岳楽平助教授が測

定した 2ケ所の新しい黄土断面に関する古地磁気

層序の結果について、指導者工教授を交えて担当

者一同で討議することができた。これにより、前

年度の洛川標準断面との古地磁気層序による年代

対比に成功を納め、これを共著論文として仕上げ
る見透しが得られた。

3)黄 土層とこれに挟まれる10数枚の赤色古土

壌層から得られた、花粉植物の種類別の頻度分布
が王教授から提示され、これに関し既に前年度に

得られた洛川断面の吉気候変遷との関連について

の論議、およびこれらと大阪層群における結果と

の対比という大きな問題について討論できた。前
者の対比論については容易に意見の一致に達した

が、後者については日・中相互の研究者間で資料
処理方法の違いも若干あり、さらに大陸内部の乾

燥地帯と島喚の内湾性という植生環境の大差によ
る影響のため、現段階における対比の困難性がか

なり明確に浮び上った。さらに今後の双方におけ

る一つの重要な研究課題として残された。

4)東 京大学地質学教室や国立科学博物館を参
観し、第四紀の研究者等と、責土層に含まれる動・

植物化石の変遷から推定される気候変化に関して、
短時日とはいえ意見の交換ができ、わが国の研究

状況に関する一半の知見を広めることができた。
5)以 上のほか、古土壌の土壌化作用に関する

分析化学的研究、黄土層の微動物化石、黄土層の

地磁気年代、古土壊の熱蛍光年代測定などの日本

側研究者が主に担当した成果 も共著論文として加
え、過去 3年 間の成果 12篇を論文集として出版す
ることを確認 した。その表題は 「中国 ・黄土層の

最近の研究 :層序、年代、古土壌、古生物と古気

候(英文)である。

REPORT

永  捺

The purpose of my visit tO 」 apan was almost fuユ ュy
executed with a weュ ュ arranged schedule and a kind respOnse

Of the KyOtO unュ vc―rsュ ty team members fOr the cOOperatiOn

study′  even thOugh the staying duratiOn was not sO many

w e e k s .

I had an honourable chance tO give the lecture abOut

‖
Loess ttn china and its stratigraphttc sequenceW at the

Department Of Geoユ ogy and Minera■ Ogy fOュ ェOwed by the

detailed discussiOn and cOmments  Of 」
apanese melこ LberS.

As the results′  the correユ atiOn prob■ em between the

chinese loesses and the 」 apanese osaka crOup was nOt

complete■ y sO■ ved because of theュ r cOntrastttc dttfference

ユn geographic cュ rcumstance, that is′  the fOrmer was fOrmed
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under a typical continental nature and the !Latter under a

coastal island bordered by the warm current of the Pacific

Ocean.  Nevertheless, it is of surprュ sュng benefit to find

out fttrstly an approx■ mate correlation betw(3en theェ r

magnetostratigraphies.  Furthermore′  we have succeeded

to corre■ate one of the type sections of Chinese ■ oess/

paleosol sequence (the Luochuan section)paleoclimatically

with that of the type in Middle Europe (Austria and

czechosユ ovaktta).  ThttS wOuld be one ■ mportant contribution

Of our results to the recent advance in Quaternary

geology or Pa■ eoenvュ ronmental Sc■ ence.

工t seems to be epock― making that we have reached ttn

a comp■ ete agreement to pub■ ish the resuユ t obtained by

the cooperation research durュ ng the ■ ast three years′

possュ b■e ■ 2 papersr every one ho■ ding co― aulhorShttp of

some of both members.  We discussed about not on■ y the

framework but deta■ ■s of the 12 manuscrttpts to be pub■ 上shed.

It was a heavy work to me but was instructive and fruitfuユ .

They cover rather wide fttelds of modern geoscttences, i.e.

genera■  stratigraphy of 工 oesses ェ n China′  magneto― strati一

graphic cOrre■ ation of a few type section of ■ oess

sequences′  thermo■ uminescence dating of some paleosoles′

pedology of Luochuan paleosoユ s′ pa■ eoc工 土matttc chalnge

deduced from the sporo― poユ エen analysis′  vertibrate

fauna of chinese loess′  stratttgraphttc correlation between

Osaka Group and Luochuan ユ oess sequence etc.  Fainal■ y′

the title of the book′  coユ ■ective of ■ 2 papers, was

fixed to be WThe Recent Rc)search of Loess in China″

I have spent wonderftll days durttng the trip to

Tokyo′  especia■ ■y the vttsit to the Tokyo University′  the

Zoo′  the National Science Museum and the Nationa■  Museum

in ueno′  were cxcitingユ y 主_nstructive.  And one― day

sightseettng tour to the fELmOuS′  modern buildings and

sュtes around Tokyo was a■ so very ttnteresting′  土n addtttion
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来

tO'th‐e Fb士品er dELys rOund tour in the ancient capital of

Kyotb tthttch l had a■ready guttded ぅust after my arriving

at Kyoto.

Lastly but not less important thing to be mentioned

■s that l had rc)cュ eved much hOspita■ tttttes from not on■ y

the KyOtO team nlembers but many scientists ttncユ udttng

the Tokyo Un■ versュ ty′ the Natttonal Sc■ ence Museum of

Ueno and the Museum Of Natural History of osaka.  For

a■l these persoris′  espec■ a■ly for Professor Se SASA」 IMA′

I wou■ d ■ ike to devote my deepest thanks.

A■so, I 工 土(e to send my hearty gratitude to Yamada

Sc■ ence Foundati_on fOr his kind financュ a■ support,wュ thout

which our resu■ ts were unable to improve into sucrl a

comprehensttve style mentioned above.

83-2023

日 者

Manuel Cardona

ProfessOr Dr.

Max― Planよ 一Ltitut fも告 Festk缶 ―

perforshung,Heisenbc,rgtrasse l

D-7000 Stuttgart 80, F.R.Germany

鈴 木 勝 久

鈴 木 勝 久

目的及び成果

カル ドナ氏には、当初

50日 程度の滞在を計画し、

大学院レベルの講義や集

中研究を予定していたが、

諸般の事
1盾で滞在が 1週

間(1983年 8月 26日夜か

ら9月 2日 午後まで)に

短縮 されたので、今回は四地点 (東京大学、筑波

学園都市、東北大学、大阪大学 )で 学術講演と

討論 ・
1情
報交換を集中的に行うことになった。

カル ドナ氏が、RCA研 究所、ブラウン大学、マ

ックス ・プランク研究所に在任中の約25年の間に

同氏のもとで長期に研究生活を送った日本人は約

申 請  者   大 阪大学

受入責任者  大 阪大学

10人、国際会議等で緊密な接触を持った日本人研

究者は多数にのぼるが、会議のための短期滞在を

除いて滞日経験が皆無だったので、かねてから日

本の半導体、光物性、イオン結晶の研究者の間で

同氏の来日が切望されていた。今回は東京で開か

れたアモルファスおよび液体半導体に関する国際

会議後の 1週間に上記計画を実行し有意義な成果

をおさめた。

この間の行動については本人の報告に詳しいの

で省略するが、主たる滞在先大阪大学での 3日間

について若干補足する。8月 31日の年後は理学部

の会議室で講演会を行い、財団の永宮理事長が参

会された。阪大の数部局で大学院の入試に重なっ

たにも拘らず、極めて盛況で椅子が不足する程で
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あった。阪大での残 りの時間は豊中、吹田両キャ

ンパスの研究グループとの個別討論に費されたが、

阪大には物性関係の研究グル
ープが多くて時間的

制約があるので、31日夕方、待兼山会館に物性関

係の研究者約20名が集って懇親会を行った。また

大阪の市内を
一瞥するため北浜まで出かけて、船

場の伝統的町屋の典型かつ阪大のル
ーツの一つで

ある適塾を見学した。

日本で行った 4回 の講演は、カル ドナ氏の提示

した三つの題目から選ばれたが、偶然一致して、

「GaAsにおける共鳴ラマン散乱と干渉効果」であ

った。これは同氏のグループが得た最新結果で、

閃亜鉛鉱型のGaAsで はダィヤモンド型とちがっ

て結晶が反転対称を欠くため、共鳴散乱光に Ga

とAs原 子の差による特殊な干渉現象が生ずること

を発見したものである。

今回のカル ドナ氏の滞日を可能にした山田科学

振興財団への援助申請者として心から感謝したい。

特に申請と決定の時差のため当初計画の変更を余

儀なくされたことに対して御理解をいただけたの

は有難い。なお蛇足を加えれば、財団の事務手続

きが信頼を基本として運営され、些細な支払いに

対しても領収書、明細書、署名を要求するような

ことがないのは申請者として誠に有難い。申請に

際して御支援を賜わった川村肇、金森llk次郎両R

各地で招へい者の世話をして下さった菅滋正、新

井敏弘、大成誠之助、森国章、岡泰夫の諸氏およ

び討論に御参力口下さった多数の方々にあわせて感

謝申上げる。

R E P O R T

Manuei Cardona

This was nγ  fifth triF, to 」 apan, I first visited Japan

in 1966 to attend the lnteI'national Selniconductors Co■ ference

in Kγ oto. The second tiHle, in 1971, I attended the Vacuum

Ultraviolet Physics Conferclnce in Tokyo. In April 1980 1 at―

tended a 2 day lneeting of the Program Corllnittee of the ln―

ternational Conference on the Physics of Semiconductors in

Tokyo, and, in September 1980, the Conference itself in Kyoto.

I had, therefore, barelγ  htLd OCCasion of travelling widely

through 」 apan, Ineeting people and visiting research organi―

zations (exCept for short visits to deliver lectures at the

ISSP, University of Tokγ o)。

In view of the large ilunber of 」 apanese scientists whO

have worked in Germany under ny supervision in the past 12

years (about 8), I regretted not to have first hand k■ owledge

of their develop■ ent and the general working conditions at

」apanese institutions of higher learning and research. The

Yanada Foundation provided the opportunity to renedy thiS

deficiency, During lny stay in 」 apan under the auspices of the

Foundation tt had the opportunity to visit five universities

(UniVersity of Tokyo, TsukRュ ba, Tohoku, Osaka at Toyonaka and
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Osaka at Suita) and 50me Of their dependencies (synChrOtron

Radiation LaboratOry Of the university of Tokyo, PhOton Fac―

tory at Tsukuba). I delivered four talk5 0n aSpects Of Reso―

nant Ranan Scattering in senicOnductors. I had the honor of

having one talk at TOyonaka attended by the President of the

FoundatiOn.

At all of the institutiOns l visited l had c10se cOntact

with 」 apanese researchers who had wOrked with me at the MPI.

In most cases l was invited tO their hOmes. Because of this

fact I■y trip was very effic■ ent fron the poュ nt Of v■ ew Of
learning the way of research at institutiOns Of higher educa―

tion in 」 apan. I hOpe to be able tO repeat s00■
, with suffi―

cient tine to visit also industrial laboratories (soNY, Hi―

tachi, Sanyo, Mitsubishi, etc.). A fel10wship recently granted

by the 」 sPs shouユ d proyide this Opportunity. ェ  wOuld als0 1ike
to add that during the recent trip tO 」 apan ェ  was able to en―

gage twO 」 apanese scientists tDr. SuillotO, Sendai, and DT. Tani―

guchi, TOkyo〕 whO wil1 5pend one tO twO postdOctoral years with

lne in cer■ a■y. This, by itself, made my trip worth while.

My visit tO 」 apan started in Tokyo on August 21. The first

five days l attended the lnternational Conference on Anorphous

and Liquid semiconductOrs at the Kendairen Kaikan (part of the

visit was ■ ot silpported by the Yanada FoundatiOn). Attendance

at the lneeting was particularly rewarding because Of the large

participation from 」 apanese industry which is leading in appli―

cations Of anOrphous semicOnductors. I dclivered a lecture On

the v■ brational spectra Of hydrogen bOnded tO m■ crocrystalline

Ce and si.

The Yanada sponsOred prOgran started in the morning Of

August 27 with a lecture at the lssP of the university Of TO_

kyO (Roppongi). I was very iI■
pressed by the attendance on Sa_

turday during vacatiOn period (it would be impossible in Ger―

Ina■y). AI■ong the attendants were some of the tOp 」 apanese scien―

tists in the field of s01ids. I alsO visited the labOratOries

of prOfessors MinOmura, shiOnOya, and Miura with whOIn l have

close professiOnal cOntact. I was Particularly impressed by the
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recent expansion in Prof. Mitrats lab and also by the new lasOr

faC■lity under Profo Shionoya.

After lunch l visited the Synchrotron Radiation Lab at

TanaSlli where my host was Prof. Suga, a forner MPI postdoc

and 91d friend. I was inlpressed by the ease of operation Of

the storage r■ ng. The related unbureaucratic access to synchro―

tron radiation wOuld be the ellvy of German scientists.

On Sunday, Iny only free day in 」 apan, I visited Kanakura

accoHlpan■ed by Prof. Suga.

On MOnday, August 29, I went by train to Arakawaoki from

where l was taken by PTof. Onari, another former coworker, to

Tsukuba University. I visited and gave a lecture at the Depart―

nent of Applied Science which is headed by Prof. T. Arai, ano―

ther ex― MPI guest scientist. After giving a lecture l visitea

Photon Factory, No comparable facility exists in Germa■ y.

Next day (August 50〕  1 lc,ft by Shinkansen for Sendai

Station where l was picked up by PTof, Y. Oka, another former

MPI associate and friend. I gaLVe a lecture at the Physics De―

partHlent of Tohoku University and discussed l■ ainlγ  problelns

related to black phosphorus wj.th Prof. Morita. I also had sti―

nulating discussions with Prof. Ishigame, another MPI―
‖GraduateH.

FTom Sendai l left by plane for Osaka on August 51. My host

there was Prof. Ko Suzuki, another MPI。 '7Graduate'', who also had

been resPons■ ble for the orga11■ zation and success of the whole

trip. I was taken by hil■  to the Toyonaka Carlpus where l visited

the Laborator■ es of Professors Hanakawa, Murase, Kushida, and

Narita. I gave a talk (as mentiOned above attended by the Pre―

sident of the Foundation) and enjoyed a particularly nice

evening party with the lnenberi5 0f the Physics Departnents. I

a150 diSCussed problens of mutual interest with Prof. K. Cho, another

MPI―‖GraduateW and old friend. Next day l visited the Suita Canpus

where l held discussions nainly with Profs. Mitsuishi and Hanaguchi.

My visit to Osaka was narred by the tragic incident of the
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Korean Air Lines Plane, I had flown to 」 apan over Anchorage

with KAL and was leaving the salne way the day after the incident.

In concluslo■ , I consider my visit to be a great success. I

could hardly have visited more places and absorbed more informa―

tion in the short tine allotted.

83-2034

来  日  者

Hon Sik Ytu■

Associate Professor,Department

of AstrOnomェ College of Natllral

Sciences,Seoul National University,

SeOuユ,151 Korea

目的及び成果

貴財団の援助をうけた

ソウル国立大学自然科学

部助教授ユン博士は、 7

月 4日 に東京着、 8週 間

の滞在の後、8月 28日帰

国した。

ユン博士来日の主な目

的は、(1)東京天文台において太陽黒点の分子スペ

クトルを解析し、黒点上層の大気構造のモデルを

組立てること、(2)日本における天文学の研究 ・教

育機関を視察し、日韓両国間の研究者 ,学生の交

換及び共同研究の可能性と有効性を検討すること、

にあったがどちらもかなりの成果をあげたように

思われる。

(1)については、 7月 5日 より東京天文台の電子

計算機を利用して、ユン博士の提唱する黒点上層

大気モデルにもとづいた分子スペクトル線輪廓の

計算が始められた。最初の 2週 間は、局所的熱平

衡状態にない大気でつくられるスペクトル線の輪

廓を計算するプログラムの準備に使われ、実際の

計算は7月の下旬より実施された。

その結果、CH,CN,TiO等 の分子スペクトル線

の輪廓は、ユン博士の理論によってうまく説明さ

れるが、MgHに ついては理論と観測の不一致が

申 請  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

守 山 史 生

守  山  史  生

大きいことが明らかになった。この困難を解決す

るには、黒点上空の幅射場の取扱いをもっと精密

にする必要があると結論され、従来の理論の改良

について議論が交されたが、滞在期間が轟きたの

で以後の研究は韓国において続けられることにな

った。

なおこの間 7月 8日 、ユン博士は東京天文台に

おいて 「黒点スペクトルの解析」と題して講演し、

来日迄に実施した黒点の原子スペク トルの研究結

果を報告すると共に、日本滞在中に予定している

分子スペクトル解析方法について、日本狽」研究者

と討論した。

(2)については、7月 27日 と8月 25日 、東京大

学理学部天文学教室において、海野教授 ・尾崎助

教授らと、教育及び研究の両面における日韓協力

の具体的な方策について意見を交換した。

また8月 3日 より10日間関西方面へ、8月 22～

23日に仙台に旅行し、次の6機 関を訪問して視察・

懇談 ・講演を行った。

(1)東 京天文台岡山天体物理観測所 !各種の大

型天体望遠鏡と、太陽面上の磁場分布を精密に測

定するマグネトグラフの視察

(工)京 都大学理学部宇宙物理学教室 !川日教授・

小暮教授と、韓国からの留学生派遣について懇談、

計算施設及び資料整約装置の視察
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0 京 都大学花山天文台 :太陽スペクトル観測

装置及び写真測光解析装置の視察、韓国における

天文学の現状についての講演

的 京 都大学飛騨天文台 :ド
ームレス太陽望遠

鏡を用いて、太陽活動域の分光観測、「黒点スペク

トルの解析」と題して講演

(v)東 京天文台木曽観測所 :シ ュミット望遠鏡

とその制御系及び写真乾板測定装置の視察

lvil 東北大学理学部天文学教室 :高窪教授
・須

田教授らと、天文学における大学院教育の問題に

っいて意見を交換、韓国における天文学の現状に

ついて講演

このような日本側研究者との懇談にもとづいて、

(1)講義を目的として日本の理論天文学の教授を韓

国に招請すること、(2)ソウル国立大学の大学院生

数名をそれぞれの専門に従って日本の(複数の)研

究機関に留学させること、の具体化に取 り組むこ

とになった。また日韓共同研究の第一歩としては、

韓国の研究者が日本の太陽観測装置を利用し、黒

点内の爆発現象のスペクトルを研究することが取

り上げられ、細部の検討が始められた。

以上の如く、ユン博士の来日は日韓両国間の健

全な学術交流に大きく寄与した。この機会を与え

られた貴財団に心からの謝意を表するものである。

R E P O R T

Hong Sik Yun

lt has been a truly delightful and meaningful visit.  It gave

me a great opportunity to observe today's 」 apanese astronony by visiting

various major astrononical observatories and institutions, neeting a
number of Outstanding astro■ omers, especially in the field of 501ar

physics to discuss new research problens and working towards future
development of cooperative research.

My ma30r activity duriing the visit lnay be sullmarized as the

following four parts, ■ anely (1)reSearch perforned at Tokyo Astronomi―

ca1 0bservatory, (2)visitS tO ma5or obServatories and institutions in
」apan, (3) lectures given at Tokyo Astrononica1 0bservatory and Hida

Observatory, and 〔4)discuSS10n,s on possible future developnent of
cooperative research.

(1)Research perforlned at Tokyo Astronomica1 0bservatory

l concentrated o■  analyzing high dispersion spectra of sun―

spots taken at Sacranent Peak Olbservatory last winter.   During the

first two weeks l was mostly occupied with converting a set of computer

programs l brought along to FA60M MR 380。   Some improvenent has been
made to the progran, particularly to the calculations of the partition

function of diatonic molecules.  With the improvement several observed

molecular line profiles of a sunspot (SP0 6405)haVe been calculated by

using the umbral and penumbral models proposed by Yun, Beebe and Baggett

(1982).  Fron this study we were able to show that our proposed models
account for the observed profiles reasonably well except for MgH lines.

At present the MgH anomaly appears to be attributed to the influence of

the lateral influx of the background PhotOSpheric radiation floating

around within the spot.  A further careful investigation is needed to

corroborate such ev■ dence.
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(2)VisitS tO 」apan's major observatories and institutions

(a〕 Okayama Astrophysica1 0bservatory
(August 5 - August 4)

Dr. Ishida and MIo ShiI■ izu guided me around the observatory,

describing their observing facilities and equipnents.  The new ttagneto―

graph was truly impressive.  I expect that it will make significant
contribution to the understanding of solar physics, particularly solar

magneto― phenolnena.

(b)  Kyoto University, Institute of Astrophysics and Kwasan
Observatory

(August 5-August 7)

Dr. Kawaguchi and Dr. Kogure showed me around lnstitute

(library, computing facilities and data reduction equiPment etc.).
Mre Suenatsu took me to Kwasan Observatory to show me Photometric Data

Systelns and their data reduction facilities.

(C) Hida observatory

(August β ― August 10)

Dr. Kawaguchi and Dr. Kanno gave me a thorough guide to the

nёwly installed doneless solar telescope.  It is a really impressive,

fine telescope and it appears to be designed carefully for high resolu―

tion photography and for hig“  diSpersion spectroscopy.  I had an unexpe―
cted Pleasure to make actual observations in early morning hours with

Dr. Kawaguchi during three days' visit.  I hope to return to Hida to

make some observations ■ n the future.

〔a)  Kiso Observatory
(August ll―August 12〕

With a kind inwitation from Dr, Takase, I had an opportunity

to visit Kiso Observatory.  I feel very lucky to visit Kiso because this

trip was ■ ot in my schedule.  It appears that Kiso is far better equipp―

ed than any other observatories l visited so far, although l did not

have a chance to visit Nobeyama Observatory.

(e〕  TOhOku university, Department of Astronomy
(August 22-August 23)

It was a pleasant trip to Sendai.  Dr, Suda and Dr. Takakubo

kindly guided ■ e around Department and showed me their facilities.

Although Departl■ ent is rather snall, they seen to have good astronomy

prograln.

(f〕  UniVersity of Tokyo, Departnent of Astronomy
〔」uly 27 and August 25)

I had a pleasure to lneet Drs. Unno, Osaki, Takakura and Kodai―

ra at Departnent to talk about ■ ot only astronony but also education in

general.     |

(5)  Lectures given at Tokyo Astrononica1 0bservatory and Hida
Observatory

(」uly 8 and August 9)
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The results of high spatial and spectral resolution observa―

tions Of sunspots made at Sacra■ lent Peak Observatory with the Echelle

SpeCtrograph at the vacuum Towel, Telescope were presented and described

for their theoretical interprettと tion口  The observed spectra of CaII H,

K and an ■ nfra― red region scanned across the spot were exam■ ned to

inveStigate overall spectral chを LraCteristics across the sunspoto  With a

variety of model atmosPheres, Cを LII H, K and 8498 A line profiles were

calculated for those sample regj_ons, using a non― LTE line fornation

procedure.  The optimuln nodels rePresenting both of the umbra and penun―
bra regions were presented and their physical properties were discussed.

(4)  Future developnent of coc〉perative research and exchange of
scholars

During the visit l hati a number of occasions to talk about

50me pOssibilities of working together in the near future.  The outlook

seems to be very bright.  I had some discussion with solar physicists at

Tokyo Astronomica1 0bservatory ■ o develop a future cOoperative research

on sunsPot flares, making use of Hida and Norikura obserying facilities.

I hope my visit to 」 aPan providc)an impetus for opening up the new

channels between the two astronc)mical communities,

In conclusion l would like to express n/ sincere thanks to

YAMADA Science Foundation fOr tlte financial support that made my fruit―

ful visit to 」 apan Possible,

83-2039

施
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来

Professor,Laboratoire de

Mさta l l u r g i e  P h yまqu e , U n i v e r s i tざ
de Paris―Sud,Bttiment 413

91405 0rsay Cedex,France

目的及び成果

本財団の援助によって、

Paris―Sud大学のR.W.

Cahn教 授の来日が実現

したことは、まことに喜

ばしいことであった。Cahn

博士は同大学の金属学教

室の主任教授で、結晶変

形や再結晶の研究分野で頭著な業積を挙げ、最近

では急冷金属の分野で活発な活躍を続けている碩

学である。飾 博士はまた金属学の著名な専門的

同

テキス トである
“Pttsical Metallurgy"の著者と

しても知られている。

Cahn博士は昭和 58年 4月 18日 の来日以来、1

ケ月にわたって、京都大学を中心に滞在し、その

間、大阪大学、名古屋大学、東北大学、金属材料

技術研究所、日立製作所中央研究所などをも訪間

し、欧米における急冷金属に関する最近の問題点

について、関西物理治金談話会での特別講演をは

じめとして各地で講演および熱心な討論を行い、

予期以上のインパクトを与えた。またcahn博士自

身も、その述懐にあるように、日本の活動にも感

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

村 仁

村 仁
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銘をうけた模様である。このことは、本財団の温

かいご援助によって可能となったもので、この国

際交流の有意義な成果に対し、心からお礼申し上

げたい。

急冷金属の研究に関しては、アモルファス金属

に関するテーマと、同様に重要なテーマである結

晶質の準安定相に関する研究が討論の主な対象と

なった。アモルファス金属については、その構造

に直接関連する問題として、温度変化により諸物

性が変化するいわゆる構造緩和現象の解明が重要

課題である。Cahn博士によれば、緩和現象には同

逆的」なものと 「不可逆的」なものがあり、前者

はchemical shOrt range Order,後者は topo10gi‐

cal品研t range orderに起因するとの考え方を

強調している。緩和現象にはこの二つの要素を考

えて、可逆的要素の大きいものから順に序列をつ

ける試みを示した。例えば、可逆性の最も大きい

性質としてはキューリー温度が、最も不可逆的と

されるものは密度の緩和がある。

緩和現象に関連して、アモルファス金属におけ

る拡散について、いくつかの実験結果が拡散係数

のアレニウス関係からのずれを示すことや、水素

の拡散速度がアモルファス金属中の水素濃度に大

きく依存することなどの例を挙げ、拡散の活性化

過程が結晶における場合ほど単純ではなく、活性

化エネルギーに分布があり得るという考えをCahn

博士は強 く支持している。

このほか、急冷疑国における準安定結晶相の形

成ばかりでなく、結晶塑性の問題点および陽電子

消滅や核磁気共鳴を利用しての空子L・溶質複合体

の形成機構および時効析出の問題点など広汎なテ
ーマに関するCahn博士自身の興味を反映して、密

度の高い討論が行われた。これらについてはcahn

博士自身のレポー トにくわしい。

最後に重ねて、本財団の援助と財団事務局の温

かい心遣いに対し衷心より感謝する。

R E P O R T

Robert W.

I came tO 」 apan for a month's visit′  beginning ■ 7th Apri■

1983.  During this month l was attached tO the Research croups

of Professors 」 . Takamura and P.H. shingu ■ n ithe Doparumantヽ of

Meta■  sc■ ence and Techno■ ogy′  at the Nationa■  unュ versュ ty of

KyotO.  My professiona■  activェ ty during this stay was divュ ded

into four categories: (■ )Detailed discussions with Professors

Takamura and shingu of their crOupst research activities during

the past few years and re■ ating sOme of these resu■ ts to thOse

obtained by my own group, (2)de■ ivery at KyOtO university of

a forlnaユ  research iecture on certaュ n aspects Of the behav■ our

of meta■ lic glasses, (3)detai■ ed discussiOns in KyotO′  and

e■sewhere in 」 apan, Of parts Of the text Of the third edition

of my ■ arge textbOOk′  tPhysical Metal■ urgy', which ■ ed tO sub―

stantia■  additiOns in prOOf tO take accOunt Of recent and forth―

coming 」 apanese pub■ icatiOns, (4)visits to Laboratories eisewhere

in 」 apan and de■ ivery of three 口 external' ■ ectures.

At KyOtO′  discussュ Ons centred on the fo■ lowュ ng topics:

(■)the mOrpho■ Ogy and Origin of deformation bands in p■ astica■ ■y
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deformed meta■ ■ic sing■ e crystals, and some aspects of mechanica■

twinning in such crysta■ s, (2)the app■ ication of positron an―

nihilation in connection with defects in meta■ s, (3)the applica―

tion Of nuc■ ear magnetio resollance to the study of ageing in an

aluminium al■ oy, (4)variOus a!pproaches to the study of relaxation

in meta■ ■ic g■ asses′  inc■ uding di■ atometry and microca■ orimetry,

and (5)u■ trarapid so■ idification of a■ ■oys genera■ ■y′ a fie■ d in

which recent advances have becJn exceptiona■ ly fast.

I shou■ d ■ ike especia■ ■y to comment on the remarkable ■ ongterm

strategy which has ied Prof. 1:akamura′  over a period of 30 years′

progressive■ y to a fu■ l underミ ,tanding of the origin of deformation

bands ュ n deformed meta■ s.  Th」 ,s topic was ■ eft ha■ f comp■ eted some

30 years ago by a number of mcと ta■ ■urgists (among whom was Prof.

Takamura himself)′  and althOu電 「h the topic then becane unfashinag■ e

(SCientists ard second on■ y tc)ciothes designers in their sub―

ordination to fashion)′  Prof. Takamura had the insight and persistence

to apply to this ha■ f―understood phenolnenon′  by degrees′  a proper

modern quantitative ana■ ys■ s.  I sha■ ■ make ■ t my business to

spread knowiedge of this topic in the west′  especia■ ■y bearing in

mind that much of it has been pub■ ished in 」 apanese.  Another fie■ d

in which remarkable progress has been made at Kyoto is Profo Shingu口 s

study of rapid so■ idification of a■ ■oys′  a field in which KyOto

can ho■ d up its head even in く 〕omparュ son wュ th the much ユ arger team

working at Senqai, for instanく〕e′ Profe Shingu and his coworkerS
have very recent■ y estab■ iSheてユ the first a■ loy g■ ass based on

aluminium.

工 was ab■ e′ 工 be■ ieve′  t(D draW to the attention of the Kyoto

scientists a number of recent and forthcoming European and

American publications′  especitュ 1■y in the rapid so■ idification

fie■ d, and since my return to France l have been ab■ e to send

sone further information.  Simi■ ar■ y′ 工 have a■ ready passed copies

of some of the ■ arge nunber oi= reprints l co■ ■ected in 」 apan

to col■ eagues in France′  cermtiny and England.

I spent a tota■  of 5 days visiting ■ aboratories outside Kyoto:

■ day visiting Prof. Imura's ■ aboratory at Nagoya university,

■ day visiting Professors F.E. Fujita and I. Ohnaka at Osaka

university (where l a■ so de■ ivered a ■ ecture under the auspices

of the 」 apan lnstitute of Metia■ s), l day visiting Dr. S. Takayama

at the Hitachi Centra■  Research Laboratory on the outskirts of
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TOkyO′
―
and ■ ecturing there (On which OccasiOn l a■ so dined with

Prof. R.R. Hasiguti of TOkyo science university, who is a fe■ low―

editor with me of the 」 ourna■  Of Nuclear Materials), and 2 days

visiting the Research lnstitute fOr lrOn′
 stee■  and other Metals

at Tohoku university and ■ ecturing there (I spoke with Professors

MasumotO′  Fuコ ュmorュ ′ Hashimoto′  Hirabayashi and Koiwa as wel■  as

some of their co■ ■aborators′  and saw the remarkab■ e new high― field

hybrid magnet ■ aboratory now under constructiOn there).

Here are some impressiOns l fOrmed during these visits:

(■)the impressive f■ Owering Of high― v。■tage e■ ectron microscOpy

of meta■ s in 」 apan′  which is now we■ l ahead of what one can

find in western countried, (2)the very striking mix of research

re■ ated both tO capital products and tO cOnsumer products at

the Hitachi cRL′  tュnd the amount of fundamenta■  research in

progress there, (3)the impressive and perhaps under― appreciated

work of Prof. ohntュ ka at osaka university On production of

rapid■ y sO■ idifieく ュ wires by quenching intO water (much more

difficu■ t than it at first appears), and′
 Of cOurse (4)the

tru■ y remarkab■ e bOdy of wOrk on rapid sOlidificatiOn of al■
Oys′

both meta■ ■ic g■ asses and (recent■
y)crysta■ ■ine a■ ■oys such

as stee■ s and supera■ 10ys′  at TOhOku university under the

■eadership of Prof. Masumoto.  what ilnpressed me there more

especia■ ■y is the gift shOwn by the investigators fOr asking

the right questiOris′  sO that the■ r answers are a■ most a■ ways

fruitfuユ .  ェ  shOu]_d add that l a■ sO en」 Oyed meeting again Prof.

Hirabayashi at TOhOku′  whO has performed wonders in app■
ying

high― resOlutiOn e].ectron microscopy tO the study of Ordering

a■■oy systems.

If time had pernitted′  I shOu■ d a■ so have gone to the 」 apan

lnstitute of Metaユ 、s Research and tO Kawasaki steel centra■

Research LaboratOry (both of which ェ
 visited on ear■ ier occasiOns)

and ideal■ y tO sOIIle other ■ abOratOr■ es too.  There ■ s never enough

time′ and l wished tO devote the ma3or part Of my energy to KyotO.

My wife and l were ab■ e to spend a '■ Ong weekendt trave■ ■ing

a ■ itt■ e off the Lleaten track′  inc■ uding visits tO Izunotaisha

Shrine and Matsue′  where ェ  particu■ ar■y enぅ Oyed Seeing some

ear■y swOrds classed as National Treasures Of 」 apan.

I shou■ d ユユke tO pay trェ bute tO the readiness Of my hosts

to devOte time and attentiOn tO me at a busy time of the year′
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and to the heart― warmェ ng hospita■ ity shown to my wェ fe and

myse■ f.  The spontaneous warmth Of reception we encountered′  on

this as on prevュ Ous vュ sitS tO 」 apan ―  and to Kyoto espec■ a■ly ,

has added to our adm■ ration for 」 apanese metallurgica■  scュ ence

a great fondness  fOr individual 」 apanese!

The brochure Of the Yamada Foundation stresses the importance′

for 」 apan′  of fundalrLenta■  scェ entific research.  My exPer■ ence

■ndicates that′  in meta■ ■urgy′  this principle ■ s we■ l recogn■ zed′

that the current balance of fundamental and applied research

is we■■ ぅudged′ and that seledcorn for future industrial enter―

prises is being grown ェ n the Un■ versェ ties.

My great gratitude goes to the Yamada Foundation′  to ■ ts

Board of Directors and to the Counci■  of Trustees and selection

committee′  for making this memorab■ e v■ sュt possェ b■e.

- 3 1 -



m 神 神 神 神 山 m p 仙 出 的 町 Ⅲ 仙 岬 岬 Ⅲ
Ⅲ出 山 山  昭 和 5 8 年 度 短 期 間 派 遣 成 果 報 告  山

J Ⅲ ⅢⅢ Ⅲ 岬 W t t J 叩 町 町 ⅢⅢ岬
叩 岬 ⅢⅢ抑 抑 仙 '

83-4048

カナダ、第7回国際核四極共鳴分光学シ
ンポジウム

国際核四極共鳴分光学

シンポジウムは2年毎に

世界各的で開催されてお

り、今年は第7回の会議

が7 月1 1 日より7 月1 4

日にわたり、カナダ国オンタリオ州キ
ングストン

にあるQucen'S Universityで開催された。世話役

は同大学のR.」.C.BrOw■ 博士、M.A.Whitehead

教授 (M喬 111大学)、R.L.ArmstrO■ g教 授KTo―

rOnto大学)であつたo出席者数は65名 、発表論文

数は特別講演 7件 、
一般口頭発表 21件 、ポスタ

ー

発表 47件 の、計 75件 であったo

今回の会議では、核四極共鳴(NQR)の 測疋
法

に関する研究発表が 8件 程あり、特
に従来のNQ

R共 鳴周波数や緩和時間の測定から更
に前進して、

これまではとんど手つかずであった共鳴線幅
や強

度の解析に取組む試みがいく
つかなされていた点

が注目に値する。また、応用面では、
二重共鳴法

や圧力効果を利用した水素結合系中の重水素共
鳴

の研究がいくつか報告され、水素結合
がNQR周

波数や非対称性パラメ
ーターに及ぼす効果が次第

に明らかになりつつあり、今後の発展
が楽しみで

ある。さらにNQR法 が結晶構造の僅
かな変化に

大阪大学    中  村  亘  男

敏感であることを示」用した分子間相互作用
や相転

移の研究も数多いが、就中、固相反応
の研究にN

QRが 使えることを示した総合報告
が興味深かつ

た

≧者らは、 1,NHぶ 13中のNH声
イオンの回転

がI「イオンの電子状態に及ぼす効果、2.sym―
C6

承番ぷギ賢鑑 五冒動を墨畳ざ足ふF患
に 1.に対する関心が高かった。

会期中にA.Weiss,Jo PeltZl(以 上 ド
イツ),

R.Kind(ス イス)をはじめ多くの研究者
とNQR

に関する
1情報の交換を行った。以上のよう

に、今

回の会議に出席できたことは、大変有意
義であり、

今後の我国におけるこの分野の発展
に資するとこ

ろが大きいと思われる。

国際会議終了後、モントリオ
ールのMcGill大

学のM.A.Whi直 隆ad教授の研究室
を訪問し、超

再生型NQR分 光計やパルスNQR装 置
のコンピュー

タ制御などに関する議論を行ったoま
た同大学物理

教室内にあるラザフォ
ード博物館を見学したが、

ノーベル賞科学者であるE.Rutherfordが
1898年

当時に研究に使った実験装置など
が展示されてお

り、深い感銘をうけた。
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銀河団とは、数千億個

の星々の集団である銀河

が数百から数千個集まっ

052

チ リ、へびつかい座銀河団の構造について

嬉薔 若 松 謙 一

りの大雪に見舞われてしまい、全く観測すること

ができなかった。その数日後からは1,5″鏡による

観測が行われた。この方は連日好天にめぐまれ、

6個 の銀河についてのスペクトルを得ることがで

き、以下の結果を得た。

1)へ びつかい座銀河団の後退速度は3,500/c7/sec

で、銀河団の中心部に巨大惰円銀河が 1個 あるい

わゆるcD型 銀河団としては一番近距離にある銀河

団であることが確認された。

2)銀 河団を構成している各銀河の運動速度の

分散が 500物 もecと非常に小さく、強いX― 線を

放出している銀河団としては極めて異常であるこ

とがわ力>った。

3)MSH17-25と 呼ばれている電波源のスペ

クトルを調べたところ、この銀河はへびつかい座

銀河団に所属する情円銀河であることがわかった。

本年 2月 に打ち上げられた日本の人工衛星 「て

んま」はこのへびつかい座銀河団をX一線 で観測

した。その結果、1 この銀河団はかみの座銀河団

以上に強いX一 線を発しており、11.銀河団内のガ

スはたT=12keVと 非常に高温であり、面.6.5keV

の所にあるFeの線スペクトルの強度よリガスに含

まれている金属元素量を推定すると、他の銀河団

より約 1.5倍ほど多いことがわかってきた。

このようにへびつかい座銀河団は光学的観測か

らも、またX― 線観測からも多くの特徴を持つ銀

河団であることがわかり、銀河団の構造と進化を

研究する上でますます重要な天体になってきた。

本年予定された観測は悪天候のため、充分な成果

を上げることができなかった。来年度以降も引き

続き観測を継続する予定である。

であると考えられている。私は、 1981年 に「天の

川」の中心方向のへびつかい座に、極めて近距離

にあると思われる銀河団を発見した。これはそれ

まで強い星間吸収にさえざられて発見できなかっ

たものであるが、パロマー天文台で撮影してきた

赤外線写真乾板上で偶然発見したものである。そ

の後、この銀河団は非常に強いX― 線と電波を発

していることがわかり、銀河団の構造と進化、お

よび銀河間空間ガスの物理状態を研究する上で極

めて重要な天体であり、詳しい光学的観測が期待

されることとなった。

この天体は南天に位置しているため北半球から

の観測はむずかしく、その上近距離の銀河国]であ

るとはいえ、 3億光年 もかなたの天体であるため

非常に暗く、超大型の望遠鏡による観測が必要で

あった。そのため、私は東京大学東京天文台助教

授寿岳潤氏と共にチリー国にある米国立セロトロ

ロ天文台へ観測の申請を行っていたところ、観測

が許可され、本年 6月末から同天文台へ観測およ

びデーター解析のため、訪間してきた。

同天文台はサンチャゴの北 500筋にある人口6

万の町ラセレーナ市の郊外にあり、標高 2,400物

の山頂に建てられており、南半球で一番大きいは

界第 3位 )口 径 4物 望遠鏡をはじめ、全部で 7機

の望遠鏡を有する大天文台である。

私どもは7月 8日 から2日 間この4物鏡での観

測が割 う当てられた。しかし、あいにくと15年ぶ
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山田科学振興財団のご

援助により、58年 7月 20

日より8月 4日 まで、イ

ギリスのエジンバラで開

催された統計力学の国際

会議に参加し、講演を行うことが出来て、大変有

益であつた。ここに、山田科学振興財団に対し、

心よりお礼申し上げる。

国際会議には、例年より若い人の参加が目立ち、

常連の古参の大学者達の姿があまり見られなかっ

たのは、さびしかった。会議の特徴の
一つとして

は、電子計算機による数値実験が大々的にとりあ

げられ、特に、新しい並列計算機によるモンテカ

ルロ・シミュレーションが 3次元イジング模型

(1283格 子)で 行われた結果が発表され、反響を

呼んだ。日本で、この種の専用計算機による臨界

現象の研究が計画された矢先であるため、大変驚

ぃた。しかも、世界の
一ケ所だけでなく、アメリ

カのサンタバーバラ、オランダのデルフト、イギ

リスのエジンパラと3ケ 所で、そういう大型の数

値計算がすでに実行されている。日本でも、今後

大いに、この分野に力を入れないと立ち遅れてし

まうであろう。

私自身の話は、数年前から提唱している不安定

現象のスケ
ーリング理論と、そのプラズマのクラ

ンプスや乱流での相対拡散への応用に関するもの

83-4074

イギ リス、IUPAP統 計力学国際会議

東京大学 鈴

であった。今後、カオスや
一次相転移等にどんど

ん応用して行く予定である。不安定現象は、自然

界に大変多く見られるもので、しかも、ゆらぎに

関して、普遍的な法則が成立する。すなわち不安

定点から緩和していくときには、初期の ミク
ロな

ゆらぎがランダムな力と系の非線形性とによって

徐々に大きく増大し、やがてゆらぎから巨視的な

量へと変化し、巨視的秩序を形成するようになる。

(詳しくは、筆者のレヴュ
ーん力・C脇 ・nりs.

46(1981),195を 参照)

今回の統計力学国際会議に出席し、多くの同好

の研究者と討論ができた。これを生かして、非平

衡系におけるゆらぎと秩序形成のスケ
ーリング理

論を発展させ、不安定現象の本質を究明していき

たい。

国際会議参加のついでに、ロンドンのイン
ペリ

アル ・カレッジとオックスフォ
ード大学を訪れ、

シェリントン教授やエリオット教授及び彼等のグ

ループの若い研究者と親しく議論でき、良い刺激

になった。特に、イギリスでは、スピングラスの

統計力学的研究が非常に盛んであり、その秩序
パ

ラメタの物理的解釈には、大きな進展があったと

いう印象を受けた。

貴財団のますますのご発展をお祈りし、これか

らもご支援をお願いしたい。

雄増木
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3年 ごとに開かれてい

る標記国際会議が、今年

はイギリスのエジンバ ラ

で7 月2 5 日から2 9 日に

かけて開催され、筆者を

含め、日本からは20名 ほどが参加した。
スコットランドの首都の一日は、吉い街なみを

深く沈めてしまうょうな朝の霧にはじまる。今年
のヨーロッパが異例に暑かったことも、このゴヒの

地にはあまり関係がなかったかのようで、快適な

日が続いた。

国際会議は、M.E.フ ィッシャー教授に対する
ボルツマン賞の授与にはじまった。彼の受賞講演
は “Walks,w』 ls,wetting and melting''と題し
て、整合 ・不整合転移、wetting転移、chiralityの

転移など、いくつかのタイプの相転移を、各種の

酔歩の問題と関連づけて統一的に解釈しようとし

たものであった。

招待講演数 26、 一般講演数は約 400に ものぼ

るので、全体の流れをここに記すことはむづかし
い。そもそも、このようなタィプの大規模な国際

会議の意義は、個々の講演もさることながら、さ

まざまな分野の多くの人が同じ時と場所で会する
ことによって、講演時間外に網の目のようになさ
れる情報交換にあるように思われる。

多くの招待講演の中で特に興味深かったものの
一つは、

“
special purpOse computers in physicぎ'

と題して行われた、既lhOrstらの講演であった。

3-4086

イギリス、第15回IUPAP熱 力学・統計力学国際会議

東京大学    今   回   正  俊

そもそも計算機物理学の最近の進展には大変いち
じるしいものがあるが、彼の講演はその中でも、

ある特定の物理の問題を解決するために、ハード
ウェアまで組み立てて、計算しようとするモデル

のための、専用のコンピュータを作る最近の試み
についてのレヴューであった。ォランダやヵリフ

ォルエア大などで、実際のプロジェクトが進行中
であり、三次元イジング模型の計算や各種の分子

動力学の計算など、解析的な方法で解決を得るの

がむつかしい問題に対して威力を発揮しそうであ

る。計算機物理の進歩が、今まで、ともすると、

解析的あるいは近似的に解きやすそぅな問題にか

たよって進んできた物理の流れに大きな影響を与
えつつあるのは確かなのだろう。しかしHilhOrst

も講演の中で触れていたょぅに、問題なのは、道

具としての計算機を利用して、いかに実際の物理
の基本的なあるいは困難な問題に答えうるかとい

うことにあるのであろう。

総じて個々に研究課題を通じてつなが りを持つ

人達との議論は大変有益なものであったが、国際

会議の規模そのものは、はなはだ全体を見通しに

くいほど大きくなってしまっている。前後にもう

少し、小規模でじっくり話のできるサテライトが
いくつか用意されていれば、長短を補ってより意

義深いものになっただろうという印象を受けた。
おわりに、会議参加への貴重な機会を与えられ

た山田財団の御援助に心から御礼を申し上げる。
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昭和 5 8 年7 月 1 9 日か

ら9月 2日 までの期間に

山田科学振興財団の援助

によって、アメリカ合衆

国での共同研究に従事す

ると共にアメリカ化学会年会で催された
シンポジ

ゥムに出席し講演する機会を得たのでその成果
な

どについて報告させて頂きたい。

先ず共同研究であるが、従来から親交のあ
つた

ラトガーズ大学(ニュ
ージヤージー州立大学)化学

科のR.A.MosS教 授の研究室で 1ケ月余 り滞在

し、共通の研究課題であるカルベ
ンの反応性に関

する研究に従事した。カルベ
ンとは有機化学の主

要な中間体の
一種で、後述するように近年その反

応性に関する研究が活発に行われて
いる。 MoSS

教授はこの方面での世界的指導者の
一人であるの

で、この機会にカルベンの化学に関する意見交換

を十分に行うと共に今後の共同研究のため
の予備

的実験まで行うことができ、短期間
ではあつたが

十分な成果をあげることができた。また、
この滞

在期間を通じて興味深く感じたことは、
Moss教

授の精力的な論文発表から予想したの
とは異なり、

研究時間が比較的短かかつたこと
である。短かい

時間内に能率的に研究成果をあげる
ことができる

点について色々と調査検討してみたが、
おそらく

1情報が豊富でかつ迅速であるため今伺をす
べき

3--4093

アメリカ他、アメリカ化学会第 186年会
カルベン

の化学に関するシンポジウム他

二重大学 富 岡 秀 雄

かを適確につかんでいること、 2.試薬の入手
が容

易なため原料合成などに余計な時間
をさく必要の

ないこと、そして 3.一般に研究者の集中力
が高く

短かい時間内に能率的に仕事をこなす力
が大きい

点などがあげられる。見習う
べき事が多々あったo

ラトガーズ大学での滞在を終え、本派遣
の第二

の目的であるアメリカ化学会年会
で催されたカル

ベンの化学に関するシンポジウ
ムに出席、講演し

た。カルベンの化学は最近有機化学、物
理化学の

両面から活発に研究されるよう
になり、特に新し

い機器の発達に伴い従来の反応論をく
つがえすよ

うな新しい提案がされつつある。
このような時期

にこの分野で現在活躍している研究者が
一堂に会

し、これから何をすべきか学ぶことを目的
として

このシンポジウムが開催されたわけである。
2国

間に亘 りこの分野の研究者 20名
による講演が行わ

れ、多くの注目を集めた。全体とし
て非常によく

組織されたシンポジウムで、最新
の情報が得られ

ただけではなく、この分野の多くの研究者と色
々

な面で交流できたことは大きな収穫であ
つたo

全体としてこの滞米を通じて自分
の研究の方向、

方法などを今
一度見直す時間と体験が得られた

こ

とは筆者にとつて大変有意義なこと
であつた。こ

のような機会を与えて頂いた山口科学振興財
団に

深謝する次第である。
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オース トラリア、第 29回 国際生理科学会議

大阪大学 △
コ 博清井

第29回国際生理科学会

議およびそれのサテライ

トシンポジゥムである血

液ガス運般の生理学と生

化学に関するシンポジゥ
ムに出席した。

生理科学会議は、8月 28日 ～ 9月 2日 の期間、
シドニー市のニューサゥスゥェールズ大学を中心
にして開かれ、40の招待講演、97の シンポジゥム、
そして多数のポスター発表を含む、大規模な会議
であった。私は、「呼吸 :脊椎および無脊椎動物の

嫌気的および好気的代謝」といぅテーマのポスタ
ーセッションにおいて、  “ Aよ10steric Oxygen

binding by乃 姥物材″α ch10rOcruOrin and its rel

evance to Oxygen transpOrt functiOn''と虎質づ
内
る

論文を発表した。この論文は、酸素担体の分子進

化課程の中では特異な存在であるクロロクルオリ
ンの酸素運搬能を測定して、そのデータの生理的
意義を論じたものであり、他の動物の酸素担体を

研究してぃる人達の強い関心を引き、彼等との議

論を通じて、自已の実験データに対して、新しい

比較生理学的意味付けをすることができた。招待
講演の中では、c.Bauerの “Guidances for the

evolutiOn Of hemog10bin functiOn''と題する講

演が、現在の呼吸生理学における中心課題の要点
を要領よくとらえており、深い感銘を受けた。上

記のポスターセッションと同一のテーマのもとに

行われたシンポジゥムにも積極的に参加し、最新
の知見に触れて、視野を広めることができた。

本国際会議に出席して感じたことであるが、参
加登録受付には、

“
AUSTRALIA力 “

JAPAN宅
“
U.SA.T “ oTHER COuNTRIESわ のサ頃

に札が掛かっていて、日本人出席者がいかに多い

か(2,500名中 400名 という)を物語っていたが、
シンポジゥムでの発言者や座長の数でみた日本人
の活曜度は、出席者数の割合には低調であった。

今後の海外研究集会派遣援助を進める上で、考慮

すべき点であると思われる。

サテライトシンポジゥムは9月 4日 ～ 6日 の 3

日間、キャンベラ市のオース トラリア国立大学の
アースラカレッジで行われた。出席者は、血液ガ
ス交換と運搬および酸素担体の生理学者や生化学
者を中心に、総数 42名であった。私を含めて、出

席者の多くは、同じカレッジの学生宿舎に宿泊し、
静かで美しい環境の中で、終始なごやかな雰囲気
の内に、シンポジゥムは招待講演とポスター発表
の両形式で進められた。私は、 “ cOrrelatiOns

between the ぶ/10nOd―wyman― changeux mOdel

paralneters and their il■plicatiOn in hemOgiobin
oxygenation"と 題する日頭発表に加えて、先の

国際生理科学会議で発表したクロロクルオリンの

論文を、ォルガナイザーの要請で、再度ポスター

形式で発表した。口頭発表の論文は、ヘモグロビ
ンの酸素化における、Monod―wyman― Changeux

モデルのパラメータ間の相関とその意味を、数種
の哺平L動物ヘモグロビンにおいて明らかにしたも
ので、本シンポジゥムの冒頭を飾ったこともあり、
その後の討論の折には、しばしば私の意見が求め

られた。シンポジゥムの内容は、ガス交換のメカ
ニズムや酸素担体の比較生理学が中心であり、私

自身の今後の研究を発展させる上で、極めて有意

義であった。

今回派遣援助をしていただいた山田科学振興財

団に対して、心から感謝の意を表したい。
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83-4143

ベソレギー、IUPAC 6th lnternational Symposium

on Cationic Polymerization and Related Pro‐

cesses

京都工芸繊維大学 淳村西

昭和 58年 8月 25日 か

ら9月 16日 まで、ベルギ

ー ゲ ントにおいて開か

れたIUPAC第 6回 カチ

オン重合と関連反応に関

する国際シンポジウムに出席し、講演を行い、ま

たシンポジウムの前後に西 ドイツ、オランダの大

学を訪問し研究討論を行った。

本国際シンポジウムは、カチオン重合及びその

関連分野の国際的な意見交換を行うべく、 3年毎

に催 されて来たものである。第 6回 シンポジウム

は、ベルギーの古都ゲントのRijksuniversiteitの理

学部大講義室で開催された。ビエル化合物のカテ

オン重合、カチオン開環重合、光開始剤、カチオ

ン反応を用いた新しい素材の開発の四つの部門に

それぞれ 1日が当てられていた。さて出席者の多

くの興味は、ビニル化合物のカチオン重合で注目

を浴びているiniferを用いる重合及び擬 リビング

重合にあったと思われる。特に京都大学工学部東

村研究室から発表されたH1/12系 触媒を用いるビ

エルエーテル類の擬 リビング重合は本シンポジウ

ム最大の トピックスとなった。どの分野において

も本邦からの報告は
一歩先んじている感があり、

量もさることながら研究の質の高さが実感された。

3日 目の年後、 1,3-ビ ス(タ
ービエルフェエル)プ

ロパン及びその関連化合物のカチオン環化共二量

化反応について、我々の研究成果を発表した。20

分という限られた時間であったため、細部に亘っ

て述べることは出来なかったが、リバプール大学

Ledwith教授はじめ、2,3の方から質問を受けた。

この二量化反応成績体の光化学関係の応用につい

て興味深い助言を得ることが出来た。引き続くコ

ーヒーブレイクの折にも質問を受け、この種の口

頭発表の重要性を改めて認識した。

前後するが、先方の都合でシンポジウムの前の

週末にUniversitとt Munchenに Rolf Huisgen教

授を訪ねた。土曜日であつたにもかかわらず、朝

10時から昼 3時 まで昼食をはさんで、双方の研究

結果について、つっ込んだ討論が出来た。Huisgen

教授からは、常に変らない若々しい
1情熱が感じら

れた。

シンポジウムの後、 ア ムステルダムの Vrije

UniversiteitにGerherdヽ l Klumpp教 授を訪ねた。

教授はじめAkkerman,van der Baan,de Wolf各

博士と個別に話をした後、我々の共二量化反応及

び関連分野の研究成果に関して約 1時 間の講演を

した。de Wolf博 士はシクロファン合成を手懸け

ておられる関係上興味ある意見の交換が出来た。

最後の目的地Universittt Erlangen一Nurnberg

にHerbert Mayr博 士を訪ねた。客員として室を

いただき、約 1週 間滞在した。彼のグル
ープはカ

チオン反応による炭素
一炭素結合形成の際の制御

に関する一般則を求めようと精力的に研究を進め

ており、方法及び考え方共に我々の研究と関係が

深く、議論に時間を忘れた。この研究室において

も約 1時 間半講演した。彼らの得意とするカルボ

カチオン、オレフィンの反応性の観点から有益な

議論及び助言が得られた。

同大学のPtvon R.Schleyer教 授並びに共同研

究者のKos,Wむ thwein両 博士とも意見を交換す

る機会があった。Li化合物あるいはカテオン種の構造

が、ab initio法、MNDO法 によって解析されていた。

見通しのlltかな有機化学者の目と洗練された計算

方法との組合せから生れるみごとな成果に目をう

ばわれた。終 りに今回この有意義な旅行を援助さ

れた山田科学振興財団に深く感謝する。
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83-4163

アメリカ、第 11回国際光化学会議

2年 ごとに開催される

国際光化学会議は、今回

で第 11回目を迎え(M th

lnternatiOnal CO■ference

on PhOtOcheHlistry)、 8

月 21日 ～ 26日 にワシントンD.C。 の郊外、メリ
ーランドメ寸寸カレッジパークにある、緑にかこまれ
たメリーランド大学で開催された。参加者は約350

人で、地元アメリカを除くと、西独、イギ リス、
カナダ、日本からの参加者が多かった。日本から
は、,北米在住の 2人 を含め、23人 と多数の方が参
加され、日本の光化学の層の厚さを感じさせた。
発表は、特別講演(70分 )2件 、招待講演 (40
分)31件 、一般講演(20分 )115件 、ポスター43

件であり、日本人の発表は21件 と我国の貢献度は
大きく、よろこばしい次第である。会議は、開会
の挨拶のあと、特別講演である、wrightOn(マ サ
チューセッッェ大)の 半導郷 液体境界面での光照
射によるレドックス反応おょびzare(ス タンフォ
ード大)の 光分解動力学の講演で始められた。特
にZareの講演は、模型を用いたデモンス トレーシ

ョンをまじえ、その演出ぶ りに感心させられた。
招待および一般講演は 3会場に分かれて行われた。
うち2会場は物理化学関係で、レーザー光化学、
kindics、分光、大気化学などのセッションに分
かれ清発な討論が行われた。物理化学関係では西
信之氏(分子研)と私が招待講演として発表を行っ

東京工業大学  小  尾  欣  一

た。残る1会場では無機および有機光化学のセッ
ションが催された。

今年の夏のアメリカ南部は猛暑におそわれたが、
その影響かメリーランドでは、8月 末でも東京の

真夏並みの暑さであった。口頭発表の会場である

教室は冷房が利き、快適であったが、ポスター会
場は地下の廊下の片隅を使ったため、冷房 も利か

ず、折からの暑さと人いきれで、蒸し風呂のよう

な状況だった。発表者の方は汗びっしょりで大変
だったようである。

今回の国際会議は、ポスター会場の設営に見ら
れるように、運営面で多くの問題があったょぅだ。

会場とホテル間のシャトルバスの便もはなはだ悪
く、会議の最初の頃は片道30分 も徒歩で会場まで

通った人も多かったょうである。それでも、参加

者の不満の声により、会期の中頃から大分改善さ
れたょぅでぁる。

次回、第 12回 の国際光化学会議は1985年 、日本
で開催されることが決定された。晩さん会の席上
で、次期開催地として日本が指名されると、これ

を受けて国際組織委員である田中郁三教授 〈東工

ノく荘目)が  ``The Offlcial language is desided tO

be brOken English'' と挨拶され、 笑いとともに

暖い拍手を浴びていた。

末筆ではあるが、援助下さった山田科学振興財

団に深謝する。
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エネルギー共役機構

(Energy coupling mech

anisms)に関するゴード

ン会議は本年8月 15日よ

り19日まで米国ニューハ

ンプシャー州のProctOr Academyに 於て開かれた。

私は山田科学振興財団の御援助により、この会議

に出席し発表と討論を行うことができた。

会議の主題はミトコンドリア内膜、クロロプラ

ストのテラコイド膜、細菌細胞膜等に存在するH+

ポンプであった。これらの生体膜はエネルギー転

換膜ともよばれており、エネルギー転換の主役は

H+お 担ゞっている。ごく一般的に述べると、これ

らの膜におけるATP合 成機構は次のようになる。

電子伝達系によってH十の電気化学的ポテンシャル

(△μHキ)力
母形成される。この印 H十を駆動力とし

て同じ膜に存在するH十 .ATPaseが ADPと 無機 リ

ン酸からATPを 合成する。すなわち二つのH十 ポン

プ(電子伝達系とH十.ATPase)に よって細胞に必要

なATPの ほとんどが合成される。会議に於ては電子

伝達系成分の構造とH十輸送機構、H十.ATPaseによ

るも″Iすと共役したATP合 成機構とその調節、光

によって駆動されるH+ポ ンプbacteriOrhOdOpsin

の構造とH十輸送機構、等について詳しい討論が行

われた。我々は大陽菌Hi ATPaseの 全 8種 のサ

ブユニットの一次構造を決定し、さらに変異株を

用いアミノ酸残基のレベルで反応の解析を行って

エネルギー共役機構に関するゴードン

いる。私はこの会議では、ATP結 合部位(おそら

く活性中心)をもつと考えられるβサブユニットの

解析結果を報告した。このアプローチは変異によ

るアミノ酸残基の変換と酵素タンパクの機能変化

を対応させるもので、複雑なサブユニット構造を

もつH+・ ATPaseに 有用と考える。

電子伝達によって形成され、ATP合 成の駆動力

となっているH+の 電気化学的ポテンシャルに関

しても詳しい討論が行われた。 ミトコンドリアや

クロロプラス トの懸濁液に電極を入れたり、蛍光

色素を用いたりして、いわゆる △μH十 (bulk

phase proton)が測定されている。これを ATP

合成の真の駆動力と考えてよいか。あるいは膜内

に局在した形のlocalized H+が真のATP合 成の

駆動力か。これらの点について意見の
一致は必ず

しも得られなかった。

会議のスケジュールは比較的ゆったりとしてお

り、期間中の年後は自由討論のためにあけてあっ

た。私自身会議の終了した金曜日までには参加者

のほぼ全員と意見を交換することができた。会議

に前後して、コーネル大学生化学分子生物学教室

およびメリーランド大学生化学教室を訪ね、セミ

ナーを行った。我々の最近の研究をまとめて講演

した。短期間ではあったが、私にとっても、また

研究室にとっても得るところの多い出張であった。

山田科学振興財団の援助に感謝する。

83-4165

アメリカ、

会議

岡山大学 光将井

―-40-一



此度の派遣援助により、

第 7回 ヒト遺伝子地図作

成国際会議 UcLA会 議

に出席することができ有

難 うございまt ノた。

今回の国際会議は 1983年 8月 21日 ～ 26日 の
五日間に渉ってアメリカ ・ロサンゼルスのカリフ

ォルェア大学(UcLA)で 開催 された。 ヒ ト遺伝
子地図作成の研究は新しい分野であり、ここ十年
来急速に発展してきた。第 1回の国際,7_ク ショ

ップがアメリカのニューヘブンで開かれて以来ヽ
ロッテルダム、バルチモア、ゥィェペッグ、ェジ
ンバラ、オスロと順次開催され今回が第 7回 目に

当る。それぞれの開催地の名をとってニューヘブ
ン会議とかオスロ会議とか呼ばれている。ヒトを

中心とした哺乳類の遺伝子地図についての会議で

あるが、各染色体毎に小委員会が設置されており、

各々の研究者は各々が属する委員会で研究成果を

発表する。この発表は全てポスター展示で行い、
これを前にしながら、各遺伝子座を評価 ・検討し、

最終的には個々の意見を各委員会で整理|・加筆 ・

修正などの十分な討議を経て、毎回詳細な記録 と

染色体地図がCytogenetics&cell Geneticsの特
集号として印Fll・公表される。これらの判定はな

んら強制力をもつものではないが、国際会議では

その発表された資料ばかりでなく、前回以来発表
された全てのデーターを含めて討論するので、事

3 - 4 1 6 9

アメリカ、第 7国 ヒト遺伝子地図作成国際会議U

CLA会 議

北海道大学   吉 田 廼

実上唯一で最高の権威のある結論が発表されるの
で高く評価を受けている。

今回の研究発表は320余 りで、これまでの最高
であつた。発表題数は毎回増加する傾向にあり、
ロサンゼルスで開かれた所為か、我国から6名 の

参加があった。今回の特徴として、従来の各染色

体別の小委員会が更に細分化され12の小委員会の

他に、新たに、腫易細胞の小委員会が設けられた

ことである。この委員会では、主としてヒトの腫

易における特異的染色体異常の区分と発癌遺伝子
の染色体マッピングおょびfl‐agile dteの染色体部
位などのデーターを中心に整理 ・討議がなされた。
ヒトの遺伝子座として常染色体上に位置づけさ
れたのは、今回の国際会議で整理されたところに

よると約 500で ある。前回が 340余 りであったこ

とからすると、マッピングの発展は目覚ましく、

現在の所、週に2遺伝子が染色体上ヘマッピング

されてぃることになる。

私が主に属した比較遺伝子地図の委員会で、ラ

ットおよびハムスターの遺伝子地図作成を発表し
た。これら小動物は実験用動物として広 く用いら
れているにもかかわらず、遺伝的分析が遅れてお

り、実験をする上で支障をきたしてぃる。この様
な状況のもとで私共の発表したマッピングは、実

験用動物の遺伝的特性を明らかにするばかりでな

く、核型進化 ・種分化などを考察する上での基礎

的資料を提供するものとして高く評価を受けた。

弘
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量子固体及び液体とい

う題日でゴルドン会議が、

8月 15日力)ら19日迄New

Englandで開かれた。内

容は価数揺動(15)遍 歴

磁性(1)磁性超伝導(05)一 次元導体(0.5)電荷密

度波の運動 (1)と盛沢山で(カッコ内は割当日数 )

日本からは初めの三項目に関連して糟谷、守谷、

長谷川、立木が参加した。各分野
|の相互理解と広

い視野での基本的共通認識を狙ったものと思われ

るが、この点についてどれだけの成果があがった

かは良く分からない。

我々の主として興味のある価数揺動は最初の15

日が割当てられたが、くこれでも最も多い割当て日

数)限 られた日数のため トピックスはCe化 合物

を中心に特に最近の α一/転 移に際しての光電子

分光の異常(α、/で殆んど変らぬ二重ピーク構造

を持ち、両者共略三価と従来の三:価一四価転移と

する常識と大きく矛盾する)についての理論、実験

が主であった。又最近見出された新しい型の高濃

度近藤型超伝導と目されるUB 13の詳しい総合的

研究報告がなされた。但し光電効果からみると5

f電 子は2eV程度のバンドを作っていると解釈さ

れ、4f電子とはやはりかなり異っているが、現象

コペンハーゲン大学の

Visiting Professorとし

て招かれ、昭和 58年 9月

1日 か ら10月 7日 まで 1

ケ月余の研修旅行をする

3 - 4 1 7 1

アメリカ、GardOn Cわnference

3 - 4 1 7 4

デンマーク、金属錯体に関する研究

東北大学 糟
中

としては非常に似た上記異常が生じている。4fと

3dを 結ぶものとしての5fの 研究は今後大いに発

展させる必要が(特に日本に於いて)痛感させられ

る。

これ以外の トピックスとしては鉄、エッケルに

関する有名なOakridgeのマグノンの実験につい

て(特にTc以上の温度)BrOOkhavenからクレ
ーム

がつき、本会議最大の論戦が行われた。結論と

しては(こ7rbは会議終了後、BrOOkhaven Oaltridge

を訪問して得た情報を含む)鉄のTc以 上のマグノ

ンは長波長領域は滅衰型、短波長領域は分散型と

して良く、本質的にOakridgeの結論は正しいが、

ニッケルについては今後の詳しい実験が必要とい

うことであろう。一方最後の電荷密度の運動では

Bardeen先生が御老体にむち打って若者達を相手

に一歩も退力すずに一生懸命討論されたのよSchrieffer

が最後の半国の為わざわざ最終日にカリフォルニ

アから駆けつけて応援していたのが印象に残る。

OalKridgeではCeB6ヽSmB6ヽ Gdに ついて中性

子グループと協同研究をして居 り、その打合せが

主であったが、一方日米協力事業が進行中で、 5

人の日本人が滞在し、元気に働いて居 られた。かな

り老齢化したOakridgeの 中性子グル
ープの人達

とは対象的であった。

雄谷

名古屋大学   山 寺

に当って、山田科学振興財団から旅費の
一部を援

助していただき感謝している。

研修旅行中は、主としてコペンハ
ーゲン大学無

機化学教室においてClaus Sch抽古教授と 「金属

錯体に関する研究」の共同研究を行った。またこ

雄秀
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の間にデンマークの化学会無機化学部会において
“
Nudear Magndic ResOnance Study of the

Rotational MOtiOn Of sOme Metal  cOmplex

lons in Solutions,with Particular Reference tO

Dynalnic Feature Of IOn― IOn lnteractiOn"と長垣

する講演を行った(9月 8日 、コペンハーゲン大学兆
ほぼ同じ内容の講演は、Lund大学 (スェーデン)
にALrland教授を訪間し(9月 15日 )、Odense大

学にKnakkergard一Mめller教授を訪関した(9月
30日 )ときにも行い、講演後関係の研究者と討論
を行った。さらにコペンハーゲン滞在中に同大学
を訪れたForster(米)、SargesOn(オーストラリヤ)、
Garioch(英)各教授の講演を聞き、討論に参加し
たほか、共通の関心のある問題について話しあっ

た。特にGar10ch教授とは、Angular overlap

Modelの応用に関する問題について 1時間以上に

わたり意見の交換をした。

Sch抽古教授との共同研究の主題は、
笥
optical

Activity of ttletal cOmplexes with Misdirected

Ligandsルでぁった。すなわち、配位子の非共有
電子対が正しく中心金属の方向を向かないことが、

光学活性の一つの原因になるであろうと推定し、

Angular overlap Modelの手法を使ってこの問
題を解明することを試みた。種々検討の結果、非

共有電子対の向きのずれは、配位原子の位置のず
れと同じように取り扱うのが妥当であるとの結論
に達し、これらを総合的に取 り扱うことにした。
これまでMasOnらによって提出されている考え方

83-4

1983年 8月 28日 から

14日間、山田科学振興財

団の援助を受けて、ォー

ス トラリアでの第29回国

際生理科学会議とそれに

引 き続いて行われた平滑筋サテライ トミーティン

とは異る考え方によって、これらの光学活性の間

1題を処理することが可能であろうとの感触を得た

ので、今後引き続きこの共同研究を進めることに

した。

コベンハーゲン大学無機化学教室は、 6年 前に

文部省短期在外研究員として滞在したときと比べ

てほとんど変っていなかった。当時教授であった

Bjerrumが 数年前に70才 で停年退職したと聞いて

いたが、前と全く同じオフィスと実験室をもって

いた。 6年 前と違 うのは、前回はいつもオフィス

に居たBjerr■unが 今回は実験室で実験をしていた

ことである。毎日自転車通勤をして実験を続ける

74才 の老大家に尊敬と羨望を感じた。(日本では

Bierrumよ りも若 くて元気な名誉教授の先生方に

実験室を提供できないことは全く残念なことであ

る。)老先生の意気盛んなことは結構であるが、後

任の新規採用が財政上の理由で停止されていると
いうことで、日本と同じように、研究者の老令化
が問題になっていた。

コペンハーゲン滞在中何度かS(最苗erの サマー

ハウスを訪れた。彼の車は1960年 代の生れと思わ

れる老骨のボルボだが、走 りは快適である。コペ

ンハーゲン郊外の彼の家から畑や林の中を30分 も

走ると、丘の上の萱葺きの小さな家に着く。ここ

で簡素な食事をして丘や林を散策する。彼は土曜。

日曜にはここで自然に親しみ想を練るということ

である。デンマークの人々の生活は、日本人と比
べて質素だけれども大変豊かである。

181

オース トラリア、IuPS平 滑筋サテライト・シン

ポジウム

llF天堂大学   北  澤  俊  雄

グに参加した。両会議で発表した別々の内容は、

共に1980年 4月 から1983年 3月 までの 3年 間米

国ペンシルバエア大学医学部筋肉研究所でのSoIII‐

lyo教 授夫妻との共同研究の成果であった。この

長期派遣の際もやはり山田科学振興財団より旅費
の援助を頂いた。今回の派遣は、すなわち長期派
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遣での研究成果を国際会議で 「tノつかり発表して

来い」という貴財団の暖かい激励と考えている。

合わせて感謝している次第である。

美しい港町シドユ
ーの中心から約 6筋 南にある

ニュー ・サウス ・ウェールズ大学で国際生理学会

が前半の 7日 間開かれた。8月 末はこちらではま

だ冬の終 り、だが芝の緑の美しさには鷺かされた。

30日の年前、興奮収縮連関の部で 「強縮中のカエ

ル骨格筋小胞体の元素組成 :バ リノマイシンの効

果」という題で発表した。これは電子プロ
ーブ法

の一つであるX線 微量分析を用いて、生きた筋線

維内の小胞体中のCaな どの元素組成の変化を定

量的に測定したものである。筋小胞体には静止時

膜電位がないこと、収縮時小胞体内の Caの 減少

に伴ってKと Mgが 増加するが、流出したCaの 電

荷量は流入した見掛けの電荷の総和よりはるかに

多く、これはX線 検出器では測定できないHヤ オ

ンがCa放 出に伴って入 り込んでいるため らしい

こと、K透 過性を高めるバ リノマイシン存在下で

はCa放 出に伴いKの 取 り込みが
一層増し、流出し

た電荷量と流入量はほぼ等しくなること、これら

の結果から筋小胞体からのCa遊:離は dectrogenic

な過程であるが、流出したCa2TィォンはCa結 合

タンパク、 ト ロポエンやパルブアルブミンに、流

入したK十 ィォン等は小胞体内の酸性タンパク、

カルセクエストリンにすばやく結合するため Ca

遊離中もマクロな意味での大きい膜電位はやはり

発生しないこと、小胞体膜のK透 週性はかなり低

いこと等を発表した。これらの結果についてSOnむo

教授夫妻を初め、A.F.Huxley教 授、K.Chandler

教授、M.Schneider教 授 らと十分討論ができ、極

めて有益であった。その他に興奮収縮連関の部門

では数グループから夫々独立に細胞内遊離Caイォ

ンの測定から全Ca遊 離量、Ca透 過性の時間経過

の計算結果が発表され注目を浴びた。また心筋の

部門では日本の入沢教授を初め、数グループから

単一心筋細胞を用いて電気生理学的実験結果が発

表され、この領域では今や骨格筋との差はなくな

ったと感じたのは私だけではないと思う。多分、

距離的理由でか、アメリカ ・ヨーロッパからの参

加者が予想したより少なく、寂しく感ずる時もあ

った。

国際会議の最終日、シドニーから北へまず飛行

機で約 2時 間半のプロサパインヘ、後はバスと船

を乗 り継いで、 6時 間後に次の目的地、ヘイマン

島に着いた。ここは、セーター姿のシドニ
ーとは

異なり、水着姿ばかりのサンゴ礁に囲まれた美し

い島であった。今回の平滑筋サテライトロミ
ーテ

ィングでは収縮機構の分子レベルの話からその神

経支配に到るまでの広範囲な課題について、6日

間にわたり約60名の平滑筋研究者達が全世界から

集まり、活発な討論が行われた。収縮機構での話

題は、ミオシン軽鎖のリン酸化と収縮の相関につ

いてであった。特に私が注目したのはリン酸化が

収縮と必ずしも一致しないというMllrp町 教授の

結果であった。抽出したミオシンでは軽鎖成分に

100%リ ン酸化が起るし、ATPaseと
一対一の相

関があるようだが、生筋ではリン酸化率は最高50

～ 60%ま でで、しかも時間経過と共に20～ 30%

にまで減少するが、張力は一定である。その時の

短縮速度は遅く、クロスブリッジの反応にこれま

でリン酸化説で考えられてきた以外の機構がある

ことを示唆した。細胞内Caの 調節機構でのトピッ

クスの一つは、我々の発表した「平滑筋細胞内Ca

イオンの リサイクリングと筋小胞体からの遊離」

であったと思う。今まで平滑筋では、骨格筋と異

なり細胞内Caは リサイクルしないと信じられてき

た。しかしそうではないことを細胞外Ca不 在 下

で最大収縮が繰 り返せるという生理学的実験事実

から示し、その時の収縮は筋小胞体からCaが 遊

離して引き起こされたこと等を電子プロ
ーブ分析

法を用いて明らかに示した。また細胞膜内側に結

合していると考えられている Caは 収縮を引き起

こす程高濃度ではないことも付け加えた。力学的

性質の部門では、F.Fay教 授が単
一平滑筋細胞の

張力過渡応答について、また」.Walsh博 士らは

単一平滑筋細胞での電気生理学的研究について発

表した。彼らの精力的研究活動はさすがであり、

骨格筋レベルまで引き上げた功績は大きい。

今回のオース トラリア訪間は、きわめて充実し

た収穫の多いものであった。山田科学振興財団に

深く感謝するものである。
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ユニオンカーバィト株

式会社のGodttrd博士か

らアメ リカ化学会の第

186回National Meeting

で企画 している特別シン

ポジューム 「高分子の吸着と立体安定化に関する

研究集会」に是非出席するよう招待があり、去る

58年 9月アメリカ合衆国の首都ワシントン市に出

かけた。National Meetingは分野ごとに市内の

主なホテル数ケ所に分かれて開催されたが、我々

の研究集会は、その一つのSheratOn WashingtOn

で開催された。

先ず、本研究会の組織委員長を務めるGoddard

博士から会の主旨や経過についての説明があり、
いよいよVincent博士(英国)の総合講演から研究

発表が開始された。研究発表は全部で 32報あり、

内容別では、高分子吸着 7報 、非水系の吸着と立

体安定化 10報、水系の吸着と立体安定化 5報 、混

合系の吸着と立体安定化 8報 、その他 2報 であっ

た。また、発表者の国別ではアメリカ、英国、オ

ランダが多く、続いてカナダ、フランス、西独、

イスラエル、日本から1～ 2名 の発表があった。

本集会の特徴は研究発表と共に、分野を同じくし

た研究者間の討論にも重点が置かれ、一講演当り
10分以上の討論時間を設けることが決められた。

前もって全員に講演内容が配布されていたことも

高分子吸着と立体安定化に関するシン

あって、特に発表者同志で鋭い意見のや りとりが

あった。時には両方の主張が折合わず座長の仲裁

でやっとおさまる場面も発生した。中でも蛋白質

等の生体関連物質の吸着現象や中性子散乱やエリ

プソメ トリー等の新しい分析法を用いた研究に興

味がよせられていた。

8月 29日の夜発表者全員の宿舎に当てられてい

たDupon plazaホテルの一室で内輪のパーティー

が開催された。発表会場での激しいやりとりとは
一変して、実に和やかな楽しい雰囲気で会は進め

られ、思う存分高分子吸着の不思議さや立体安定

化現象の複雑性を語り合うことができた。日本か

らは、当初もう一人参加が予定されていたが急病
で欠席のため、筆者一人の参力口であったが、国籍

を離れ各国の研究者と充分に語り合い、人間的交

流を深めることができたのが今出張の最大の収益

であった。最後に英国のTadorOs博士からこの研

究会の今後の予定について提案があり、次回は2

年後にオランダのワーゲエンゲン市で開催するこ

とを決めて、深夜近くやっと解散になった。

日本を出国する直前まで、アメリカ合衆国の失

業問題や治安状態の悪さが報じられていて心配で

あったが、陽気なアメリカ人や活気あふれるニュ
ーヨーク市に直接触れて、思いを新たにして帰国

した次第である。

3 - 4 1 8 2

アメ リカ、

ポジウム

筑波大学 夫邦澤古
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国際超高圧電子顕微鏡

学会議は 1969年に米国、

Pemsylvaniaで第 1回の

会議がもたれて以来、 2

～ 3年毎に世界各地で開

催されてきた。その間、1977年には第 5国会議が

京都で開かれている。今回は第 7回 目で、8月 16
～ 19日の 4日 間、米国、Berkeley‐のCaliforda大

学で行われた。組織委員会のメンバーはLa、,Tence

Berkeley LaboratOryのR.Gronsky,K.H West_

macott,G.Thomasの 3人 である。参加者は10ケ

国から約 90名で、主な参カロ国は米国(36名 X日 本

(24名 )、英国(13名 )などであった。第 5回 の京

都会議の参加者が約 300名 (うち国外から64)で

あるから、今回の会議はかなり小規模である。そ

の理由は、会議の主題を高分解能結像の基礎およ

び材料科学分野における動的なその場観察とその

応用に絞ったためである。会場にはBerkeleyキャ

ンパス内のBecmel Engineering centerが当てら

れ、そこのLecture roomが 口頭発表の、地階の

部屋がポスター会場に当てられた。参加者数が100

名足 らずの小さな会議の割には論文の数が多く、

Session別に分類すると高分解能 14、装置と技術

15、照射効果 11、その場観察と相転移28、鉱物と

セラミクス9、半導体と薄膜 7の合計84編 となり、

うち59編 が正味 3日半の日頭発表で、残 りが 2回

のポスターで発表されるというかなり過密なスケ

ジュールであった。わが国で実際に使用されてい

る超高圧電子顕微鏡の数が他の国にくらべて最も

多いという事情を反映して、日本からの論文が全

部で 28編 と最も多く、その内容 も濃いものであっ

た。ちなみに、米国からの論文は26、英国16、フ

ランス8、西独4、 ベルギー2で ある。国別の特

3 - 4 1 8 8

アメリカ、第 7回 国際超高圧電子頭微鏡学会議

東北大学 渡  辺  伝 次 郎

徴をみると、高分解能関係の論文 14の うち11編

が日本か ら、残 りが英国からのものである。装置、

技術関係では米国の8編 が最も多く、これにフラ

ンスの3編 が続 く。照射効果以下の材料関係にな

ると米国 16、日本 15、英国12が 多 く、次いでフラ

ンス 5、 西独 3と なる。これらは現在までの各国

の研究の趨勢からみると当然の結果であろうが、

Lawrence Berkeley Lab.に 最近新 しい高分解能

の装置が設置されたので、次回の会議からは高分

解能の仕事を含めて米国からの論文が大幅に増え

るであろう。

本申請者は18日 午前、コバル トの磁気バブルの

生成、消滅に関する論文を口頭で発表した。ロー

レンッ電子顕微鏡法によって磁性体の磁区構造を

研究しているグループは日本でも欧米でもかなり

あるが、その論文が電子頭微鏡学会ではあまり発

表されていない。その理由は発表しても磁気のこ

とは理解してもらえない、ということのようであ

る。しかし、材料科学の立場からみると、 ミクロ

な磁区の問題はミクロな結晶学的組織と直接に関

係することが明らかであり、これらは電子頭微鏡

観察によってはじめて解明されるものである。本

申請者はこの数年来超高圧電子顕微鏡を用いて磁

区の観察をしているが、電子顕微鏡学会で敢えて

発表すべきであると考え、毎回国内の学会で発表

しているし今回の会議でも発表した。ローレンッ

電子顕微鏡の論文は 1編だけだったが、バブルの

電子顕微鏡写真が奇麗だったせいもあって内容を

良く理解してもらえたと思うし、特に米英の材料

科学の電子顕微鏡学者たちは大変興味をもったよ

うで、有益なコメントや質問が多かった。これら

を今後の研究発展に生かしていきたいと考えてい

る。
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カナダ、ヵナダ物理学会/NATo高 等研究会議
「団体中の磁気モーメントの形成」
東北大学 倉 本 義 夫

のヴィクトリア市郊外で開催された。この会議は
稀土類系の価数揺動現象を中心主題としたヮ_ク
ショップ或いは国際的夏の学校の性格を持つもの
であり、参加者数は80名程度であった。国別では
カナダ、米国、西独が各々10数名程度で最も多く、
次いで英国、フランス、スィスのllgになってぃる。
日本からの参加者は私 1人 であった。大学院生は
各国から総計 10人程度参加 し、夏の学校の形態を
保っていたが、大方の参加者は価数揺動系の研究
に従事してぃる専門家であった。
会議の進行は、講師 1人 あた り3,4時 間から
なる講義と、 1時 間ずつのセ ミナーによりなさな
これらは年前と夜に行われた。年後は自由討論及
びレクリェーションにあてられてぃた。講義及び
セミナーの主題は多岐にわたってぃたが、前半は
光電子放出〈XPs)及 び制動放射 (BIs)の 結果
とその解釈が中心主題であった。xPs及 びBIs,玉
価数揺動系の電子状態を探る強力な方法として広
く遂行されている実験手段である。セリウム及び
その化合物の示す不可解な結果について多くの議
論があった。後半は、価数揺動系の磁気モーメン

卜を探る有力な手段である中性子散乱に関係する
報告が中心となってぃた。ここでは、モーメント
の形状因子とf電 子の波動関数との関連、モーメ
ント緩和率のよるまい等につぃて活発な討論があ
った。

この会議では、理論家と実験家との相互作用が
かなりよくなされ、色々得ることが多かった。私
は、「価数揺動の動力学に対する自己無撞着摂動
理論」とぃぅ題でセ ミナーを行い、最近の研究成
果を報告した。この理論は、強い4f殻 内の相関を
扱うために孤立稀土類イォンの極限から出発して
伝導電子との相互作用を無限次迄とりこむもので
あり、直接実験に結びつく応答関数の計算を可能
にする。そのためか、実験家からも多くの質問、
コメントがなされた。また類似の考え方が他の理
論家によっても独立に発展されていることを知り、
鼓舞されると共に詳しい討論をすることができた。
会議の組織責任者は、カナダ原子力研究所のW
」.L`バ ィャースでぁる。彼とその協力者の組織運
営は、形式ばらず大変参加者に親切であり、有益
かつ楽しい2週 間であった。私は会議の後、米国
のスタンフォード大学、ゼロックス研究所、ロス
アラモス研究所等を訪れ、価数揺動系に関する講
演及び議論を行った。この派遣を通じて最近の海
外の現状に接し、また我々の成果を報告すること
ができたのは、大きな収穫であった。

カナダ物理学会 /NA

TO高 等研究会議 「団体

中の磁気モーメントの形

成」は、1983年 8月 21日

から9月 2日 迄、カナダ

- 4 7 -



1983年 9月 5日から10

日と イタリヤのベネテ

ヤにおいて上記の国際会

議が開かれた。原子力工

学において核燃料の再処

理問題をめぐる基礎から応用にわたる応範な研究

が必須となった今日の情勢を背景として、同分野

の研究者たちの強い要望のもとに開催されたもの

であり、Vendramin Calergi宮殿の会場には、時

ならぬ熱気が終始漂っていた。世界26ケ国から150

人以上が参加し、総計 154編の論文が発表された。

このうちランタニドに関するものが 50編で、他は

すべてウランをはじめとするアクテニドに関連す

るもので、会議の中心はもっぱらアクチエ ドにあ

ったといえる。

討議の内容は次の 5部 門に分けられる。

A.Coordination and Organometallic Che■ lis‐

try B.Theory and Spectroscopy  C、  Reac‐

tivity and Catalysis DoSolicle State Chemis‐

try E.Techno10gy

発表はplenaryおよびSessiOn lectureおよび口頭

と、それにポスターの形で行われた。私はA部 門

において次のような内容をもつsession lectureを

行った。「溶液中のウラエルイオンの光還元および

電解還元過程において、中間生成物としての非常

3-4204

イタリア、ランタニドおよびアクテニドの化学と

工学に関する第 1回 国際会議

大阪大学    三  宅  千  枝

に不安定な5価 ウランを電子スピン共鳴吸収によ

う直接検出して、従来その存在が間接的に推定さ

れていたのを直接に証明した。さらに本実験溶液

中での 5価 ウランの溶存状態についても、スペク

トルの解析からウラン酸素結合の強さは、軸対称

の軸方向よりも、その赤道面内の方が強いことを

見出した。」尚、154編の論文のうち、plenaryおよ

びsessiOn lectureの計 36編 はLorganica Chi―

血 ca Actaの特別号として来春 2月 に出版される

予定である。

日本からのScienthc Committeeの委員は私 1

人であったが、第 1日 目の昼には参加国の各代表

が会食し、本会議の第 2回 目は3年後に開催を予

定しポル トガルあるいは西 ドイツがその候補地と

してあげられた。一方、会議の参加者については、

中国から10人近い参加がありこの分野への中国の

熱意が伺われた。これに反して我国からは私と広

島大学の桜井氏(Saclay滞在中)の 2人 に限られ、

この分野の将来の重要性からみて少なからぬ不安

を感じたものである。このような状況のもとにあ

って、貴財団の援助によりこの会議に日本からた

だ 1人参加出来たことを光栄に思うとともに、せ

めて 1人 でも日本から出席していたことに救いを

感じ、今回の援助に心から感謝の意を表する。
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上記会議はロンドンの

北約 400筋の所にあるダ

ラムのダラム大学で 9月

5日 から9日 まで開催さ

れた。フーリエ分光とは
マイケルソン型干渉計のような二光束干渉計とコ

ンピューターを組み合わせた分光法で、検知する
ものはスペクトルをフーリエ変換した形になるた

め、コンピューターでフーリエ逆変換してスペク
トルを求めることからこの名前がついている。現
在では赤外全域の分光の主流になっており分光測
光に大きな威力を発揮し、その能力は神話的にさ
えなってぃる。

フーリエ分光の国際会議は別に何年に一度開催
するという決まりもなく、最初 1957年の干渉分
光の会議の中に含まれて以来不定期に開かれて来
て、今回が 6回 目になる。今回の会議の主催団体
は英国物理学会、英国王立化学協会、国際純粋及
び応用化学会、英国立物理学研究所で、会議の形
式はこれまでのものと少し異なり、招待講演 (17
件)以外は総てポスターセッション (108件 )であ
った。また今回特にレミニセント(reminiscent)セ

ッションが設けられて、この分光法の発展に大き
な功績をあげたPt cOIInes,P.Fユlgett,H.A.Ge―

bbie,P,JacquinOt,L.Mertz,」.strOng(欠 席、
H.Sakai代 読)といった人々の特別講演があり、

今回の会議を重みのあるものにしてぃた。

会場になったダラム大学は中世に建てられたダ
ラム城やダラム寺院をキャンパスに含む美しい大

学で、会議には英、米、独、仏等23ケ国から約250

名の出席者があり、日本からは6名 の参加者があ
つた。会議は 1時間の昼休みを鉄んで年前と年後

1983年 度フーリエ分光に関する国際

のセッションに分けられ、それぞれ初めに二つの

招待講演があった後ポスターセッションが行わ

れた。但し7日 と9日 は午前のセッションのみで、
7日 は三つの招待講演、 9日 は二つの招待講演の

みであった。特別な行事としては、4日 の夕方ダ
ラム城内の大ホールでヮィンと簡単な食事による

歓迎パーティが開かれ、旧知の者同志が再会を喜
び、新しい仲間を紹介されたりしてまずなごゃか

な雰囲気を作 り出した。 7日午後はBeamish Mu―

seumへ のエクスヵ―ションと夕方には同じ大ホ
ールでバンケットが開かれた。レミニセントセッ
ションは8日 夜にあり、上記入々の興味深い講演
を聞いた。

会議での発表内容は、装置に関したものでは天

体観測用の液体ヘリウムで冷却したフーリエ分光

器、広開日のフーリエ分光器、可視～紫外のフー

リエ分光器があったが、多くは応用に関したもの
で、表面の吸着の問題、高分子 ・団体の測定、ガ
ス及び液体クロマトグラフィーとの組み合せ、天

体観測、プラズマ診断への応用等について発表が

なされた。また会期中を通じて会場ではBOmem,

Bruker,Digilab,Perkin―Elmer,NicOlet社等の

市販のフーリエ分光器が展示され、各社とも売り

込みに熱がこもっていた。研究機関、工場を問わ

ず、我が国でも今後フーリエ分光器が利用される

機会が増々多くなるだろうと思われる。筆者はま

た、会議後テディントンにある英国立物理学研究

所とオックスフォード大学へ立ち寄 り、赤外 `遠

赤外分光の分野の見学をおこなって来た。

最後に本学会出席にあたり援助をいただいた山

田科学振興財団に対し、厚 く感謝する。

83-4205

イギ リス、

会議

大阪大学 美清井阪
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ヨーロッパ分子分光学

会議GurOpean cOngress

on脱 Iolecular  Spectro―

scopy)は分子分光学の倉」

始者であった R.Mette

(ドイツ)、」.Lecomte(フ ランス)、H.W.Thom‐

pson(イ ギリス)らが開始したもので、隔年に開

催されており、第 16回会議が1983年 9月 12日か

ら16日までブルガリアのソフィアで開催された。

筆者はこの会議に招待講演者として参加した。こ

の会議は伝統的に赤外ラマン分光学関係の研究報

告の占める割合が高いものである。この分野では、

国際ラマン分光学会議などがあとから始められた

こともあって、最盛期に比べて参加者が減少する

傾向にあると伝えられていたが、現国際運営委員

会委員長のW.J.Orville一 Thomas教 授 (イギ リ

ス)お よびブルガリアの組織委員会の努力により、

今回の会議の参加者数は前回よりもはるかに多く、

400名以上であった。東欧諸国から多くの参加者

があり、西側諸国の活発な研究者の多 くが招待さ

れており、内容的にも充実したものであった。国

本からの参加者は筆者ただ一人であったが、これ

は最近の400名 以上の参加者のある国際会議では

極めて珍しいことといえよう。

プログラムは次の通 りであった。月、火、木曜

は全国で、全体会議での講演 (30分 )が年前、年

後に3件 ずつあり、このほかに 3会場に分かれて

のセッションとポスターセッションが行われた。

水曜は年前に全体会議での講演が 6件行われたの

みで、年後はエクスカーションにあてられた。ま

た、金曜も年前のみで、 3会場でのセッションが

行われた。予定されていた講演の取消し、ポスタ

ー展示のないものなどがかなりあったので、プロ

グラムの進術は必ずしも極めてllB調であったとは

いえないが、この点は東欧圏で行われる国際会議

としては止むを得ない面もあると考えられる。講

3-4208

ブルガリア、第 16回 ヨーロッパ分子分光学会議

東京大学    田   隅  三  生

演およびポスター発表の総数は 250件程度であっ

た。

会議の内容は全体会議での講演者 とその講演題

目をあげると大略想像がつ くと思われるので、以

下にそれ らを記す。

1.G.Herzberg, ``Spectra of Triatomic Hy‐

drogen and of tte Ammo■ lum Radical''

2.S.G Chistov, “ Non一 Radiative Tran‐

sitions in Molecules and Sollds''

3. L.A.Gribov,``Oomputer Based MIolecular

Spedroscopy 8 Reality and Prospects "

4,W,M.A.Smit, “ Transferablllけ of lnfra‐

red lntensity Parameters"

5, B. Schader, “ Coupled Calculations  of

Vibrational Frequencies and L■ tensities  :

Intentions,ふ江ethods,Applicationsカ

6.W.Kaiser, “ Vibrational Lifetimes and Viヽ

bratiOnal Energy Transfer of Polyatomic

Molecules in Liquids''

7.N.Bloembergen,“ Lビrared Multiphoton

Excitation of Smll Molecules "

8. W.Kiefer, “ Non― Linear Coherent Raman

Spectroscopy''

9. W.F.Sherttlan,“ Lぜ士ared and Ratrnan Spec―

troscopy at High Pressure''

10. R.」 .H.Clark,“ The SpectroscopyOfヽ 生x―

ed一 Valence Complexes''

11.J.R.Durig,``説 ructllres Fmd ConfOrmations

of Organopl■ osphorus Molecules''

1 2  H s . H . G h t h a r d ,“ N e w D i r e c t i O n s  o f  M a‐

tHx lnfrared Spectroscopy''

13.A.I.Burshte血 ,“ Spectral Shapes in Bttse

Gases and Liquids"

14. M.Tasumi, “ Vibrational Studies of Less

Stable Rotational lsomers''

1 5 . A . 」. B a r n e s , “M a t r 伎I s o l a t i o n  V i b r a t i o n a l
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S p e c t r O s c O p y  a s  a  T O O l  f O r  S t u d y i n g  c O n―

formatiOnal lsOmerism''

16.」 .Jo Tumer,“ PhOtOchemistry and Spec‐

troscopy at Low一 Temperatures''

17。 K H01land一 MOritz, ``POssibilities Of F

TIR SpectrOscOpy in the Field Of POlymer

Research''

18.K.Narahari Rao,“ Investigatiott E mploy―

ing High Sensitivity SpedrOmettls  with

Partidar Emphasis On the hfrared spec‐

trum of Solid HydrOgen''

19.」.Lascombe,“ Infrared and Ralnan Study

of the Fast lnternal MOtiOns Of Non―

Rigid MOlecules in cbndensed  state  :

MethOd Of selective DeuteratiOIと''

20. I.Bertini, ``PrOgress in the Chュ racteriza―

tiOn Of the Binding Sites Of siderOphilinesル

21.H.H.Mantsch,``B1010gical AF)plicatiOns

of Fourier TransfOrm lnfrared Spectro―

scopy"

22.P.Klaeboe,“ herared High Temperatllre

EIlissiOn and TransllissiOn Speく 光ra Of Al‐

uminium Chloride and Related〔 )pecies"

23。 D.」 .IMillen, “ Lttrared and MicrOwave

SpectroscOpy Of Hydrogen Bonded Dimers

in the Gas P臨 e''

83-4

私は昭和58年 9月 3日

から9月 20日 までの 18

日間、山田科学振興財団

の援助により束ヨーロッ

パに出張した。出張の目

的は9日4日から10日までポ
ーランド人民共和国

スパワで開催された第16回隔年流体力学シンポジ

ウムに出席し、講演を行うと共に座長をつとめる

24。 M.Fontana, “ Structural and Dynalnical

SpectroscOpy of Water and Aqueous sO_

lutiOns''

講演題目からも分かるように、赤外吸収強度、

マ トリックス分離分光学などが重点的に取 りあげ

られたことが、本会議の特色の一つであった。筆

者の講演もマ トリックス分離法の一つの応用であ

ったので、かなりの手ごたえがあり、これまで知

らなかったかまたは名前だけは知っていたヨーロ

ッパ各地の研究者と話すことができたことは大き

な収穫であった。参力印者は、イギ リス人とドイツ

人が東欧諸国についで多く、フランスとアメリカ

からの参加者は少数であった。

会議場はブルガリア帝国成立 1300周 年 を記念

して1981年に完成 した国立文化宮殿 (The N■

tiOnal Palace of Cullure``Liudmila ZhivkOvゴ)

であった。これは最新の諸設備をもつ極めて立派

なもので、いくつもの国際会議を平行して行って

いた。エクスヵ―ションで出かけたソフィアの南

方約 100ん″の山中にある中世以来の伝統を誇るリ

ラ修道院の見物、そのあとの夕食会や木曜日夜の

バンケットなどで東欧諸国の研究者と語 りあえた

ことは楽しい思い出であり、かつ有益であった。

なお、この会議のプロシーディングズは1984年

1月 にJOurnal of M01ecular Structureの特別号

として出版される予定である。

210

ポーランド他、第16回 隔年流体力学シンポジゥム

他

京都大学    宮  根  良  夫

ことであった。帰路ブルガリア人民共和国ブルガ

リア科学アカデミーカ学 ・生体力学研究所を訪問

し講演および研究交流を行った。

隔年流体力学シンポジウムは狭い技術的な応用

よりも流体力学のあらゆる分野の基本的問題を対

象としてポーランド科学アカデミーが主催する国

際研究集会である。創始は1954年 である。今回は

フルシャヮの南約 120筋 にあるスパワで開催さな
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約 190名(ポーランド外の世界各地から70名強 )

が参加し、約 100篇の発表があった。

発表された研究は流体力学の全分野 (流れの気

体論的研究、乱流、二相流、流体力学の数学的理

論、遷音速流、粘性流、電磁流体力学等)に 亙っ

た。例えば、サスペンションにおける不安定性

(Batche10r教授)、二次元非線形長波(Wu教 授)、

層状流体中の乱流現象(Barenblatt教授)、 ジ ェッ

ト流の漸近解析(Schneider教授)、流体力学におけ

る揺動(Van Kalnpen教授)、回転流体における多

重解およびその他の現象(Val■Wijngarden教授X

粘性ポテンシャル流(Zierep教授)、衝撃波を伴う

二次元遷音速流の積分方程式による解法(Shen教

授他)、電磁流体に於ける安定性(Zorski教授)で

ある。私は、大半が流れの気体論的研究にあてら

れた第一日に 「種々の温度分布を持った物体群の

まわりの高度に希薄な気体」と題する講演を行い、

第四日午後後半のセッションの座長をつとめた。

ポスターセッションを含めてではあるが、約100

篇の論文発表が原則として並行セッションなしで

行われたため、会議は年前 9時から年後 6時半と

比較的長時間であった。しかし、会場と宿舎は国

民休暇村にとられており、時間的に窮屈に感じる

こともなく、食事の機会にも、充分に交流するこ

とができた。

会議終了後、土曜年後と日曜はBratos博士 (ポ

ーランド科学アカデミー)と 研究討論する機会を

持つことができたばかりでなく同博士にワルシャ

ワを案内までしていただいた。さらに日曜の夜は

主催者の一人であるFiszdon教授宅に招かれて東

欧の研究現況ほかいろいろ話を聞くことができた。

帰路、ブルガリア科学アカデミーカ学 ・生体力

学研究所の招きでソフィアに一週間滞在し、同研

究所で流体力学の教育(特に、我が国における)に

ついて、さらに同研究所流体力学部が大学のセミ

ナーハウス(ソフィア郊外)において催したセ ミナ

ーで 「蒸発 ・凝縮の気体論
一一流体力学的方程式

と境界条件 一 」と題して講演を行った。このセ

ミナーにはソ連、東独の研究者の参加 ・講演があ

った。

ヨーロッパに於ては研究交流が大変さかんであ

り、それを支える制度が用意されている。国際研

究集会への参加者の大半が自費によっており、国

内旅費も充分でない我が国の研究者の現状におい

て山田科学振興財団の事業は貴重なものである。

今回の約二週間の東ヨーロッパ出張は実 りの多

いものであった。これを実現させていただいた山

田科学振興財団に心から御礼申し上げる。

83-4211

イギ リス、1983年英国光生物学会
―一視覚 ・限科

学研究協会の合同会議

京都大学    吉  澤 透

1981左手、私力SCalifor‐

nia大学のCrescitelli教

授を訪問した時、 1983

年 に英国Sussex大学の

Dartnall教授の生誕 70才

を記念して、視物質の国際会議を開催するから、

ぜひ参加するよう丁重なお誘いを受けた。

Dartnユ1教授は私のlifeworkである視物質の研

究分野のploneerで、多くのすぐれた業績をあげて

こられた。特に
“
Dartna11のnomogramル は有名

で、視物質の吸収極大波長がわかれ1去この■omo‐

grallを用いて、吸収曲線が算出できるので、視覚

の生理学者に広 く愛用されている。

私とDartnall教授との出会いの発端は、1958年

12月に、私の論文が初めてNature誌 に掲載され

たことに起因している。この論文は私にその後の

研究の方向を与えたのであるが、Dartnall教授から

1959年 1月 1日付の丁重な手紙で論文の請求を受

けた。このことは私が自分の知っている外国人か

ら論文請求された最初の経験であり、しかもその
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人が日頃尊敬している視物質の第一人者であった

ので、その時の喜びは大変なものであった。この

ようなわけで、1968年 オランダで視物質の国際会

議に出席した時、Dartnall教授をLondom大 学に訪

問した。研究室でDiscussiOnの後でロンドン塔な

ど案内していただくなど、教授の温かい風格に接

し、強く印象付けられた。またこの時、 Springer

か ら出版ざれる
“
Textbook Of Sensory Physi‐

ology,PhOtOchemistry Of visiOnルに分担執筆す

るよう、編者である教授から依頼を受けた。この

ような個人的な事情もあって、私は今回の国際会

議にはぜひ出席し、直接Dartnall教授にお祝いを

申し上げたいとも思った。

会議は 1983年 9月 13日 から16日 まで、英国

Brist01大学のKnowles教 授のお世話で、大学附属

の研究集会所、Chllrchlll I―Iallで開催された彦劫日

者全員は会期中そこに宿泊した。招待者の講演は

41題 、一般参加者 (演題 :62題 )はPOsterを用い

て発表した。参加者の総数は約 130名 、若い生理・

生化学者がその主体をなす第一級の国際会議であ

った。

13日 は、夕方から歓迎会があった。

14日 年前は 「Rhodopsinの光化学」で始まった。

このsessionで私は第 2番 目の演者として、「Rho‐

dopsinの初期中間体」と題して、励起後ピコ秒内

で生じる新中間体
“
PhotorhodOpsin"の 発見と、

83-4

1983年9月3日から9

日までフランヌ、のエース

で開かれたIUPAC等 の

主催による 「リン化学に

i騒摩‖‖l i■| 1  関 す る国際会議 ( I c P

C)」 に参加する機会を得たので、報告する。私が

ICPCに 参加するのは、前回 (1981年 )の 米国

North Carolina州寸Duke大 学で行われた会議にひ

きつづき2度 目で、今回は、32ケ国から約 400名

HypsorhOdOpsinが二つの光反応過程を経て生じ

ること等を報告し、大いに研究の自信を深めた。

年後には 「Rhodopsinの構造」に関する Session

があり、一次構造決定後になすべき研究の展望を

伺い知ることができた。夕食後、Poster Sessionが

あった。

15日午前の 「Rhodopsin清日 側 のSessiOn

では、PhOsphodiesteraseの活性化機構とその回復

機構、及び光情報伝達機構に関与していると思わ

れる燐酸化蛋白質等に関する諸問題が活発に議論

された。年後の 「波長調節と環境」のSessionでは、

Crescitelli教授のGeckoの 視物質の話が印象的で

あった。夕方からDartn江1教授の祝賀会があり、

英国の地方色豊かな踊 りなどで楽しいひとときを

過すことができた。

16日の年前中は 「Retinolの輸送と色素の弛

に関して話があった。年後は 「生体内の視物質の

測定」のSessionで、 主 として顕微分光法に関す

る研究発表が行われた。Dartn』1教授はヒトの鈍

体視物質の顕微分光法による多年の研究を発表さ

れ、私は深い感銘を受けた。

私はこの会議に参加して、これまであまり接触

のなかったDartnall教授一門の多くの研究者と会

う機会ができたことを非常に嬉しく思っている。

参加を援助された山田科学振興財団に厚く御礼申

し上げる。

212

フランス、 リ ン化学に関する国際会議

東京大学    吉  藤  正  明

の参加があり、約 100件 の口述講演、約 200件 の

ポスターが行われ、盛会であった。日本からは、10

名近 くの参加があり、 2件 の口述を含め数件の発

表講演がなされ、いずれも高レベルで概して好評

であった。有機 ・無機 。物化 =生化 ・薬学など、

分野を聞わず、リンの化学に携わる研究者が一堂

に会する唯一の機会でもあり、日述講演もなるべ

く重ならないょうにプログラムにも配慮がなさな

広い分野の人々から鋭い質問や熱心な討論が行わ
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れ、日本にこのような部会がないのを残念に思っ

た。

私は、本会議の主要テーマのイつである低配位

状態のリンに関する部会で 「ジホスフェンとその

関連化合物に関するいくつかの反応」と題する日

述講演を行い、立体保護により安定化されたリン

を含む反応活性種、夕」えば、ArP tt PAr(Ar=2,

4,6-ト リー,一ブチルフェニルなど)の 反応性や

物性についての研究発表を行った。また、当部会

での座長も務め、この分野に関する研究が近年非

常に活発に行われていることを改めて知った。現

実に、私のも含め、ほぼ同一内容の研究発表がい

くつかあった。

夕方からは、レセプションやガーデンパーティ
ー、バンケットなどがあり、個人的にもいろいろ

の人達と知 り合いになることができた。中日の年

後には、遠足なるバスの小旅行があり、天候にも

めぐまれて、Cote d'Azllrの文字通 りの紺碧の海

岸の眺望を楽しみつつ、香水工場やモナコの宮殿

を訪れた。また、次回の開催国の決定や今後の方

この会議は1972年 」ii‐

lichに始まってBir ttng―

ham,W[あ西ter,WrOdaw

と引継がれたもので、金

属一水素系の物理 ・化学

に関する基礎的な問題を討論することに主眼をお

いている。筆者はInternational AdvisOry Com―

mitteeのメンバーとして会議の計画立案に参画し

ており、一時はポーランド国内
1情
勢の緊迫のため

に開催の延期を進言したこともあったのであるが、

とにかく戒厳令 も解除されて会議が滞 りなく開催

されたことは祝着であった。

参加予定者約 80名のうち、米国から (政府の旅

費支給が得られなかったために)10名 近 くの欠席

3-4213

ポーランド他、「金属中の水素」国際会議他

中央大学 深

針を討論する11ケ国からなる代表者会議に、日本

を代表して、御都合で来られなかった東京薬科大

学小林義郎教授の代理として出席する機会を得、

貴重な経験をすることができた。会議はサハリン

沖でのKAL機 事件の直後だっただけに、政治的色

彩の濃い発言もあったが、次回は、1986年西独の

BoIInで行われることが投票により決定された。

本国際会議終了後は、ETH― チューリヒ(スイス)、

ケルン、ボン、ハイデルベルグ大学(西独)、Vrije

大学 一アムステルダム(ォランダ)でセ ミナーや有

機 ・無機化学に関する研究連絡を行い、9月 22日

無事帰国することができた。今回の出張は、多く

の知己とも旧交を温め、また新しい研究仲間も得

て大変有意義で、ここに改めて、今回のICPCの

世話役のRiess教授をはじめ、旅行中いろいろとお

世話になった先生方の御厚意に感謝いたしたい。

最後に、山田科学振興財団の本国際会議出席のた

めの派遣御援助に深謝すると共に、貴財団のます

ますの発展を心より祈る。

があったのはいささか寂しかったが、一方で東欧

圏とソ連からは多くの参加者があって、これまで

の此分野の国際会議とは一味違った趣きがあった。

とくに筆者にとって興味があったのは、金属
一水

素系に関する超高圧実験の結果がポーランドとソ

連のグループによって数多く発表されたことで、

これはこの会議の一つの大きな特徴であるといえ

よう。

筆者は冒頭講演を託され、
“
Site preference of

interstitial hydrOgen in metals"と題して最近わ

れわれの研究室で行ってきた実験的 ・理論的研究

を中心として、金属中水素の占有位置を理解する

ための一般的指針を与えるべく、heuristicな話を

した。この講演は概して好評であり、会期中たび

有井
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たび議論されていたので、冒頭講演としての役目

は果せたものと考えている。

この会議は比較的小規模であったが、参加者が

同じホテルに泊っていて個人的な討論も十分に行

わな 有意義であった。筆者にとってとくに有益だ

ったのは、第一にPOnyatOvsky教授のグループ(ソ

連)と 超高圧実験について徹底的な討論ができた

ことと、第二にDr.Vaida(orsay,フ ランス)と

六方欄密金属中における水素の占有位置について

極めて興味深い議論ができたことであった。これ

らは今後、研究を進める上で重要な意義をもつに

第24回国際脂質生化学

研究会は、本年 9月 13日

から16日 まで、フランス

のツールーズで開催され

た。ピレネーに近い、パ

りから飛行機で 1時間程のこの都市は、町並の古

さが目立って印象的であった。会場は、市内にあ

るPaul Sabatier大学医学部で、 DOuste― Bl物y

教授が今回の責任者であった。約 400名 の参加が

予定されていた。

13日の夕刻 7時 から、ノーベル賞受賞の B10ch

博士による、コレステロールの役割に関する特別

講演があった。その後、図書室での歓迎会、Au‐

guttins Museumで のオルガンとトランペット演

奏と、深夜までプログラムが組まれていた。

14日は、Dynalnic Aspects Of Membrane Ph_

osph01lpid Topographyの項で、Van Deenenと

Zwa11の講演と口頭による一般発表があった。年

後は、Structural and Functional Studies Of Par―

ticular Lipidsの項で、Kate,Snyder及び Ben‐

vettisteの講演と一般発表があった。この他、年

前と年後に 1時間ずつ、コーヒーを飲みながらの

ポスター発表の時間が用意されていた。 15日は、

違いない。

最後に、次回は2年 後にBelfastで開かれる予定

である旨の発表があって、会議は4日 間の幕を閉

じた。困難な状況の中でこの会議の開催に努力さ

れた現地実行委員会メンバーの労力と情熱に敬意

を表したい。

なお、筆者はこの会議の前後にGrenoble, 」い

lich,Ansterdom,Miininの 各地を訪問して講演

と討論を行ったが、これもまた大変に有意義であ

った。貴財団に心から感謝したい。

3-4214

フランス、第24回国際脂質生化学研究会

国立予防衛生研究所  前  田   正  知

Modiication Of Membrane PhOspholipids in

Act貯ated Cellsの項で、Val■Den Boschと Kirk

の講演に加え、やはり、一般発表とポスター発表

があった。

14日 と15日 の両日には、膜 リン脂質に関する

演題がまとめられていたが、最終日には血漿 リポ

タンパクに関する演題が、B10chellical Aspects

of Lipolysis in Plasma LipoprOteinttθ Lヾipid―

Protein hteractiOns in Plasma LipoprOteins の

項目に分けて発表 ・討論された。最後に、ポスタ
ー発表の一部が、Round Table Discussionの形

式で討論された。

あらかじめ指定された演者による講演は、11題、

口頭による一般発表が 31題、ポスター発表は 201

題であった。口演は、三階席のある比較的小さな

講堂で行われた。また、ポスター展示は、中庭を

囲む建物の壁際で行われた。日本でのポスター展

示に比べ、狭いくらいであったが、レンガ造 りの

校舎と植え込みを背景とした討論は、学問的風情

を感じさせた。口演はすべて英語であったが、英

語に不慣れな私にとって、ヨーロッパ人の英語は、

むしろ聞き易かった。

私が興味をもって聞いたのは、PAFを 命名した
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Benvensteの講演を始め、 血 小板活性化因子に関

する演題と、ホルモン等の受容体刺激に伴なう

イノシトールリン脂質代謝の変動に関する演題で

あった。PI代謝回転のモデルを題唱した Michell

の共同研究者であるKirkが、刺激によるPI減 少

はDPI・ TPI分解に伴 うこれらリン脂質の合成促

進に寄因すること、また、TPIが 分解してできる

イノシトール トリリン酸の重要性を指摘した点、

興味深かった。

私は 15日の年前中に発表を行った。PE一 Nヴ

チル化反応に関連したリン脂質とCa2+の相互作用

及びメテル化反応の意義について口演したが、外

国へ来たのも、また英語を話すのも初めてで、緊

張の連続であった。無事に話し終え、二つの質問

にも一応の返答ができたことで肩の荷がおりる思

いがした。

この研究会に参加し発表できたことは、国際的

な視野を広める上でも、また、語学の障壁を除去

する上でも有意義であった。更に、帰路、パリに

あるBenvenisteの研究室を訪れ、研究室の人々と

討論できたことも意義深かった。御援助下さった、

山田科学振興財団に深く感謝する。

1 9 8 3 年9 月 2 3 日、マド

リッド、/ ラヾハス空港に

到着した。マ ドリッドは

日中30度以上の高温で、

空港近辺の景色 もオー ド

色の乾燥した土地で、ヨーロッパとは言え暑い南

国スペインを印象づけられた。

第 9回真空科学国際会議と第 5回 固体表面国際

会議はマドリッド市のほぼ中央にあるコンファレ

ンスセンターで9月 26日午前の開会式を反切 りに

開催された。この会議は真空に関係する多岐にわ

たる会議で、約 700人 の参加者を数えるという。

日本からの参加者 も多かった。会議の進行は、年

前 9時 から1時 間にわたって全体講演があり、10

時より各分科のセッションがほぼ 12時半まで続く。

昼食休憩後、年後 3時 より5時 半まで年後のセッ

ションが持たれる。年後は同時に 3時 よリポスタ

ー ・セッションが 7時 まで持たれた。

私の特に関心を持つ表面科学のセッションでは

年前の最初に招待講演が持たれた。招待講演のう

ち、スイスのIBM研 究所のBillnigの講演は前々

から関心を持っていた。彼の話は、表面構造研究

上単純ではあるが画期的手法である上に、我々の

第 9回 真空国際会議、第 5回 固体表面

講演で発表する内容とも大きく関連していたから

である。講演を聞いて、彼の新手法の価値を再確

認したと同時に我々の研究内容にも自信を持った。

他の招待講演では西 ドイツ、ハノバー大学He、

nzlerに よる半導体表面のfacettingの観察などが

特に印象に残った。彼の講演ではSiや Ge(111)

表面に金属を蒸着して加熱処理した場合、下地と

金属の組み合せによっては本来の(111)面 からは

ずれた面が成長することをLEEDの プロファイル

の観察によって結論できるいうのが内容の
一部で

あった。同様の金属 /半導体界面を研究している

者にとっては注意すべき1情報であった。

我々のポスター発表は会議 3日 目であった。ポ

スターにおいてはスペインのFloresや フランスの

Le Layま た西 ドイツNeddermeyerな ど前々より

文献上なじんでいた人々など多くの人々が関心を

寄せてくれた。特にFloresと は、スペクトルの解

釈をめぐって手紙で何度か議論をした相手だけに

意義深い交流となった。解釈に関しては結局合意

できなかった。

我々の口頭発表は4日 目の半導体表面構造を主

なテーマとする表面科学のセッションで行われた。

講演後いくつかの質疑応答を行ったが、特に講演

8 3 - 4 2 1 6

スペイン、

国際会議

東北大学 省野河
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内容の核心に触れる質疑応答には至らず、講演者

として安心もしたが、反面、物足 りない感じでも

あった。というのも、我々の講演内容は半導体表

面構造に関するいくぶん大胆な提唱であると自負

していたからである。

他の回頭講演やポスター発表 も多く見聞した。

1   9月 15日 16日の 2日

1  間、デンマークのコペン

ハーゲンのフィンゼン研

究所で行われた色素細胞

の増養に関すそ1研究会 と

9月 19日～ 22日 の 4日 間、西 ドイツのギーセン

にあるリービッヒ大学で行われた第12回国際色素

細胞会議に出席した。

色素細胞の培養に関する研究会は、そのあとの

国際色素細胞会議に多くの研究者が集まるのを利

用して開かれたものであるが、最近ヒト正常メラ

ノサイトの増殖系が確立されたこともあって時宜

を得た企画といえる。この会では、力I、ルからヒ

トに到る各種動物の正常色素細胞の培養系の確立、

金魚赤色腫等の腫易細胞の研究、マウヌ、やヒトの

メラノーマ培養細胞を使った生化学的研究等、約

50の演題が発表された。 研 究会を企画した Dr

lngolfの方針で、殆んど時間を制限さね′ず、卒直

な討論が充分行われる雰囲気のもとで会は進めら

れた。私は両生類色素胞の増養系の確立という題

で、ウシガエル、アフリカツメガエルの黒色素胞

の増養について講演を行った。ウシガエ、ル黒色素

胞に関するものは、都立老人総合研究所の近藤博

士との共同実験で、継代 100代以上を経た株につ

いての報告であり、アフリカツメガエル黒色素胞

に関するものは大学院生の福沢君との共同実験で、

MSH(メ ラノサイ ト刺激ホルモン)の添加による

増殖系の確立の報告である。ウシガエル黒色素胞

83-4217

西 ドイツ他、第 12回国際色素細胞会議他

また、その都度、文献上なじんでいた人々にも会

う機会を得たり、数少ない旧知の人々とも隈しい

会語をすることができた。

以上、このような機会を与えていただいた山田

科学振興財団に末筆ながら、御ネL申し上げたぃ。

東北大学    井  出  宏  之

の株細胞の確立の際、一旦、増殖速度の落ちる段

階があるが、その前後の染色体の変化について等

の討議を行った。数多くの報告のうち、金魚赤色

腫培養細胞を赤色素胞のモデルとして、色素顆粒

移動の解析を行ったウェイン州立大での研究が興

味深かった。ここでは正常赤色素胞の増養も行わ

れているが、この場合も我々の場合と同様、株細胞の凍

結保存ができず、この問題は解決できずに残っている。

2日 おいて19日から始まった国際色素細胞会議

は、魚類メラノーマの遺伝学的研究そ著名な Dr

ぬ想ersを中心として行われ、毎朝、学会参加者の

為に魚の飼育施設を公開するなど特色のある会議

であった。この会議では、魚類からヒトに到るまで

広い範囲の色素細胞の研究が報告され、我々とは

g‖染の薄いメラノーマの臨床報告のようなものも

多く報告されたが、基礎的なものでは、ヒト正常

メラノサイトの増養細胞の表面抗原とメラノーマ

表面抗原を分化の面から対比させたDr Eisinger

の研究に興味があった。私は、ここでは、前々回

のボストンでの大会で報告した「色素胞間の転例

の問題をさらに進めたものとして、転換させない

で増殖させる条件についての報告をした。

出発直前に大韓航空機の事件が起こり、私はソ

連航空の切符を持っていたため、急遼、予定を変

更せねばならなくなり、また、アフリカツメガエ

ルのアルビノの発見者であるDr.Hoperskttaが

この事件の為に来られなくなったなど、この事件

の余波に振 り回された 2週 間でもあった。
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11  9月 5日 から9日 まで

1 イ
ギ リスのオックスフォ

‖ 二 繋雇冨寧皆畳言奮圏尿

報1 会 議に参加し、招待講演

を行った。またその前後、西 ドイツミュンヘンエ

科大学のVo■ Klitzing教授、同ブラウンシュヴァ

イグのPTBの Kramer教 授、合衆国ベル研究所の

Platzman博士、マサチューセッツエ科大学のLee

教授、ハーバード大学のHalperin教授↓朝 待され

講演及び討論を行った。

国際会議は一般のテーマについては、テーマご

とに一つの招待講演といくつかの一般講演及びポ

スターセッションにより行われたが、私の講演テ

ーマであるFractional Quantum Hall Effectは最

も新しく最も重要なテーマであるため、特別に私

のを含めて四つの招待講演が行われた。これらの

1983年の 9月 12日か

ら5日 間、 西 ドイツの

Stuttgarしにおいて開かれ

た第 7回結晶成長国際会

議に出席した。この会議

は、第 1回のボス トン会議(1967)以来、3年 ごと

に開催されている。今回は、26ケ国から約500名

が参加し、核生成、結晶成長機構および結晶育成、

評価の基礎的研究と、現在の電子産業を支える実

用材料としての結晶の育成技術と評価法に関連し

た研究が発表され、熱心な討論が行われた。会議

は3会場での口頭発表とホールでのポスターセッ

83-4230

イギリス、二次元電子系に関する第 5回国際会議

東京大学 吉  岡  大 二 郎

講演と一般講演では理論、実験ともに最新の成果

が発表された。講演及び個人的な接触を通じて最

新の成果の情報交換ができた事は非常に有意義で

あった。

会議の前後に訪れた研究所、大学でも多くの人

々とさまざまな問題についての討論を行ったが、

Fractional Quantum H』 l Effectについては I‐Ial‐

perin教授、Lee教授との討論は特に有意義であっ

た。その他、量子系のモンテカルロ法についての

ベル研究所のKlauder博士との討論、 グ ラファイ

トについてのベル研究所の家博士、MITの Dres―

selhaus教授との討論等が有益であった。

Fractional Quantized Hall Effectの理論的解

明は、ある程度の目途はついているもののまだ完

全には行われていない。今回の渡航の成果をこの

問題の解決のために役立てたいと思う。

83-4 233

西 ドイツ、第 7回結晶成長国際会議

学習院大学   守 矢

ション、それと12日の夜だけフィルムセッション

が行われた。16物フィルム、ビデオ、さらに地元

のKlapper教授による結晶育成の実演が興味を集

めていた。

現在の結晶成長学あるいは結晶工学は、半導体

結晶に象徴されるように、工業技術としての発展

は非常に著しいが、学際的には大学の結晶関係の

講座が減少しつつあるなど、かっての1950～ 60

年代の勢いは無くなっている。しかし、この会議

で強く感ぜられたことは、当時の華引者であった

Frank,Jackso■,Cahnの 時代から30代 の研究者

へと中心が移っていること。さらに、実験方法も

男
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これまでの結晶表面の頭微鏡観察から、Rohrerら

によるScalming tunnelling Microscopソ による結

晶表面構造の直接測定、BllgraIIlによる結晶成長

時の国液界面のゆらざ測定など新しい観1察法の開

発が行われつつあること。また理論的にもvan der

Ee飼鋼,M也 1ler Krumttarな どによる新しい取

り扱いが提案されつつあることであった。

我々の発表は最終日のシリコンシンポジウムで

あったが、当日のポスターセッション、口頭発表

では、シリコン及びガリウム ・ヒ素の欠陥を 「赤

外線散乱 トモグラフィー」という新しく開発した

83-4

方法で観察した結果を発表した。

半導体の欠陥としては、シリコンはある程度解

決されており、多くの人はガリウム・ヒ素の研究

に移っている。このことから、ガリウム・ヒ素に

ついて多くの質問をうけ、サンプルを送るから共

同研究をしようという誘いを受けた。我々が赤外

線散乱 トモグラフィーで観察した欠陥像は、これ

までとは異なった欠陥についての情報を含んでお

り、欠陥の解明には国内 ・国外との協力が必要で

あると感ぜられた。

おけるその時々の トピカルな話題を中心として、

小規模の国際研究集会を開き、その分野の専門家

が世界各地から集まり起居を共にしながら充分議

論ができるように配慮された一種の研究所である。

イタリア政府及びシシリーの政庁から会議の基本

的な運営費等は出され、また参加者の滞在費の一

部援助に関してはアメリカの民間の会社 財ヽ団か

らの援助も受けているようである。

さて、集会には、世界各地から約30名の参加者

をもって開かれ、日本からは3名 の講演者が参加

した。今回の集会の公式テーマはL■duced GrNl‐

tationという重力のある特殊な模型に関するもの

であるが、現実にはより広 く量子重力理論一般を

カバーする活発な議論がくりひろげられた。会議

の最初の演者であり今回の会議の組織者でもある

プリンストン高等研究所のS Atter教授はInduced

Graviti10■の歴史、 最 近の発展等の要を得た

summaryを 話した。Induced Grttitationそのも

2 3 5

イタ リア、E r i c e

tatlon

広島大学

Workshop on lnduced  Gravェ ー

藤  川  和  男

のに関しては、易 しい部分は計算 され、より難 し

い基本的な問題が残 されているという感想をもっ

た。

会議の中では、重力場が無視できない強さで存

在する世界でのゲージ理論が多 くの人達により議

論 された。特に、WiscOnsin大学のL Parker教授

の講演では、大統一理論等 との関連で宇宙の比較

的初期 と強い重力場の結びつきが大統一理論とい

う観点か らも興味あるものであり、宇宙の相転移

に対する重力場の影響が強調 された。

重力の理論の新 しい流れとして、プ リンス トン

大学のAt Stromingerと G.HorOwitzと いう若手

が中心 となって、Einsteinの重力理論よ りも対称

性のより高いいわゆる共形不変性を持つ重力理論

の古典的及び量子的性質の研究が発表 され、活発

な議論を呼んでいた。

さて、筆者の話した重力の量子論の径路積分に

よる一般論であるが、Brandeis大学のS Deserそ

の他の量子重力の専門家が強い興味を示 して、質

問が続出し、結局 1時 間半近 く講演をする結果 と

なった。この議論か ら筆者が学んだことは、一般

座標変換 と局所 ローレンツ変換のかかわ り合いが

ある種の重力理論 (例えば超重力理論)では、重要
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な役割を果たし、一般座標変換の量子効果による

破れ等の問題が生じ、その分析に筆者の定式化し

た径路積分法が見通しのよい出発点を与えうると

いうことであった。いずれにしても、充分な講演

時間を使って深く議論できたことは、筆者にとっ

て非常に有益な会であった。

83-4

58年 9月 12、13、14

の 3日 間にわたって、米

国バージエア州のバージ

エアエ科大学において陳

粒子物tEPにおける保存則

の低エネルギー領域でのテスト」と題する国際ワ
ークショップが開かれ、世界各地から約 50名の研

究者が参加した。
｀

昨年から今年にかけて、cERN研 究所で陽子 ・

反陽子反応によって、wボ ソン、zボ ソンが本目次

いで発見され、弱電磁相互作用の実験的検証がな

されたが、10oGeVを 遥かに越える高いエネルギ
ーの領域でどの様な新粒子が存在するのか、また、

どの様な相互作用が働 くのかについては、現在の

ところ、加速器による直接的な検証が不可能であ

る。

しかし55電磁相互作用の研究に原子核のベータ

崩壊の精密な研
i究が多く貢献した様に、現存する

加速器では到達不可能なエネルギー領域に関する

情報を、低いエネルギー領域の様々な物理現象徴

いは加速器を用いない実験)の 精密な測定を行う

ことから得ることが可能なはずである。

今回のワークショップでは、この様な観点から

以下に述べるようなホットな話題について、研究

成果の報告や、討議がなされた。

1)核 子崩壊実験一日本からも、神岡鉱山にて進

行中の実験について、高エネルギー研究所の高橋

嘉右氏の報告があった。

最後に、この集会に関しては、筆者と東大の藤

井保憲教授とで、去る11月 24～ 26日 に広島大

学理論物理学研究所で開かれた 「重力及び宇宙論

に関する研究会」でも報告し、日本のこの分野の

多くの研究者にも会議の概要をお伝えしたことを

つけ加えておきたい。

242

アメリカ、 WOrkshOp On Low Energy Tests Of

CoIぉervttiOn Laws in Particle Physics

易墨峯鉢尭弄  早 野 龍 五
2)磁 気単極子(モノポール)

3)ニ ュー トリノの質量測定、ダブル ・ベータ崩

壊等

4)ミ ュオンの稀崩壊や、崩壊パラメタの精密測

定

5)パ イ中間子、K中 間子の稀崩壊

筆者等はニュートリノの中に100MeV近 辺の非

常に重い成分があったとしても従来の実験ではそ

の存在が否定できないことに気付き、K中 間子崩

壊で放出されるミュオンの運動量を精密に測定す

ることによって、重ニュー トリノの検出をめざす

実験を行った。その結果仮にその様なニュートリ

ノが存在してもその混在確率は非常に小さい事が

見い出された。

この実験は現在大強度のK中 間子が得 られる研

究所が世界で高エネルギー研究所と米国のブルッ

クヘブン研究所の 2箇所しかない事もあって会議

でも評価され、今後も日本でこの様な独自性のあ

る研究を進めてゆくことが大切である事を再認識

した。

加速器の到達エネルギーは、過去半世紀の間に

指数関数的な伸びを記してきたが、現在考えられ

ている大統一理論のエネルギー領域 (10の 15乗

GeV)に 近い将来達する見込みは無い。一方、核

子崩壊の検出や、モノポールの検出はそれだけで

現在我々の知る 「標準」モデルを越える何かが存

在することの直接的な証拠となる点で重要である

し、「標準」モデルでは質量ゼロとされているニュ
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―トリノの質量が有限であることが実証されたり、
パ リティの破れで完全に左巻きとされている弱い

相互作用に若干でも右巻き成分のあることが見い

出されれば、「標準」モデルが不完全であることが

わかる。

しかし、標準モデルを越える伺かが存在するこ

とがこれらの実験で推察されても、それがどの様

な粒子によって媒介されている相互作用であるか

について、最後は加速器等によって くw、 Zの 様
に)生 成 してみなければならないとぃぅ点で、高
エネルギー実験と低エネルギー領域での精密測定

とは相補的、且つ同様に重要なフロンティアと言

える。

今回のワークショップでは特に驚く様な新結果

の発表は無かったが、参カロ者全員が大加速器によ

る高エネルギー実験と並んで、低エネルギーでの

精密測定や、核子崩壊、モノポール探しの様に加

速器を用いない実験も素粒子物理の今後の発展の

為に欠くことのできない重要なフロンティアであ

るという共通の認識を強くした点で、大変有意義

な会議であった。

私が出席 した会議は正

式名 “ 1lth Europeall

Conferttce oin Control‐

led Fus10n alld Plasma

P l l y s i c s " というもので、

1983年9月 5日～ 9日 に西 ドイツ、アーヘン市で

開催された。この会議はヨーロッパ物理学会が主

催し隔年にヨーロッパで開催され、核i副1合とプラ

ズマ物理の分野では国際原子力機関が主催する国

際会議と並んで世界で最も権威がある。参加者は

西欧、東欧、ソ連の他、米国、日本から集ってく

る。

アーヘン市は西 ドイツ、ベルギー、ォランダの

国境に近い中都市で、神聖ローマ帝国の首都であ

ったこともある伝統のある都市である。市の中央

には古い大きな教会があり、そこから石畳を歩い

て 5分 ぐらいに会場のアーヘン大学カルマン講堂

がある。この講堂には四つの大講義室と三つのロ

ビー、一つの軽食堂がある。大講義室では招待講

演、日頭発表が行われ、二つのロビーではポスタ
ー発表が行われた。残る一つのロビーは受付であ

った。会議ではすべて英語が使用された。

招待講演では大研究所の現在の研究状況や権威

3--4244

西 ドイツ、第 11回 制御核融合 とプラズマ物理にお

けるヨーロッパ会議

東京大学    長   山  好  夫

者によるレビューがなされた。一般講演は日頭に

よるものとポスターによるものとに分けられた。

ポスターセッションでは各研究所の研究者たちが

ポスターを前に説明をしてくれた。ここでは聴衆

と1対 1で議論をするために、相当つっ込んだ白

熱した議論が行われた。大講義室の口頭発表では

質問する倶」にもためらいがあるが、ここではそぅ

いうことは全 くない。友人にもなりやすい。その

ために学生から大学者まで広 く人気があり、現在

のプラズマ物理の国際学会の主流となっている。

今回の会議の注目すべきことの一つは、巨大 ト

カマクのうち米国のTFTRと ECの 」ETの 初期的

実験結果が公表されたことであろう。巨大 トカマ

クは核融合炉の科学的実証を行うために 1975年

ごろから米国、EC、日本、ソ連で建設されてきた

もので、建設費が、例えば日本の」T-60の 場合、

2千億円にも達する巨大な実験装置である。今回

発表された内容は単に運転に成功したというだけ

で学問的価値はないが、ょうやく巨大 トカマクが

動きだしたことは感動に値する。

私の発表は9月 8日 の日頭発表でおこなわれた。

内容は東大と名大プラズマ研が共同開発した軟X

線 トモグラフィー(断層写真の一種)によって名大

- 6 1 -



プラズマ研の中型核融合装置JIPP T一 Iに おい

て トカマクプラズマの破壊的不安定性を調べたも

のである。特に従来の理論では破壊的不安定性が

説明できないことを実験的に明らかにし、新たな

理論を求めるという主旨である。私としては初め

ての国際学会での講演なので、日本では先生方に

見てもらい、渡航後もホテルで棟習をした。全く

緊張した。本番では声が上ずってぃたが無難であ

ったと講演後の夕食で原研の友人が評してくれた。

講演後、フランスのフォンテネオローゼ研究所

83-4

1983年 10月 24日 一

29日、中華人民共和国北

京市において標題の国際

会議が開催 され、山田科

学振興財団の援助によ り

これに参加した。その目的とする所は、この会議

に出席し研究講演を行うと共に、アジア諸国の流

体力学者と研究成果をお互いに交換し、かつ親陸

を深めること、又できれば中華人民共和国の現状

を視察し調査することであった。

アジア流体力学会議は、東京大学境界領域施設、

佐藤浩教授、インド科学研究所、Narasimha教授

が中心となり、我国流体力学者が尽力して創設さ

れた。第 1回の集会はインドのバンガロールで行

われた。以後 3年毎に開かれることになり、今回

は第 2回 目に当たる。これの組織委員長には、中

国科学院力学研究所長のT Co Lil(林 同製)教授

が就任した。

会議は北京市万寿路実憎で行われ、約 200名 の

科学者が参加し、その半数は中国が占めた。講演

テーマはほぼ流体力学全分野に亙 り、細目は、(1)

乱流 (2)流れの安定性 (3)遷音速流 (4)境界層と

衝撃波 (5)空気力学 (6)水面波 (7)水力学 ・水理

学 (8)数値流体力学 (9)低レイノズル数流れと希

の研究者が話に来てくれた。この研究所はフラン

ス随一の核融合研究所であり、破壊的不安定性に

関しては世界的にも最先端の研究を行っている。

1週間後にこの研究所を訪問した時に、10時から

5時 までここの研究者達と討論することができた。

これは私にとって大きな収穫だった。

今回の旅行は未熟な私にとって大変稔 り豊かな

ものであった。派遣の援助をして下さった貴財団

には心より感謝している。今後も私のような幸福

な若者が数多く派遣されんことを願っている。

247

中華人民共和国、第 2回 アジア流体力学会議

大阪大学    井  上  良 糸己

薄気体論 80渦、後流、ジェット OD地球および

天休流体力学 この二相流 09多子し性媒質中の流れ

G41非ニュートン流体 t9電磁流体力学および生化

学流れ は0生物流体力学であった。著者は、「5夢卜

線形ロスビー波系における地形的不安定性」とい

う題目の研究を上記(2)の部会で発表し、清発な質

疑応答があった。全体を通じては、乱流に関する

講演が比較的多かったが、乱流分野の中でも最近

我国で流行りの 「カオス」等の基礎的理論研究の

発表はみられなかった。

特別講演には、安定論で著名な米国のC C Lin

教授、乱流理論で著名な英国の G.K Bttche10r

教授が招聘された。Lin教授は、「銀河、乱流、お

よびプラズマ」という題で、Batche10r教授は、「洸

でん作用 :一つの古典問題における発展のレビュ

ー」という題でそれぞれ講演を行った。両者共に

世界的に有名な流体力学の老大家であるだけに、

その内容は興味深いものがあったが、とりわけ前

者の雄大なお話には深い印象を受けた。

会議の中国には、北京市郊外八達嶺にある万里

長城および明十三陵へのバス旅行が用意された。

幸い好天にめぐまれ、これを十分に楽しむことが

できた。又、会議終了後は、西湖の東岸にlT~む美

しい都、杭州、巨大な岩山の林立する奇観が出水
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画の世界へ導く桂林へのツァーに参加した。中で

も、ご年配の先生方のご夫人同伴が目立ち、その

温かい心遣いが推察された。常日頃の内助の功に

対する返礼であろう。やはり我々研究者にとって、

家庭の協力が極めて大切であるということを痛感

した。

私にとっては、学問的な意味だけでなく、いろ

いろな意味で実 り多い海外出張であった。このよ

うなアジァにおける数少ない地域国際学会に対し

て派遣援助をして下さった山田科学振興財団に心

から感謝する。

この度山田科学振興財

団か ら渡航費を援助され

20th Pttlliversary,  In

ternatiOnal SylnpOsium

Attances in OげOm筑 0_

grtthyに 出席することができた。このシンポジゥ
ムは昨年 4月 東京で第 18回が開催されたのである

が、今回は20周年記念ということで、10月 3～ 6

日アムステルダムのホテルオークラで盛大に開催

された。参加者は約 550人 で、初日に演出の凝っ

たレセプションがあり、パーティ等のソーシャル

プログラムも盛 り沢山で、会議は大へん盛会であ

った。また開会式ではノールウェーのE.Jellum

(何万人というノールウェー人の尿および血清成

分のクロマ トグラフィープロファィルをコンピュ
ーター解析し、何年にもわたって追跡できるシス

テムを開発)、ドイツのGo SchOmbllrg(キ ャピラ

リーカラムを用いるmultidimttsiOnal GLCの新

しい分野を開拓)とアメリカのA Zlatkis(長年の

GLCの 研究とこの会議の20年間の会長としての

功績)の3博 士がTswett chrOmatOgraplay Med』

を受賞した。この会議は分析機器の展示が行われ

るのも特徴であるが、今回も欧米機器メーカー24

社の展示とデモンス トレーションが会期中行われ

た。

我が国からの研究発表は京大波多野博行先生、

日本化薬宮崎浩博士と小生の 3名 で、他に数名の

出席者があった。私は花粉から発見された新しい

3-4248

オランダ、20th Anniversaly,Latern筑lomal Sym―

posium― Advances in 01rOmttOgraphy

東京工業大学  池  川  信  夫

植物成長ホルモンbrassinolideのGLCに よる分析

法を開発し、GC一 Ms法 による超微量分析法が

極めて有効であることを発見し、それを応用する

ことによって植物界に広く分布していること、お

よび種々のアナログが存在することがわかったこ

となどを発表した。

この会議で発表された内容はGLC,HPLc,T

LC等 クロマ トグラフィー全般にわたり、新しい

カラムの作製から生化学的応用迄大へん巾が広く、

出席者もあらゆる分野にわたっていたが、ぃずれ

もクロマトグラフィーに強い関心を持った人達の

集団である。発表演題は 105題で、国別に見ると

アメリカ29、西 ドイツ12、フランス10、オランダ

9、 イギ リス8、 ソ連 5、 スイス4、他の14ケ国

からの演題が 2～ 1と いぅ分類になる。近年のク
ロマトグラフィーの分離技術と検出法の進歩が自

然科学全般の進歩発展に与えたインパクトははか

り知れなく大きいが、その基礎的な研究の殆んど

が欧米の科学者によるものであることは大へん淋

しい。しかし最近はこの分野の日本の研究は活発

であることを諸外国でも認めている。今回の会議

がヨーロッパでぁったといぅ地理的条件はあるか

も知れないが、観光客の数を考えればもっと日本

から参加して会議をリードしてもよいように思う。

この会議を1985年か 86年 に日本で開催してほし

いという強い要望があった。

最後に援助を頂いた山田科学振興財団に心から

御礼申し上げる。
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表題の二つの国際会議

に出席するために10月9日

東京を出発しルベン大学

(ベルギールベンラスーブ、

10月 10日～14日 )、北欧

理論原子物理学研究所(Nordita)(デ ンマーク、

コペンハーゲン、10月 15日 ～ 11月 8日 )を 訪間

滞在し11月 9日帰国した。

ルベン大学におけるルメー トルシンポジウムは
一般相対論的宇宙膨張の解をみつけたルメートル

を記念し、国際天文連合後援のもとに宇宙論 ・天

体力学で活発に研究を進めている人々(米、英、仏、

西独、スイス、イタリア、日本、ベルギー、オランダ

等から50名 )を集めて開かれたものである。特に

私の関連する宇宙論の分野ではPeebles,Sciama,

McCrea,Silk,Audollze(理 論)、Oort,Shmidt

(観測)等の多 くの大家が出席し活発な討論が行わ

れた。私はこのシンボジウムでは宇宙の極めて初

期で起る真空の相転移について講演を行った。こ

のシンポジウムの出席者は伝統的な宇宙論研究者

が多かったにもかかわらず、素粒子物理学との関

連の極めて強い私の講演に対しても活発な質問議

論が展開された。今回のシンポジウムは小さな会

議であったが、それだけ大変家庭的ふんいきであ

り出席者同志が互いに議論を通じてよく知り合う

ことができた。

コペンハーゲンにおける 「モノポール ・ガット・

宇宙初期ワークショップ」(出席者、米、英、仏、

西独、イタリア、ハンガリー、ポーランド、日本及

び北欧諸国より100名)は、近年素粒子物理学と宇

宙論が極めて緊密な関連を持っていることが次第

に明らかになってきたため、素粒子物理学 ・宇宙

論の分野で活発に研究を進めている研究者を集め

て新たな知見を得ようとして企画されたものであ

る。ワークショップにおいて最 も活発に議論され

た問題は、モノポールの宇宙での生成(Weinberg

3 - 4 2 5 6

ベルギー他、ルメー トル国際シンポジウム他

東京大学 佐

等)、進化(SatO等)、モノポール・フェル ミオン系

の場の理論(Osland,Yamagishi等 )、天体物理か

らの制限(Wasserman等 )、インフレーション宇宙

モデル(MOss,SatO等 )、銀河形成(」ones,Szalay

等)であった。私は2回 の登壇のチャンスが与えら

れたので、まず 「膨張宇宙におけるモノポールの

相互作用とクラスタリング」について、最近の私

達のグループの研究成果を含めレビューを行った。

特にモノポール星が現在の宇宙に存在するならば、

それがlo3 M。程度であるという結論は多くの人

達が興味を持ったようで後で多くの質問を受けた。

第 2の 講演では、最近小玉氏と共同で進めている

「新インフレーションモデルの多次元的シミュレー

ション」について研究発表を行った。これは従来

の多くの研究では、宇宙初期でおこる相転移は S

U(5)か らSU(3)× SU(2)× u(1)へ 直接

進むとして考えられてきたのに対し、多次元的に

ヒグスlS―の進化を計算することによリゲージ対称

性の進化をダイナミカルに示したものである。

研究会においてはこれまで手紙や論文を通じて

しか知らなかった多くの人達に直接会 うことがで

き、親交を深めることができた。

又、このワークショップの行われたNorditaに

おいてワークショップとは別に 「超新星爆発 :そ

のニュートリノトラッピングと初期モデブ巧解訓判

というタイトルでセミナーを行った。又当研究所

のC.」.Pethick,G.E.Brown両 教授、Ji Cooper―

stein博士等と超高温高密度物質の状態方程式、

中性子過剰原子核の電子捕獲、超新星爆発のダイ

ナミクス等について議論を進めた。又H.Nielsen

教授とも宇宙開びゃく時の状態について議論を行

った。

二つの国際会議、Norditaに おける研究者との

議論を通じて得 られた情報 ・知見は今後の研究の

進展に大いに役立つことが期待できる。

彦勝藤
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筆者は、このたび本財

団の援助をうけて中国に

出張し、昭和 58年 10月

25日から同 29日 の間に

北京の万寿賓館で開かれ

た表記の国際会議に出席、併せて流体力学分野で

の日中学術交流活動を行って同年 11月 8日帰国し

た。アジア流体力学会議は、アジア地域の自然 ・

資源 ・開発 ・民生等に対して何よりも不可欠な役

割を担う流体力学の発展と研究交流を強力に促進

するため、日本 ・中国 ・インドを初めアジア諸国

の研究者を中心に組織されたもので、長い準備の

のちに 1980年 12月 インドのバンガロールで第 1

回の会議を開き、成功裡に中国が第 2回 の主催国

を引受けたわけである。同時に、ユネスコの一環

である理論応用力学国際連合 (IUTAIM)の 下部

機構としてアジア流体力学委員会 (委員長は東大・

佐藤浩教授)が常置さオ弘全般的な企画 ・運営に当

っている。その意味で、全世界に向って開かれた

会議であることはいうまでもない。

今回の会議には14ケ国から215名 の人々が参加

したが、その内訳は、中国 129、 日本 38、インド

23、 uSA 7、 ホンコン4、 西 ドイツ3、韓国 ・

マレーシア ・フランス各 2、パキスタン・スリラ

ンカ ・イギリス ・イタリー ・カナダ各 1であった。

少数ながらアジア以外からも積極的な参加があっ

たことに注目したい。講演数は、招待講演 6、一

般講演が191に達し、基礎研究から機械 ・土木 ・

航空等の諸工学、宇宙 ・気象 ,生物等への応用ま

で殆ど流体力学の全域に亘っている。会場の万寿
‐
3~館はホテルを持つ専用の国際会議施設で、外人

参加者の全員が宿泊できたから極めて効率的であ

った。現地の対応として、学術関係には中国科学

院力学研究所、事務接待関係には中国科学技術協

3-4258

中華人民共和国、第 2回 アジア流休力学会議

電気通信大学  大  路  通  雄

会(CAST)が 当り、国際会議の経験は必ずしも豊

富とは思えなかったが、非常に多くの人員を投入

して並々ならぬ熱意と誠意が示されたことには敬

服のほかない。ちなみに、登録費は50ド ル、論文

集は40ド ル、滞在費は 55ド ル/日 (ツイン)で あ

る。特に安いわけではないが、その代り極言すれ

ば食事を含めてそれ以外一文も使わずに済む。高

富の招宴やエキスヵ―ションも中国風に鷹場で、
一味ちがう趣きがあった。

研究発表の内容はおおむね現代的な課題に関わ

り、高い水準を示したものも少なくない。ただ、

講演数の関係で六つの分科会が並行したので、大

幅に論文集に頼らねばならなかった。活発な研究

の反映とはいえ、直接討論の機会が減殺されるこ

とには今後一考の余地があろう。一方、欧米諸国

で学んだ指導的な研究者の下で、留学の経験を持

たない若手の活躍もかなり目立ってきている。専

門的な詳細は省略するが、全体的にみると理論的

研究に比べ実験の方面が今一歩のように感じた。

アジア民族の特性というよりも、政治的不安定や

研究経費の不足が主因ではなかろうか。流体力学

の分野に限らずアジア人が持つ科学的潜在能力を

発揮させるために、経済的 ・政治的背景を含めた

研究教育環境の改善が急務であるといわなければ

ならない。

会議の最終日、第 3回 の会議を 1986年 日本で

開くことが決定された。過去 2回 の経験の上に立

つて、アジア的風土を生かしたさらに実り多い会

議の実現に努力したいと考えている。今回の機会

に、我国からの参加者の約半数は北京大学、浙江

大学、武漢水理電力学院その他を分散訪問し、今

後の日中学術交流に対しても得るところが多かっ

た。以上のすべてについて、本財団から賜ったご

理解とご援助に深く感謝したい。
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8 3 - 4 2 5 9

アメリカ、「遺伝的組換え機構」に関する会議

大阪大学 /」ヽ 行英

Airlie HOuseは、首都

ワシントンから車で西南

へ約 1時 間、バージエア

州の農場にある。なだら

かな起伏が拡がる緑の広

大な土地の中に、200人位は入れる大きな会議室

や食堂を持つ本部館を中心に、宿泊家屋が点在し

ている。ちょうど、この会議の頃(10月 31日―11

月 5日 )は紅葉の盛 りで、行く道々スケールの大き

な色の移り変 りを楽しむことができた。

出席者は約 150人余 りで、米国を中心にヨーロ

ッパと日本から少しずつといったところで、特徴

は若い助教授クラスやポスドクが多いことであっ

た。この会議をオーガナイズしたRadding(Yale

大)とWeisberg(NIH)は 、この分野の若い研究

者を育てることも、一つの大きな目的にしている

のだと言っていた。

会議は、午前 9時から12時過ぎまで口頭による

発表、年後はポスターによる発表、夜は、8時 か

ら12時近くまでまた口頭発表という具合に、全く

ギッシリといって良いスケジュールで進行した。

この分野における最近の大きな進展は、大腸菌

のre伏 たんぱく質によるDNA組 換え反応の分子

機構の大筋が解明されたことであった。ここ5年

ほどの間に 10指にも余る研究室が競って、生化学

的手法でその解明を急いで来たが、現在ではそれ

もほぼもうピークに達したと思われ、当事者の一

人としては、さてこれから遺伝的組換えの研究を

どう発展させるかが大きな関心事であった。この

ような時期を反映してか、発表も多種多様な生物

系で、しかも色々な組換え系が取りあげらオ弘r∝A

たんぱく質の211を意識してか、分子機構解明を指

向した研究が多かった。私にとって印象に残った

ものの中には、大陽菌のrecB・C遺 伝子の研究が

組織的に進み出したこと、酵母で外から加えたD

NAが 染色体のDNAに 組込まれるときの現象から

出された「二本鎖切断修復組換えモデル」が持て噺

やされていること、転移遺伝子の転移の分子機構

を研究する系が、Muフ ァージを用いた あ υ力70

系の確立によって出来たこと、免疫グロブリン産

生の際の遺伝子再編成に関与する因子の検索が行

われていること等であった。

一般的なことで印象に残ったことと言えば、米

国の若い人達が、研究内容を実に明解に要領よく

説得力をもって話す技術を身につけていると同時

に、適切な質問をし、討論する術を知っているこ

とであった。

さて、われわれは、これからの組換え研究の方

向を占う意味で、二つの試みをそれぞれ発表した。
一つは、recAたんぱく質の構造面から組換えの分

子機構の本質に迫ろうという試みであり、もう一

つは、recAたんぱく質の研究に用いられた方法論

が、真核細胞での遺伝的組換えの分子機構の解明

にも最も有望な方法となると考え、酵母を用いて

やはりそのスター トを切った研究である。前者の

試みについては、今まで競ってきた研究室の一つ

がその方向を指向していることがわか り、その他

若い人々から関心が寄せられて、その方向へ進む

意を強くできた。また後者の研究については、こ

れから当然主流をなす分野であるので競争が予想

され、どの位まで進んでいるかが関心事であった

が、われわれから見てまだ特に見るべきものがあ

るとは思えず、ますます気を引締めて頑張るとい

う意欲が湧いた。

このように研究に於ける一つの節目に、有意義

な会に参加するための援助を与えられた、貴財団

に対し、心からの感謝を申しあげ、今後にこの成

果を十分生かしたいと決意している。
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今回出席した第 6回国

際環境生物地球化学シン

ポジウムは、米国ニュー

メキシコ州の州都サンタ

フェで、10月 ]0～ 14日

の 5日 間開催 された。標高 2,100メー トル にある

サンタフェの 10月は、朝夕かなり温度が下 り、夜
はス トーブなしでは寒くて寝られないくらいであ

った。

シンポジウムはスィーニー会議センターで行わ

れ、 1生 物進化と地球の化学、 2c-1化 合物、

3移動、堆積、風化、4炭 酸塩、 5イ オゥの変化、

6地 下水、 7窒 素酸化物―その変化過程、 8土壌
という八つのセッションから成っていた。このう

ち、特に私の研究と関係が深いのは、第 5と 第 7

セッションであった。

第 5セ ッションでは、ィォゥ酸化細産Fなどに関

する発表、討論がなされた。西独のSteとにr博士は

海底温泉から分離したいくつかの絶対嫌1気性古細

菌について報告したが、その中には、H2,co2,

SOを エネルギー源として 110℃で生育するものが

含まれており、メタンを発生すると同時に元素イ

オウを硫化水素に還元して生育することができる

という。同じく西独のTruper博士は、非常に多種

類の光合成細菌におけるイオウ化合物の酸化経路

について発表し、各細菌でその酸化経路は非常に

異なっていることを示した。いずれの場合も中間

酸化4/2として亜硫酸を生じるとしていたが、すく

なくとも緑色イオウ細菌にはチオ硫酸塩を亜硫酸

を経ずに硫酸に酸化する経路があることを、以前

にわれわれは証明しているので、この点に関して

討論をした。しかし、解答のないまま逃げられて

しまった。

第 7セ ッションは私にもっとも関係の深い窒素

酸化物の変化過程に関するものであった。ヵナダ

のKnOttes博 士は、微生物による窒素酸化物の変
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アメ リカ、第 6回 国際環境生物地球化学シンポジ

ウム

東京工業大学  山   中   健  生

化について総括的発表を行ったが、アンモニア酸

化細菌によるアンモニアの酸化において、ある程

度酸素分圧が低くなるとN20が 多量に発生する

ことを実験的に示した。この戦 Oの 発生は、純粋

培養の場合よりも、土壌を共存させるともっと広

い範囲の酸素分圧において起こるという。最近、

地表や海面からのN20の 発生が問題になってい

るが、実際、スエーデンのRonner博士は、バルチ

ック海からのN20の 発生について発表し、かなり

の水深の部分までN20が 多量に溶けているが、こ

れの多くは細菌の硝化作用により生じたものであ

るとしている。しかし、硝化細菌によるN20生

成の機構に関しては不明な点が多い。われわれは、

本シンポジウムでポスターにより、アンモニア酸

化細菌のヒドロキシルアミン酸化還元酵素による

ヒドロキシルアミンの亜硝酸への酸化、および亜

硝酸酸化細菌の精製酵素系による亜硝酸の硝酸ヘ

の酸化機構について発表した。まず、ヒドロキシ

ルアミン酸化還元酵素は十分量の電子受容体が存

在すると、ヒドロキシルアミンを完全に亜硝酸に

酸化すること、この酸化は嫌気的条件下でもある

程度進行するがやがて一度生成した亜硝酸が消滅

することを発表した。嫌気的条件下での亜硝酸生

成はヒドロキシルアミン→亜硝酸の場合の酸素原

子が水分子から来ることを示す重要な事実になる

が、さらに亜硝酸の消滅は N20の 生成につなが

る可能性があり、おそらく酸素分圧の低い場合の

N20生 成はこの消滅と同じ機構によるのであろう。

このあたりの今後の研究が望まれる。また、亜硝

酸酸化細菌の精製各酵素から再構成した酵素系に

よる亜硝酸の硝酸への酸化についても発表した。

とくに、亜硝酸酸化細菌のテ トクロムalが 「亜硝

酸脱水素酵素」であることを明らかにした。

このシンポジゥムには、地元の米国は別として

も、カナダ、西 ドイツ、英国、イタリア、スエー

デン、ェジプト、オランダ、オース トラリア、イ
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スラエルなどから多数の研究者が参加して、連日、

独立栄養細菌に関する討論が清発に行われた。独

立栄養細菌は環境問題とも関連して大変重要な微

生物であり、またその生理学、生化学はきわめて

興味深いものであるのに、わが国ではこのような

83-4

10月10日より14日ま

での 5日 間、米国ジョー

ジア州アトランタ郊外の

パインマウンテンで第11

回国際有機金属化学会議

が開催された。米、日、独、仏、英等の主要各国

から一線級の化学者が集まり、参加人員は 321名

で口頭発表 135件 、ポスター76件 であった。大学

関係者にとっては参加しにくい時期であり、規模

は例年より縮小したが、参加者は朝9時より夜10

までの強行スケジュールを精力的に消化した。会

議のchairmanは グリエア試薬の研究で著名なE.

C.Ashby教 授(ジョージア・テック)、vice chair_

m anはACS ttOrganOmdttliOsの 編集長の Sey,

ferth教授 (MIT)で あつたo

Plenary lectureは次の五つである。 1)「 チタ

ンカルベンとテタナサイクルの有機合成と触媒反

応における役割」(CALTECの R.H.Grubbs教

授)。テタンカルベンとオレフィンからのテタナシ

クロブタンの形成とその熱分解機構。チタナシク

ロブタンと〔(cOD)RhCl〕 2ま たはcpTiC13と の

反応によるTi"CH2‐Rh,Ti―CH2‐Ti骨格のカルベン

合成。テタナシクロブタンによる環状オレフィン

の重合等が主題であった。 2)「 有機銅を用いた

有機合成」(ピエール ・キュリー大学J.Normant

教授)。R2CuLiお よびR2MgBrは 不飽和アルデヒ

ドとの反応でいずれも98%以 上の選択性で 1,4-

付加体を与えるのに対し、HC=ccH(OEt)2と

の反応では前者がRCHiC(Cu)cH(OEt)2を

細菌の研究活動はきわめて低調である。本シンポ

ジウムに参加して強く感じたことは、今後わが国

においても、この方面の研究がすこしでも盛んに

なってほしいということである。
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アメリカ、第 11回国際有機金属化学会議

大阪大学 安

与え、後者が (Cu)CH=CRCH(OEt)2を 与え

任意の付加物を選択的に合成できる。 3)「 可溶

性遷移金属化合物によるアルカンのCH結 合の活

性化」(カリフォルニア大学Bergman教 授)。(C5

Me5)MH2・ PMe3(M=Rh,Ir)を 光照射下ア

ルカンと作用させると、従来極めて安定と考えら

れてきたヘキサンやシクロヘキサン等が容易に反

応し一般式 (C5Me5)MR(H)・ PMe3が 生成す

る。反応は三中心機構と考えられる。 4)「 第Ⅳ

族から第Ⅵ族遷移金属錯体の最近の進歩」(オック

スフォード大学M.LH.Green教 授)。第Ⅳ～Ⅵ

族のいわゆる前周期遷移金属化合物の化学はその

特異な構造と反応性が最近注目されている。アル

キルチタンやアルキルモリブデンに対するβ一水

素脱離、CH結 合の活性化に対して三電子三中心

反応機構を提出する根拠を報告した。 5)「 リテ

ウム化合物の特異な構造」(エルランゲン・ニュー

ルンベルグ大学P.R.Schieyer教 授)。リテウム化

合物には従来のオクテット則では説明できないc

Li5やCLicが存在することをX解 析データーを用

いて報告した。以上の他にsession lecture力`10

件あった。

本年度の会議の特徴は次の三点に要約できよう。

1)第 皿～第 W族 前周期遷移金属錯体(Ti,Zr,Ta,

ランタニド、アクチエド等)に 関する研究が大幅

に増加し、 4年 前に較べ全体に占める割合は2倍

強に増加した。 2)Rh,Ir錯 体により温和な条件

下でアルカンのCH結 合の活性化、開裂が実現し、

本会議でもこの興味ある反応に対する活性化機構

源
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の討議が活発に行われた。 3)鉄 カルベン錯体を

用いた有機合成に関する報告が相次ぎ、新しい有

機合成試剤として注目された。

国内からの参加は5名であり参加人数は例年に

なく少なく我国の実力を考えるとやや淋しい感が

ある。私は 「Ta―ジエン錯体の特異な構造と反応

性」と題し口頭発表を行った。この分野の研究は

上述したように最近急速に進展している分野であ

り、米国のSchOck教授やBercaw教授といった強

1 会 議の全体経過

1983年 9月 5日 か ら9日

間、ソ連邦グルジア共和

国テラビにおいて開催 さ

れた第 3回 全ソ連邦固体

照射物理研究会議には、ソ連邦全上の関連 29研 究

所力)ら134名 、 13大 学わ)ら19名が参)j日した。当

初西狽J諸国から招待講演者として16名の出席が計

画されていたが、後に述べる大韓航空機事件の直

後という事情もあって多くの研究者が出席を辞退

し、本報告者を含めて 4名 (カナダ 1名、西 ドイ

ツ2名 )の 出席となった。 筆 者の専門である固

体の原子配列変化につながる照射損傷に関する実

験および理論の講演が 15、半導体の電子的性質変

化に関連するものが 6、 超伝導材料の特性と構造

変化に関するものが 4、 その他無機材料、有機材

料等の照射効果など、団体材料の面からみた限り

では全分野にわたり、極めて制限された数の合計

33の講演が計 8日 間を費 して行われ、充分な時間

をとって討論が行われた。

会議は専門用語の誤訳を見出すことが不可能な

程に完全な露→英、英→露の同時通訳つきで、印||

れない最初の頃を除いては極めてスムーズな意見

交換を行い得た。

2 講 演およびキリタニセミナー 会議の初日、

敵の前で発表することにより独創性と先駆性を明

確にできたことは有益であったと考えている。会

議の前後に、ユタ大学、アリゾナ大学、カリフォ
ルエア大学、イリノイ大学、 ミシガン州立大学、

ディトン大学に立寄 り計30名近い研究者とディス

カッションを行い一時間前後のセミナーを上記大

学で行ってきたが、有益な情報が得られた。派遣

援助に対して深く感謝したい。

3-4270

ソ連、第 3回 全ソ連邦団体照射物理研究会議

北海道大学   桐 谷 道

グルジア共和国物理学研究所長アンドロニカシュ

ヴイリ教授の開会のあいさつの後、モスクワの結

晶学研究所インデンボーム教授の 1時間の講演が

行われ、次いで筆者が 「電子、イオンおよび中性

子による固体の照射損傷と欠陥の性質および相互

作用」に関して 2時間余の講演を行った。筆者の

長年のこの分野の研究経過を系統的に述べること

を導入部とし、新しい研究の進展を説明した講演

は、出席者に傾聴の機会を与えたようである。夜

に入ったため初日はこれで閉会となり、討論の時

間がなく筆者としては一応残念であった。 講 演

後、主催者狽」から会期中にセ ミナーを特設するこ

とを承諾してくれとの要請と、講演で使用した約

70枚のオーバーヘッド原稿のコピーの許可を頼み

に来た。両者共に拒む理由もなくOKを 出したと

ころ、OHPに 関してはその夜 120ん″はなれた ト

ビリシの研究所に持帰 リコピーを作製、翌日出席

者に配布するとともに、 3日後に決ったキリタニ

セ ミナーに対する組織的な討論の用意が指示され

た様である。 会 議の 4日 目午前中の 3時 間を専

用して行われたセ ミナーでは、30余項目の質問が

約 20人の質問者によって系統的に提示された。3

分の 1は筆者にとっては教育的見地から答えるべ

き種類のものであったが、大半は筆者にも資する

所のある内容のものであった。

雄
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3 会 議場外での討論  会 期中順番待ちの様な

型で通算約40人またはグループとの個別討論を行

った。大きなグループは通訳を自前で同伴してお

り、小さなグループは通訳を借 りてくるという形

態であった。内容は筆者との直接関連研究内容の

討論、実験理論研究の指針の要請から、協同また

は協力研究の開始の可能性の打診まで多岐にわた

り、筆者に対する宿題も数多く発生した。

4 付 加業務としての研究所訪問  グ ルジアで

の会議終了後、モスクワ所在の三研究所を訪間、

セ ミナー講演および討論を行った。国休物理学研

究所訪問は日本出発前に手配しておいたものであ

るが、ヴアイコフ金属学研究所および結晶学研究

所の訪間はソ連側が用意して待っていたものであ

る。個別にあげて説明する余裕がないが、セミナ

ー講演の他、筆者の吉い論文のコピーを持出して

の討論や、彼等のデータについての議論など、中

磁性および磁性物質に

関する第29回年会議が米

国ペンシルバエア州ピッ

ツバーグで、世界各国か

|‖||‖‖llⅢllll」1い ら 約500人の参加者のも

と 1983年 11月 8日 ～ 11日 間にわたって開催 さ

れた。会議開催中は毎日4～ 5の オーラルセッシ

ョンが平行してあり、さらにポスターセッション

も行われた。基礎から応用まで含めた磁性に関す

るあらゆる分野の講演が約400,偏 (内招待講演約

40編 )あ り、その中には私が興味を持っているス

ピングラスの問題、希土類化合物の価数揺動の間

題に関する実験の報告 も多数あったこともあって、

この会議に出席出来たことはその意味でも私には

大変有益であった。特に目についたことは日本の

企業の若い人々が多数参カロしており、彼等の応用

分野での活曜である。一方私達の基礎分野からの

身の濃い話合いが行われた。

4 む すび  10日 間のグルジア滞在後モヌ、クワ

にもどった筆者は、空港に出迎えた物理学研究所

員他から、大韓航空機事件に関連して全ての国際

空路が閉鎖されていることを知らされた。 4日 間

の研究所訪間の間を縫ってソ連国営航空、日本航

空、中国大使館等を馳け廻り、結果的にはアエロ

フロー トと中国民航を乗りつぎ北京廻 りで当初の

予定より1日遅れで帰国した。この間、招待者の

ソ連倶」、日本大使館や日航事務所、中国大使館と

中国民航などがそれぞれに各様の対応を示しノたが、

本報告の本筋ではないので割愛する。

おしまいに、今回のソ連邦訪間により筆者関連

の研究に関する意見交換を行い得たことに加えて、

ソ連全上の関連研究所に直接の知人を多く得、彼

地の研究休待1等の理解を深め得たことは大きな成

果である。

3-4274

アメ リカ、

年会議

大阪大学

磁性および磁性物質に関する第 29回

日本人の参加者は少なく数名くらいにとどまって

いたのにはいささか寂しい思いがした。

私の講演は 「アンダーソンモデルの熱力学的性

質」と題するものであり、内容は金属中の磁気的

不純物の挙動を説明するために用いられるアンダ

ーソンモデルの熱力学的性質についてである。こ

のモデルは近年話題になった近藤効果の説明に用

いられているs―dモ デルを一般化したものであり、

これ等のモデルをベーテ仮説の方法で厳密に解く

ことが可能であることが 1981年に分ったのである。

今回の私の招待講演の目的はその流れにそって厳

密に解かれたアンダーソンモデルの有限温度での

帯磁率と比熱の計算結果を報告することにあった。

誰演後多くの人々から個人的に接触を求められ、

私としてはこの会議に出席し、私達の研究結果を

口頭で発表できたことに非常に満足している。ア

ンダーソンモデルは金属中での近藤効果を説明出

男斐地興
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来るだけではなく、表面吸着子の問題、さらには

最近話題になっている希土類元素化合物の示す価

数揺動の問題をも記述するモデルでもあるので多

くの人々が興味を示したものと思われる。

この会議の報告はあ勿 αと0デAp夕″夕冴 Pぁysたs

の特別号で 1984年 3月 15日にAmerican lnsti、

tute of Physics力>ら発表 されることになっており、

またこの講演で発表した内容の原著はこの会議の

83-4

私は昭和58年 10月 31

日から11月 11日 まで、

貴財団の援助により、ボ

ストンで開催された第30

回米国真空学会 ( 3 0 t h

NatiOnal SympOsium Of the Funeriα M■  /ヽacu■lm

Society)に参加 し、そのあとベル研究所を訪問 し

た。

米国真空学会は例年 どうり数百人の参加者を集

め、 4日 間に亘って六つのセッションに分れて開

かれた :(1)Vttuum Tech■010gy,(2)Eledronic

Materials and Processhg,(3)Suゴ碓e science,

(4)ASTM,(5)Thin Films,(6)FusiOn Tcch■o10gy,

私はFus10n Techno10gyのセ ッションで
“
A spe‐

cializ筑10n Of LOvァーEnergy IOn Scattering Spe‐

位roscopy and lts ApplicatiOn tO Surfat)e Studies

of Ticわと題する招待講演を行 った。この講演で

は最近私共が開発 した表面原子構造解析のための

有力な新手法である直衝突イオン散乱分光法ICI

SS(Impact_Collis10n IOn Scattering  Spectro‐

scopy)の 原理を述べ、かつこの手法を用いて炭

化チタンTic単 結晶の (111)お よび(100)表 面

の(1)原子構造、(11)化学活性、働 原子熱振動振巾、

0欠 陥構造の解析を行った結果を総合的に報告し

た。Fusion Technologyのセ ッションでの招待講

演であったので、核融合炉第一壁材料 として最 も

開催とほぼ同一時期にPゎ s″び冴 Rタフど夕″L冴姥容

50 1 1 5 7 ,  5 1  2 0 1 1 ( 1 9 8 3 )とPんy5″cs  Lタササタ″s

A9854(1983)の 3編 の論文ですでに発表ずみ

である。なお会議終了後ボス トン大学に招待さな

上記と同名の講演を行い、さらにスタンリー教授

をはじめボス トン大学の多 くの研究者との交流を

深めることができたことを付記する。
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アメ リカ、第 30回米国真空学会

無機材質研究所  青  野  正  和

有望視されているTicの 研究結果を中心に講演を

行ったわけであるが、用いた表面原子構造解析の

ための新手法自体はSurftte Sciel■ce関係の参加者

の興味を引きつけたようであった。米国真空学会

は30周年記念ということで、今回は真空科学の歴

史を示す展示会が開かれた。マルデブルグの半球

や、19世紀の真空ポンプなどが展示されていて興

味深かった。

米国真空学会のあとベノ瑚鞍所 を訪問し、
“
Struc_

ture Analysis Of Reconstructed SilicOn Stfacesけ

LOw― EnerbO‐IOn Scattering力と題するセミナー

を開いた。このセミナーでは、私共が開発した表

面原子構造解析のための新手法であるICISS法 を

用いて、シリコン(111)表面の 7× 7超 周期構造

を解析した結果について述べた。私共の解析によ

れば、「ピラミッド状のクラスター模型(pyralnidal

cluster model)」と私共が名付けた構造が導かれ

るのであるが、セ ミナーに参加したsnyder(分

子化学理論)、Cardil10(原子線散乱実験)は 私共

の構造模型に極めて好意的な意見を述べた。その

他にもMcRae(電 子回折実験)、Feldmala(高速

イオン散乱実験)、比maIIn(物 性理論)、Buck(低

速イオン散乱実験)、Chabal(赤外吸収実験)等、

シリコン表面の多数の研究者がセ ミナーに参加し、

セ ミナーのあと個人的に議論することができ、極

めて有意義な訪間となった。

- 7 1 -



米国真空学会およびベル研究所への旅行を可能

にしていただいた山田科学振興財団の各位に心か

83-4

表記の小規模集会が昭

和 58年 11月 14日から18

日の間西独Wttzburg近

郊のRetzbachで行われた。

この集会は種々のグルー

プの間の接触を深め、他のグループの行っている

方法の理解を深めることを目的として、西独 Bu_

yern州政府とVolkswagen財団の資金援助を得て

行われた。日・中 ・米 ・英 ・両独 ・仏 。伊 ・スペ

イン ・チェコスロバキア ・ギリシャ・トルコの12

カ国から約 30名が集まり、Benediktushδhe と い

う宗教施設に泊りこみで行われた。日本からの参

加者は筆者一人であった。11月のFranken地方は

寒さも厳しかったが、白鳥の群の泳ぐおだやかな

Mttnナ11に沿ったRdzbach村 の小高い丘の上の暖

かい宿舎で寝食をともにして、 5日 間にわたって

(半日の遠足をのぞいて)合計 19の講演を聞き、夜

はワインやビールを飲みながらいろんな質問をし

たり、雑談に花を咲かせたりして、各国の同じ分

野の研究者と親交を深めることが出来て大変有意

義な一週間を過すことができた。旅費援助をして

いただいた山口科学振興財団に感謝したい。

会議の講演者と講演題目を順に述べよう。第一

日目は、Wurzburg大 学のEbert教授の歓迎の挨拶

ののち、Jena大学のSchmutzer教授の 「射影重力

理論の厳密解」、米国Brigham Young大 学のHar‐

risOn教授の、Einstein方程式の厳密解を得る数学

的手法としての、「引き延ばし構造」、Queen Mary

C01legeのMaccallum氏の 「宇宙解」、Kttn大 学

のMashhoo■民の 「カー時空での制限された三体

問題」の四つ話があった。第二日目には、 Max一

Planck研のHbenselaers氏の 「IIKX変換の方測 、

ら感謝の意を表 したい。

2 8 0

西 ドイツ、

ショップ

金沢大学

一般相対論の厳密解についてのワーク

同じMax― Planclt研の Sttmidt氏 の数学的な

「GerOch群」の話、11linO 工ヽ業大のHauser教 授

の 「同次路lbert問題の方法」、同じ11linOis工業

大のErnst教授の 「同次Hilbert問題の結果」、同じ

11linois工大の Guo氏 の 「Einstein方程式の解を

得る非反復法」の五つの話があった。第二日目は、

Mllano大学のReina氏の難しい 「CPn模 型」の話、

Crde大 学のXanthopou10s氏の 「Yang一 Mills場

の厳密解」、Cardiff大学のSchutz氏の 「Nenton

極限」の三つの話があり、年后はWurzburg市 に

バスで出かけて、古城とResidenzを見学し、その

あと1319年に出来たというWeinstubeで Franken

地方のワインを皆で飲み、談笑に時も忘れるほど

であった。第四日目は、Madrid大 学のChinea氏

の 「ベクターBttklllnd変換と重畳原理」、Max―

Planclt研のMason氏 の 「超重力の対称性」、Wい

rzburg大学のDidz氏 の 「H座 変換の結果」、筆

者のブラックホールの串団子の、「Nカ ー粒子」、

トルコのMarmara研 のGurses氏の 「逆散舌し法」

の五つの話があった。最終日の第五日目には、ビ

ザがなかなか出なくて集会の途中に馳せ参じた東

独Jena大学のStephani,Kramer両氏の「Einstein一

Mttwdl方 程式」と 「BttHund変 換」の二つの話

があり、Ernst教 授が締め括 りの話をして終った。

この研究集会の分野には、佐藤 ・冨松両氏の日

本、Kralner・Neugedauerの東独、Ernst・ Har一

rison'KiIInersley‐・COsgrove諸氏の米国に強い

伝統があり、特に冨松 ・佐藤解をはじめとする国

本の寄与は大きいと思う。小生の話も評判がよかっ

たと思う。「この次は」apanese Retzbach』 との声

も多かったが、日本は地理的に孤立しているため、

参加者の旅費の問題が頭痛の種であろう。

示ll正崎
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このあとWirzburg大学に短期間滞在し、第一

回ノーベル賞のR6ntgen氏がX線 をみつけた装置

1983年 12月 26日 か

ら28日 にかけてインドの

ラクノウ市で薬用香料植

物に関する国際シンポジ

ウムが開かれ、参加した。

もっとも最初は27、 28日 に開催と連絡のあった

ものが、11月になって 27～ 29日 と変更され、12

月になってさらに26～ 28日 に変って 1日早 く来

るように電報が入 り、インドではどんな信じられ

ないょうなことが起こっても不思議ではないことは

百も承知のつもりでも、この二転三転にはやはり

鷺力>さオ■る。

このシンポジウムはラクノウ市の薬用香料中央

研究所の創立25周年を記念してのもので、同研究

所の講堂を会場にして行われた。

国際会議といっても、インドで開かれたことな

ので、参加者は勿論インド人が圧倒的に多く、外

国からの参加者は私のほかは、西 ドイツ Saarland

大のSchneider,韓国ソウル大のChang,オ ース ト

ラリアWestern Australia大のCannon, 香 港中文

大のBut,イ ギリスNotthgham大 のEvそms,同じく

London大 のIIylands,スリランカcOmmonwealth

Scittce CouncilのSilva、同じくPeradeniya大の

GunatilakaパキネタンH.E.」 .Research LIsti‐

tuteのSidttquiの諸氏の合計10人で、それぞれ招

待講演を行った。

インド側からも何人かの招待講演者を繰 り出し

てきたが、その中のハイライトは cula■tta大 の

Chatteriee, Bose lnstitute 2) Bhatta―charrya、

M u l t i‐C h e m  R e s e a r c h  C e n t e rのD e vお よびGo―

vi n d a c h a r iの諸教授であった。 し か しェースの

Ch a t t e r i e e教授は、そのうちにくるといわれなが

を目のあたりに見ることができたのは幸せであっ

た。

83-4282

インド、薬用香料植物に関する国際シンポジウム

東北大学 曳

ら結局は不参加。開会講演はGovindachar激 授が

行ったが、話は満天に星をまいたような内容で、

スライドも使わず、911の難解な英語で、完全には

理解できなかった。Bhtttachrya教 授の話はセス

キテルペノイドの転位に関するものであったが、

内容的にはいささかカビの生えたもの。そこへ行

くとDev教 授の講演は、インドで採れる松やにに

多く含まれるl■l-3-careneを 利用してl―l―men_

血ol,l■l一け物″s―chrysanthemic acid,ll― c,s―

caronaldehyde acid hemiacetal,l Ll一carvonJこ誘

導しようとする試みに関するもので、化合物自体

がモノテルペノイドという簡単なものなので、派

手さはないが、自国の資源を活用しようというも

のであった。

私にとって興味があったのは同じラクノウ市に

ある中央薬物研究所のDhawan教 授のインド産薬

用植物の生理活性に関する講演であった。膨大な

内容であったが、これはィンドが誇る同研究所の

薬理部門が総力を挙げて行ってきた業績の集大成

なのであろうから、内容が豊富なのももっともと

いうべきかも知れない。

私の講演は植物の肝障害抑制成分についてであ

ったが、各国とも肝炎は大きな問題となっている

ので関心も深く、この方面の研究をしている人も

かなりあり、私の話した肝障害抑制作用の新しい

検定法は簡便で、多数の検体を精度、再現性良く、

かつ安価に行えるので、いろいろと質問や教示の

要請があった。

このシンポジゥムに参加し、旧知の人たちとは

旧交を温め、また新しい知己を得て、誠に有意義

であつた。その機会を与えて下さった山田科学振

興財団に深謝する。

宏野
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1 9 8 3 年1 0 月 1 日から

7 日まで、 イタ リ
‐
/ の

Ericeで 開かれた誘導重

力研究会(Itnduced C」rtti‐

ty Workshop)に 出席さ

せて頂いた。報告に先立ち、誘導重力という考え

方について、簡単に説明申し上げたい。

現在、標準的な重力理論は、アインシュタイン

の一般相対性理論に基づくものと考えられている

が、実は、これも最終的な理論ではなく、もっと

基本的な理論の近似的な表現ではないか、とする

考えが、特に素粒子論研究者の間に根強い。とり

わけ、重力定数が次元を持つことが、現在の重力

理論の不完全さを表わしており、背後にある、無

次元定数のみを含む理論から、対称性の破れによ

って、一般相対論が再現される、とする見方があ

る。

このような行き方にも種々あるが、数年前Adler

は、重力定数を他の素粒子に関する量によって与

える理論を提案し、誘導重力理論と名付けた。こ

れは、重力子を、素粒子の束縛状態とみなす寺沢

英純氏(出席)らの方法とも関連し、更には1967年

のSaltharovのpregeometryという考え方にもつな

がる(今尚自由を束縛 されている同博士を励ます

ために、参加者一同より手紙がi送られた)。

さて今回の研究会は、上記Adtterが主催したも

ので、EttOre Ma」orana Centre ttr Scientiflc Cul

tureにおいて、またその援助を得て行われた。研

究会は、全部で22の 講演と、それに伴なう自由な

討論とから構成された。参加者は30人。この数は

予定を下回ったが、この時期は、大学に職を持つ

研究者にとって便利とは言えないためであろう。

しかし、これ位の小人数になると、議論は極めて

活発になる。話の途中の、ちょっとした気軽な質

問から、執拗で手厳しい批判に至るまで、質疑応

83--4287

イタリア、誘導重力研究会

東京大学 一膝 憲

答は自熱し、講演のほとんどは、予定の時間 (30

分、または45分 )を大幅に超過した。しかし、それ

を許す時間的余裕 も十分にあり、時には、食事の

時間まで議論が持ち越された。

ただ、誘導重力理論そのものは、現在やや停滞

気味で、話題の多くは、その周辺をめぐるものが

多かった。特に印象に残 ったのは、Boulwale,

HorOwitz,Stromingerによる、スケール不変な重

力場の系の全エネルギーがゼロであるという証明、

Kaluza―Klein理 論におけるフェルミオンに関す

るZeeの 試み、経路積分によって異常項の本質を

明かした藤川和男氏の理論等で、何れも、素粒子

論と重力理論の統一を目指す野心的な仕事である。

私は、スカラー ・テンソル理論について話した。

これはAdlerの 考え方の、いわば一つのアンチテ

ーゼであったが、やはり重力定数の起源に関する

考察から出発したもので、自然界における長さ、

時間の尺度の起源を、宇宙論的立場から論じたも

のである。

若手から熟年まで、専門家が山にこもって行っ

た討論の結果が、誘導重力理論、更にもっと広い

意味での統一理論にどんな影響を及ぼすか、今後

に注目して頂きたい。

Ericeは、シチ リアの西端、Trapaniの海岸から

そそり立つ標高 750物の孤立峰の頂上附近を、古

城と共に覆うように広がる小集落である。中心部

のPiazzaも水平ではあり得ない。centreは、迷路

のような石畳の道の一角の、中世そのままの石壁

の建物の中にあった。ここの建物は何れも、くす

んだ外観とは打って変って、広く、明るく、美し

い内部によって人を驚かせる。

真中の一日は遠足にあてられ、地中海と、ギリ

シャの遺跡の見物を楽しんだ。

この実り多い研究会に参加することを可能にし

て下さった財団の御好意に、深く感謝申し上げたい。

保井
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1973年 12月 7日 ～ 9

日にアメリカ合衆国オク

ラホマ州タルサ市に於い

てアメリカ化学会南西支

部第39年会が開催 される

に際し、まとまった話を十分時間をかけて聴いた

り討論できる様にとの配慮でいくつかのシンポジ

ウムが企画された。私が招待されたのはそのうち

の 「最近の生物化学 トピックスシンポジウム」で

ある。これは、NMRの 医学への応用、 生 物化学
への物理的手法の応用、癌の化学、および生体関

連有機硫黄化学の四つのセッションから成ってお

り、外国から私の他にフランスLangue(loc工科大

学の」.J.Aubanac教 授が招待されていた。12月 6

日タルサ空港には本学会の世話人をしておられた

Oral RObetts大学のG.X Thyvelikakath教 授と
一足先に着いておられたAlbanac教授御夫妻が出

迎えて下さり、その日私達はThyVelik江にath教 授

宅に泊めて戴き翌 7国 会場のウィリアムズプラザ

ホテルに向った。この日からシンポジウムも含め

て225件 の講演が予定されていた。

私の講演は最終日の年前中、生体関連有機硫黄

化学のセッションで行われた。私の前の演者はこ

のセッションの座長を務めたテキサス大学のB,S.

Thyagaraian教授で、ジメチルスルホキシドの生

体内化学反応機構と生理作用について述べ、それ

に関する彼の新しい仮説を提出した。二番手の私

は 「肝臓 ミクロゾームモノオキシゲナーゼおよび

酵素モデル系による有機硫黄化合物の酸化」と題す

る45分 の講演をした。その概要は次の通 りである。

生体にとって異物である医薬、農薬、食品添加物

等が体内に摂取された場合、これ等の化合物は肝

臓でチトクロームP_450や 含FADモ ノオキシゲ

291

アメ リカ、

ウム

筑波大学

最近の生物化学の トピックスシンポジ

ナーゼによって酸化され親水性を増して尿中に排

泄される。テ トクロームP_450に よるスルフィ

ドの酸化がスルフィドから酵素酸化活性種への一

電子移動を経由しておこり、スルホキシドと脱ア

ルキル化生成物の二種類の生成物を与えるのに対

して、含FADモ ノオキシゲナーゼによるスルフィ

ドの酸化はスルフィドの二価硫黄が酵素酸化活性

種の過酸化結合酸素を求核攻撃する反応であり、

生成物としてスルホキシドのみを与える。これ等

二つの酵素によるプロキラルスルフィドヘの酸素

添カロ反応に於いて、立体特異性は傾向を同じくす

るが、含FADモ ノオキシゲナーゼによる方が遥か

に高い立体特異性を示す。又、立体特異性と反応

速度のpHや 酵素活性賦活剤の影響について得た

興味ある知見についても述べた。

私の後、ワイオミング大学D.S.Watt教 授の講

演やオクラホマ大学K.D.Berlin教 授の抗不整脈

生理活性のある有機硫黄化合物の合成と動物実験

に関する講演等が続いた。このこじんまりとした

シンポジウムではその方面の専門家が膝つき合わ

せて厳しい時間の制約も無 く密度の高い討論がな

され、大きな成果を得る事が出来た。

このシンポジウムの後、テキサスクリスチャン

大学にP.D.Bartlett教授を訪ね、ここでは過酸化

物化学の講演をした。テキサス大学オーステン校

のD.M.Ziegler教 授の所では含FADモ ノオキシ

ゲナーゼの最近の研究について情報交換や有益な

議論をする事が出来た。その他アイオワ州立大学

等を訪問し化学研究についての討論や親交を計り、

12月 18日成田に帰着した。

以上、非常に有意義な米国への学術旅行をする

事が出来た事を心から感謝する。

憲森藤
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「第8回赤外とミリ波

に関する国際会議」が

1983年12月 12-17日

に米国フロリダ州マイア

ミ・ビーチに於て開催さ

れた。このシリーズの会議は、赤外線よリミリ波

にわたるサブミリメー トル波(あるいは遠赤外線)

領域の研究を取扱う目的で、 1974年 に 「サブ ミ

リメートル波とその応用に関する国際会議」の名

のもとに第 1回の会議が開催されたものである。

当初隔年ごとに開催の予定であったものが、この

分野の研究の急速な進展に伴って、 1978年 の第

3回会議より毎年開催になり、また第 4国会議よ

りその名称が現在の 「赤外とミリ波に関する国際

会議」と変更になっている。開催地は、米国とそ

の他の国(従来はヨーロッパ)とを毎年交互に選ん

できている。発表論文の内容は、各々の開催国の

研究の特色を反映しており、例えばヨーロッパで

の会議では分光学、米国ではデバイス ・システム

関係の論文が多くみられる。

第 8回 の本会議は、IEEE(米 国電気電子学会)

のMTT(マ イクロ波理論と技術)分科会及びラジ

オ科学の国際ユニオンを主催団体として開催され

たもので、発表論文は世界 16ケ国より約200編、

参加人員は主催者側発表で230名 うち邦人は9名

3-4295

アメ リカ、Eighth lnternational Conference o n

lnfrared and Mlllimder Waves

東北大学    水  野   皓   司

であった。会議の形式は四つのセッションが平行

して進行するもので、各セッションの最初に関連

分野の招待講演が行われた。今回はセッションが

次の四つの分野に大別された為に、パラレルセッ

ションであっても聞き易く参加者に好評であった。

1)ミ リ波(検出器、大気伝播等を含む)、 工)ジ

ャイロトロン(自由電子レーザーを含む)、五i)サ

ブミリメートル波(レーザー光源、分光学等を含む)、

市)プ ラズマ診断。内容からみた今回の会議の特

徴は、ジャイロトロン及び短 ミリ波領域のレーダ

ー、ラジオメーター (物体の熱放射を受信する受

動的な計測方式)等 の研究が数多く発表されたこ

とにある。

これらの発表のプロシーディ3カ
ドとしては、Plenllln

Press社 より発行されている雑誌Int′1」.IR&M

M Wavesが 使われている。この雑誌は、1980年

に発刊されたもので当初四半期毎発行のものが論

文数の増加により翌年より隔月にな り、又今年

(1984年 )よ り毎月発行になる。 こ れはこの分野

の研究の活発化を示すもので、かつて電磁波スペ

クトラムの谷間といわれていたサブミリメ
ートル

波領域であったが、今後の研究の進展が期待でき

る。なお次国の第 9回会議は、わが国の宝塚で本

年(1984年 )10月に開催されることに決っており、

現在その準備が進行中である。
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インドのタタ研究所の

後援で去る1月 5日 から

1月19日まで開催 された

マハブレシュワール冬の

学校に関してその概要を

報告する。この冬の学校は2年毎にタタ研究所が

開催している研究集会で、理論物理学の最新の発

展に関して各回毎にテーマをしぼって集中講義と

研究発表の形で行われている。今回の中心テーマ

は、 supersymlnetryと ■on_perturbative  fleld

theOryでmain lectllrerがS.Ferrara(Geneva i

supersymmetryに関して)と筆者(nOnィ)erturbat血

field theoryに関して)で、私は5回 に分けて各 2

時間の講義をした。

この他外国からの参加者は、BhanOt(米 国、プ

リンストン)、Hall(米国、ハーバード)、Ra町 (米

国、ロス ・アラモス)、curtwright(米国、フロリ

ダ)、Nath(米 国、ボス トン)で 各 1～ 2回 講演が

あり、その他にインド人研究者のセミナーが10回

程度行われた。参加者の規模は全部で50名程度で、

マハブレシュヮール (ボンベイから南へ 150た″程

昭和5 9年1月4日 より

4日間にわたって米国フ

ロリダ州クリアウォータ

紺宮竪 二F二千至甲|!空1丁霊認鶉調雛1翻鍋纂盤灘畿 項酸素に関する国際会墨
(COSM0 84)に 出席し講演および討論を行った。
一重項酸素(singlet Oxygen)は最近大気汚染、生

体系での役割、有機合成への応用、高分子の劣化

83--4296

インド、理論物理学冬の学校

東京大学 江

にある避暑地)の町にあるdub houseを借 り、そ

こで宿泊 ・食事 ・講演等が全て行われた。

当地は海抜 1,000物位の峠にあるため気候は日

本の春のようで、また衛生状態も極めてよく,快適

にすごした。

会議の内容はSpringerから一冊の本になって刊

行される予定で、現在原稿を執筆中である。筆者

の講義内容を紹介すると、l N=∞ で s01ubable

な 2次元の場の理論 2 random matrix模 型 3

gauge理論の100p方程式 4 gauge理 論のN=∞

reductiOn 5 格子上のWilsOn fermiOnについて、

で 1～ 4は 内部自由度が大きな極限、N=∞ 、 の

場の理論に関する総合的な報告、 5は格子ゲージ

理論でのfermiOnのとり扱いに関する新しい idea

の紹介である。

私としては、この会議で旧知の研究者と会い、

討論ができた事、又、インドの風物にふれる事が

できた事が楽しい思い出になった。会議に参加し

たインド人研究者の質が高い事も大変強い印象を

受けた。会議の後、ボンベイに出てタタ研究所に

3日程滞在して帰国した。

3-4297

アメ リカ、一重項酸素 に関す る国際会議 (COS

M084)

京都大学    斉  藤     烈

などさまざまな分野で注目を集め、その基礎と応

用に関して物理化学、生化学、光化学、有機化学

など幅広い分野で研究が活発に行われている。米

国を中心とするこの分野の研究者約70名が一堂に

会して米国フロリダ州クリアウォータービーチで

シンポジウムが行われた。我が国からは筑波大安

藤亘教授と私の二人が出席した。

会議は南フロリダ大学B Stevens教授が組織委

徹口
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員長となり、1)発 生方法、2)消 光の機構、 3)

反応機構、 4)生 体系での役割、 5)大 気圏での

役割、 6)有 機合成への利用の 6部 門で活発な討

論が行われた。特に、最近のレーザー技術の進歩

と微弱発光の計測方法の発展によリー重項酸素の

消光過程がより正確に捕えられるようになり、一

重項酸素の寿命が各種条件下で正確に測定され消

光の機構が次第に明らかにされつつあることが

TexasttM.Rodgers教 授など数グループから報告

された。Rochester ttD.G.Whitten教授およびu

CLAの Foote教授 らは一重項酸素による生体系ヘ

の傷害についてモデル系を有効に利用してその概

要を明らかにする試みについて講演した。ラクト

ベルオキシダーゼなどの酵素系で効率良く一重項

酸素が発生することが数グループより報告され、

生体内での役割について活発な議論が行われた。

反応機構についてはA,P,Schaap,A.Frimer,

C.W.」 effOr,G.W.Grifflnお よび安藤教授らの

発表について詳しい討論が行われた。合成への応

第 5回 微生物における

感覚伝達に関するゴード

ンコンファレンスは、1984

年 1 月3 0 日から2 月 3 日

の 5日 間、米国カリフォ

ルニア州のオクスナードで開催された。ヨットハ

ーバーをそなえたリゾート地とあって、冬という

のに暖かく、オオカバマダラやキベリタテハが飛

び交い、ほぼ毎日が快晴という好条件に恵まれた。

会議には米国から93人、ヨーロッパから13人、

それに日本から6人など合計 100人余リカ参加し、

活発な討論が行われた。特に海外在住の日本人の

参加も含めると、日本人は 13人、それに日本姓を

名のる二世 ・三世も加えると、その日本のイメー

ジの占める程度の大きいのが、この分野の門外漢

用としてH.H.Wasserman教 授 らのβ―ラクタム

合成への応用、太陽光を直接利用する大規模合成

反応への利用(」.E.Guillet教授)な どが注目され

た。我々が開発した水溶性一重項酸素キャリアー

およびこれを用いる生体系の酸化および電子移動

反応によるスーパーオキシドイオンの生成につい

ても活発な討論が行われ、出席者の注目を集めた。

気相反応についてもR.Wayne,E.A,Ogyzlo,D.

」.Bogan教 授らの講演があった。
一重項酸素という一つの重要な化学種について

生物化学、物理化学、理論化学、有機化学など幅

広い分野の研究者が一堂に集まり講演 ・討論する

ことは従来の縦割 りの討論会とは趣の異なったも

のであり、互いに欠点を補い合い学際的な研究を

進展させるためには極めて有用であることがあら

ためて認識させられた。

最後に、この様な機会を与えていただいた山田

科学振興財団に心から感謝したい。

3-4299

アメリカ、ゴー ドンコンフ

ける感覚伝達」

東京都立大学  和   国

ァレンス 「微生物にお

としての私にはまず驚きであった。

会議は9!00～ 12!00の 年前の部と19i30～

22:00の 夜の部に分かれ、昼間は思い思いのま

まに、テエス、水泳、ヨットのセーリング、さら

には小型飛行機を自ら操縦して空を楽しむ人もあ

り、日本での学会やシンポジウムには見られない

おおらかさとそのスケールの大きさも印象深かっ

たが、それにつけても昼休みにやれることもなく、

ただ昼寝をしていた小生には自分ながら情なかっ

た。

会議の内容はバクテリアの化学走性の感覚受容

機構ならびに運動機構が主であったが、高等動 ・

植物を含めた生物における光受容とその情報伝達

機構などについても多くの時間が費され、全講演

数は合計34であった。その他数十のポスター発表

正
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が行われた。

発表内容はまだ誌上発表をしていない新しいデ
ータであることを要求される一方、会議で発表さ

れるデータの写真撮影や講演発表中の録音、さら
にはこの会議で発表された内容の引用も禁止さ,ほ

また講演要旨集もなにも作らないといぅ徹底した

運営方針にpublicatiOnに対するきびしさが感じら
れた。そんなわけで会議の内容をことこまかに説

明するわけにもいかないが、小生の発表 「シダ原

糸体におけるフィトクロムの細胞内分布と分子配

向」に対しても多くの質問やコメントが寄せられ

まことに得るところが多かった。特に異なる分野

の専門家に我々の話を聞いてもらえたことや、そ

の人達と知 り合いになれたことなどは大きい成果

であろう。

最後に、外国人と対等に研究成果を発表し、ま

た発表された研究に対して討論していくには、学

力特に語学力不足であることを痛感したが、この

ような実り多い会議に派遣していただいたことに

ここで感謝の意を表したい。

1984年 1月 15日から

21日まで、フランス南東

部のラプラニュで、「素粒

子と宇宙物理学での有限

質量ニュー トリノ」の主

題で第4回 モ リオン研究集会が開催された。出席

者はヨーロッパの各国から55名、アメリカから21

名、日本から2名 であった。ニュー トリノの質量

が有限であることから予想される次のようないく
つかの現象について、実験と理論の報告と討議が

なされた。

(1)異なるフレバーを持つニュートリノ間の振動(実

験)(2)素 粒子崩壊の終状態に重いニュートリノ

が現れる効果 (主として実験)(3)重 いニュー ト

リノの崩壊 (理論)(4)有 限質量のニュートリノ

が宇宙論に及ぼす影響から質量の上下限を推定す

る研究 (理論計算)(5)太 陽ニュートリノの観測

(演」定値とニュー トリノ源強度の理論計算)(6)三

重水素(3H)崩 壊でのニュー トリノ質量の直接測

定 (実験 :物売 〈55eVと 初亮 〉20eV)(7)逆 べ
―夕崩壊で放出されるニュー トリノや超対称理論

で想定される粒子の測定 (理論の予想値と実験計

画)(8)二 重ベータ崩壊によるニュー トリノがマ

ヨラナ型かディラック型かの決定と質量または右

3-4304

フランス、モ リオン研究集会 :素粒子 と宇宙物理

学での有限質量のニュー トリノ

大阪大学 小  谷  恒  之

巻き相互作用定数の大きさ (実験と理論)(9)異

なったフレバーを持つニュー トリノが何種類存在

するのか (実験)α Oニュトリノの実験装置で観
測されるモノポール測定の可能性 (実験)

以上のようなニュートリノの性質を決定する諸

過程について、個々の現象ごとに、現在までに得

られた結果と将来の実験計画が報告されて、お互

いに情報を交換した。

(8)の二重ベータ崩壊については、右巻き相互作

用の正しい定義や核行列要素の理論計算の不定性

を含めて、小谷が40分の総合報告を行った。二重

ベータ崩壊の決定的な演1定はないが、この過程で

得られる質量の上限は5ま たは14eVで 、 こ の値

は(6)の下限〉20eVと 矛盾する。その解決法として、
ニュー トリノ振動が観測されない事実とも矛盾し

ない擬ディラック・ニュートリノの考えを示し、

また右巻き相互作用の寄与についてもこの報告で

論じた。

決定的な実験結果が出ていないため、会議の結

論といえるものはなかったが、将来の実験計画に

ついて活発な意見交換がなされたし、二重ベータ

崩壊に関してはアメリカの誤った理論にひきづら

れている人々に私共の正しい考え方を説明できた

のは有意義であった。会議外でも沢山の質問攻め
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に答えるのに長時間を費した。

この研究集会終了後、二重ベータ崩壊の実験を

行っているイタリヤのミラノ大学 (陽子崩壊の実

験もやっている)と 西独 ・ハイデルベルグのマッ

クス ・プランク原子核研究所 (太陽ニュー トリノ

の実験もやっている)を 訪ねた。両所でそれぞれ

1時間ずつ講演し、その前後数時間かけて、先方

で平素たまっていた疑間に対して答えさせられた。

83-4

去る 2月 13-15日 、

ロスアラモス国立研究所

で開催 された表記研究会

に、山田財団の御援助を

得て出席 した。この研究

会は最近強力な熱外中性子ビームの供給できるス

パレーション・パルス中性子源や新しい強力X線

源であるシンクロトロン放射が出現したことによ

り、これまでほとんど実験不可能だった疑集体の

高エネルギー素励起(01～ 数十ev)の 研究が開

始されたことに呼応して、この分野の研究を今後

どう発展させるかを討議するため持たれた世界最

初の国際研究集会で、各国より120名の研究者が

参加し、連日夜の 9時過ぎまで白熱した報告 ・討

論が続いた。

議題は初日がeV中 性子分光法、X線非弾性散乱

法で、筆者は、筆者等が世界に先駆けて開発した

原子核共鳴吸収による新しい中性子分光法と、こ

れを用いた超流動ヘリウムのボーズ疑集等凝集体

の基底状態での運動量分布の研究について発表、

さらに各国でなされつつあるこの種の中性子分光

器開発研究のレビューを担当した。幸い我々の研

究に対しては非常に高い評価を頂戴した。第 2日

目は高エネルギー磁気励起、電子励起について多

くの理論家を含む第一線の専門家による研究の現

状と将来への提言がなされ熱心に討論された。最

全般的な印象として、ヨーロッパとァメリカの

間には小研究集会などを通じてひんぱんに意見交

換の機会があり、その際、私共の理論も話題にな

ったらしいが、誤解の上に意見一致をみていたら

しい。これらの誤 りを正すこともできたので、今

回の渡欧は大変有意義であった。この機会を可能

にして下さった貴財団の援助に心から感謝の意を

表したいと思う。

313

アメリカ、「凝集体の高エネルギー素励起」に関す

る研究会

易墨峯券発昂  渡 辺    昇
終日は運動量分布の測定、高エネルギー ・フォノ

ンの測定に関するセッションで、ここでも我々の

研究成果について外国人発表者による紹介もあり、
一定の評価は少なくとも得られていることを確認

できた。

連日のハード・スケジュールに出席者は皆こん

なに消耗した研究会は初めてだと述懐していたが、

しかしそれなりに多くが報告され、突っ込んだ討

論を通じて、今後の研究の指針についてある程度

の輪郭がつかめたし、研究を進める上での問題点

も明らかとなった等、非常に密度の高い有益な研

究会であった。

ここに本研究会に出席しての筆者の感想を述べ

させていただくと、先ず各国が主な研究機関から

各々数名以上を派遣しているのに対し、我国から

は筆者 1人だけ (ブルック ・ヘブン国立研究所か

ら白根元、植村泰朋両博士が出席されたが、我国

からではないのでこれを除く)し か出席できなか

ったことが誠に残念であった。次に我々の研究に

対する評価であるが、筆者が直接発表した内容に

ついては、十分な評価が得 られたことが確信でき

たが、そのほかにもいくつか主張できる研究成果

があり、これらについては外国人がレビューする

ことになっていた。勿論それらの一部については
一定の評価とともに紹介してもらえたが、同種の

研究が他研究機関にもある場合、その内容が我々
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よりかなリレベルの低い場合にも、それらだけが

紹介され、我々の研究が全く無視されたところも

いくつかあった。西独から派遣されたDr.H Rauh

(筆者の共同研究者で 1982年8月～1983年 10月

高エネ研に滞在)は この事実に大変憤慨したが理

由は簡単で、彼等が大いに評価した他研究機関に

おける研究成果 も実は彼等自身が当該研究機関に

短期間にせよ招へいされ共同研究を行ったもので

あることを後で知 り、領けた。そのことはともか

83-4

米国環境保護庁(EPA)

はわが国の環境庁に相等

する連邦政府の機関であ

るが、全米に10の直轄地

域研究所と15の専門研究

所が付属している。このうち都市環境、産業環境、

環境計測、健康影響の4研究所はオハイオ州、シ

ンシナチ市の7階建の大 きな建物に集っている。

この市はオハイオ河の右岸にあり、対岸はケンタ

ッキー州である。

ノース ・カロライナ州のリサーチ ・トライアン

グルにはやはり四つの研究所が集中しているが、

ここが主として大気関係であるのに対してシンシ

ナチの市は水と廃棄物が中心である。

研究所は広大なシンシナチ大学(ブ‖寸立)の敷地に

とり囲まれ、従って大学と密接な研究交流を行っ

ている。研究内容は産業廃棄物の処理、上 ・下水

道の管理、分析計測技術、有害物質の健康影響な

ど広い範囲におよんでいる。わが研究所の水質土

壌、綜合解析、計測技術、J情報、保健など各部と

似たところもあるが、当方が科学的であるのに対

し、より行政的で実務的である。わが国では厚生

省や建設省の所管する上 ・下水道事業、通産省の

監督する産業廃棄物処理などに関係が深くその意

味でも国公研とは研究内容が異なっている。建物

く、欧米の研究者間での共同研究は、我国の研究

者が外国の研究者と行っている共同研究に比べ桁

違いに多く、各研究施設への外国人の招へいは短

期も含めると圧倒的に多いのが実状で、このこと

が研究の促進に重要な役割を果すとともに相互理

解を深めていることも見逃すわけにはいかない。

最後にかくも有意義だった本研究会への出席を

可能にしていただいた山田科学振興財団に対し心

よりの感謝を表したい。

319

アメリカ、シンシナテ市の環境保健研究所における

環境科学研究状況の視察および討議

国立公害研究所  近  藤  次  良 ほ

の 7階全部が動物実験用施設であるが経回試験が

主でズー トロンのような暴露試験設備は無い。基

礎的研究は大学等に委託しており、ここでは応用

研究が主体で、実証試験は所外に大規模な試験場

をもって、そこで行っている。

私は 「国立公害研究所における研究活動」と題

して、 1時間あまり講演したが、各研究所からは

勿論、大学からも聴講者があって質問も多かった。

彼等はEPAの 研究所でもう少し基礎研究に力を入

れるべきであるとの感想をもった様子であるが、

新規に研究プロジェクトを樹てると従来のものを

どれか削れと言われるとコボしていた。所長連中

の感覚は日米いずれも同様である。

私は実験室の見学よりも所長、部長たちと研究

内容、今後の計画、行政との関係などにつき説明

の聴取を重点に 1日半をここで過した。わが方に

参考になると思ったのは次の項目である。

環境微生物の開発のための遺伝子工学、データ

処理にシューハー ト・チャー トを利用すること及

びこの手法の普及 ・教育、上 ・下水システムのシ

ステム分析、とくに費用効果分析の応用、固体廃

棄物の処理、有害物質とくにダイオキシン問題…

等。

なにしろ国土が広大な国であるから廃棄物処理

法なども直接わが国では真似のできないものもあ
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るが、EPAの 研究方針などよく解った。この視察

は11月 28日午後から29日まで充実したスケジュ

ールであったが、研究所に留学している公衆衛生

院の池内孝氏の世話に負う処が少なくなかった。

他に下水道事業団の大嶋篤氏も滞在中であった。

ともに学ぶ処が多いという感想であった。

ギブ ・アンド・テークであったが、このたびの

視察は国立公害研究所としても米国の研究事
1盾や

その動向を知る上において得るところが少なくな

かった。この視察は山田科学振興財団の援助によ

って実現したものであることを付記して感謝の意

を表する次第である。
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筋肉収縮の分子機構はいまだ十分に解明されて

いない。当研究室ではテーマの一つとして筋収縮

の分子機構をミォシン分子、特にアクテンとの結

合能とATP分 解能を持つ ミォシン分子の頭の部

分であるサブフラグメントー1(s-1)と 、アク

チンとの分子構造を調べることにより明らかにし

ようという試みがなされている。言うまでもなく、

ある蛋自質の分子構造を知る上には、x線 結晶解

析が最も優れている方法であるが、S-1の 場合

いまだ結晶化されておらず、他の手段で s-1・

アクチン結合体、S-1の 分子構造を推察しなけ

ればならない。その方法として当研究室では、蛍

光エネルギー移動法が用いられている。この方法

は励起された蛍光分子の近傍に、ほぼ同じエネル

ギーレベルの吸収帯を持つ分子があると、発光の
エネルギーはそれに吸収され、蛍光がその分だけ

減少し、そしてその減少の程度が 2分子間 (二つ

の発色団の間 )の距離の 6乗 に反比例するという

原理に基づいている。この方法で 10-80A範 囲

の距離の測定が可能である。

S-1に はATP結 合部位、 ア クチン結合部位

の他にいくつかの活性 ・特殊部位 (ア ミノ酸残基)

がある。 S-1重 鎖には非常に反応性の高い二つ

のCys残 基 (SHl,SH2)、 トリエ トロベンゼンス

ルホン酸 (TNBS)と 非常に速 く反応 Lノトリニ ト

ロフェニル (TNP)化 される一つのLys残 基 (R
LR)、 そしてs_1を 構成している軽鎖 (LC-1)

昭和 5 7年 度 長期 間派遣成果 報告

82-5004

ミオシンS-1の 分子内構造の研究

名古屋市立大学 保 住   哲

派 遣 期 間 昭和 5 8年 1月 5日～昭和 5 8年 9月 4日

研 究 機 関 c a r d i o v a s c u l a r  R e s e a r c h  h s t i t u t e  u n i v .

Calii S. F., San FranciscO ca 94143,

U . S . A .

研究指導者 PrOf,Manuel F.Morales

に存在する一つのCys残 基 (cys 177)が それら

である。一方 S-1重 鎖は トリプシン限定消化に

より三つのフラグメント(N末 端より分子量 27

K、 50K、 20Kダ ル トン)に 切断されるが、 こ

の方法により上記の各活性部位が一次構造上どの

フラグメントに局在しているかが明らかにされて

いる (Fig.1)。 そ れ故これら各部位にそれぞれ

蛍光試薬 (DOmor)、 そ の蛍光を吸収しうる試薬

(Acceptor)を 付けて、上述の蛍光エネルギー移

動法より、S-1の 各活性部位間の距離を測定す

ればS-1の 3次 元 (立体 )構造が推定される。

さらにアクチンにはATP結 合部位 と反応性の高

い一つのCys残 基 (Cys 374)が あり、それらも

含めればアクチン・s-1結 合体の構造も知るこ

とができる。今まで当研究室を中心に測定された

,E離を基に各活性部位の位置関係をFig.2に示す。

この図からからわかるようにs-1の 重鎖、軽鎖

の活性部位の位置関係は非常に安定したものにな

っているが、SH2の 位置は、SH2と SHlの距離のみ測

N田=狩

戸 葛 「

ユ 十 一 一 一 一 ―
く
孟 ぉ 再 戸 ず

C°°・4

t r y P s i mtンロEim
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Cys17(LC-1)

N(S-1)

N(ア クチン)

Cys374(ア クテン)

N:ATP結 合部位

単位:A

Fig.2

定されており、他の部位に対しては、また不安定である。

同様にアクチンとs-1と の関係 も不安定である。

すなわち安定な構造となる為には1点 を中心とし

て異なる3点 との間の距離を知る (4面 体の形成)

必要がある。当研究室で以前にATP結 合部位(S
-1)⇔ Cys 374(ア クテン)、 ATP結 合部位

(S-1)⇔ ATP結 合部位 (ア クチン )、 cys

177(LC-1)→ cyS 374(アクチン)の 蛍光エネ

ルギー移動が調べられたが、認められなかった。

このことは、それらの距離が 80A以 上であるこ

とを示している。今回私はSH2を 基点 としてい

くつかの距離の測定を試みた。その為にまずsHl、

SH2の うちSH2の み蛍光SH― 試薬で修飾する

必要わゞある。SHl、 SH2の うちSHlは sHギ試薬

に対して、より反応性が高く、sHlの 修飾により

S-1の Ca2t ATPase活 性は増加する。SH2は

Mg2+_ADP存 在下においてのみ、SH一 試薬に

より修飾され、 s-1の Ca2+… ATPase活 性は

減少する。以上の性質を利用し、本研究では前 も
一

つてSHlを 蛍光をもたないsH一 試薬IodOaceto―

amide(IAA)で ブロックし、その後 Mg2+_ADP

存在下で (他のSH― 基の修飾を防ぐ為に)少 量

の蛍光sH一 試薬 5-Male=imidylsalicylic acid

(5-MALSAL)で SH2を 修飾し、  こ れを

Don■erとして用いた。Ca2tATPase活 性、SD

S― アクリルアミド電気泳動の測定により、全 5
-MALSALの

うち約 90%は SH2に 入っている

ことがわ力>った。この 5-MALSAL・  S-1を

用い、Acceptorと してRLRを TNBSで TNP化

し、またATP ana10gで あるTNP一 ADPを S-1

のATP結 合部位に結合させ、SH2◆ RLR、 SH2

◆ATP結 合部位間の距離を測定した。ここではそ

の為に二つの方法、すなわち定常状態での蛍光強

度の変化、蛍光の寿命の変化の測定がなされ、こ

の二つの方法による結果は、よく一致した。この

ことは、この二つの距離が蛍光エネルギー移動法

で演」定可能な範囲にあることを示している。その

結果SH2⇔ RLRの 距離は約38。7Aと 計算された。
一方のSH2◆ ATP結 合部位の距離は現在計算中

であるが、今回の研究により、SH2と 他の部位と

の位置関係がより安定なものたなった(sH2、SHl

ATP結 合部位とで 4面 体を形成)。一方SH2と ア

クチン狽」の部位との距離の測定は、現在試薬の良
い組合せを検討中で今後の問題となっている。

最後に、ここで述べた蛍光エネルギー移動法に

よる距離の測定にはいくつかの仮定 (不正確さ)

が含まれているが、X線 結晶解析ですでに構造の

決められたいくつかの匿自質でこの方法から距離

を測定すると、X線 解析の結果とよく一致するこ

とが示されている。それ故、この方法は構造の未

知の蛋白質には非常に有効な手段といえよう。こ

こで述べた s-1の 場合 も、全く異った試薬の組

合せで、それぞれの距離が独立に測定されている

が、これらの距離を基に実際にモデルを作ってみ

ると、それぞれの距離に無理がないことがわかる。

今回有益な機会を与えて下さった貴財団に対し、

心から感謝する次第である。
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乱流とNavier一StOkes方程式の特異性

京 都 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

このたび山田科学振興財団からの援助を得て、
イギリス ・ケンブリッジ大学 ・応用数学理論物理

学教室 (DAMTP)に 一年間滞在し、標記の問題
について研究をして来ました。DAMTPに は、乱

流を含む流体物理学全般にわたって仕事をしてぃ

る研究者が多 く、また外国人学者も絶えず訪問し

活発な討論が繰 り広げられています。それ故、乱

流現象に限らず流体物理学の他の問題 (主 として

高レイノルズ数における現象 )に も興味をもって
いる私にとって、ここはもってこいの所でした。
とりわけ、流体物理学に対する欧米の考え方の一

端を垣間見 られたことは、今後の研究生活にとっ

てもこの上ない有意義な経験となったょうに思わ
れます。いろいろな因子が複雑に絡み.合っている

大気 ・海洋 ・血液などの流体物理学の諸問題にお
いて、本質的と思われる因子を鋭く見抜きそれを

大胆に抜き出して現象を理解するという能力には

深い感銘を受けました。細かい所に神経質になり

過ぎる自身のやり方と相補的なものとして、将来
に生かしていきたいと思っています。ここに、こ

のようなすばらしい機会を与えて下さった貴財団
に厚 くお礼申し上げます。

さて、滞在中に行った研究の内容は主として次

の三点です。

(I)二 次元Euler方程式の数値計算

舌L流の小規模運動は、初期条件及び境界条件の

詳細にはよらない準普遍的な構造をもっているも
のと考えられる。二次元舌L流に対するKolmogO_

rov(1941)の エネルギー ・ヵスケード理論は、

木 田 重 雄

昭和 5 7 年9 月 1 日～昭和 5 8 年8 月 3 1 日

Department of Applied Mathematics and

TheOrdical Physiぃ ,

University Of canbridge

Silver Street,cambndge cB3 9EW

England

ProfessOr G. K. Banelor

物理的考察に基づく小数の仮定から慣性小領域に

おけるエネルギー ・スペクトルの-5/3乗 則を導

き出したもので、このスペクトルは、その後多く

の観測によって確かめられている。この理論は乱

流場の間欠性による多少の修正を必要とするもの

の、基本的な仮定 一一波数空間におけるエネルギ
ー ・カスケード過程及び非粘性エネルギー減衰有
限の仮定 ― は、もっともらしいものと思われて

おり、その基礎方程式からの導出が待たれている。

ところで、二次元流は非粘性極限においてエネ
ルギーを保存するという点において、二次元流と

全く異っており、上記の理論はそのままの形では

適用できない。しかし、エネルギーの代 りにエン

ス トロフィーを考えることによって三次元舌L流に

おけるKolmogOrov理 論と類似のエンス トロフィ
ー ・カスケード理論が提案され、慣性小領域にお

けるエネルギー ・スペクトルのベキは、-3に な

ることが導かれた。これはその後の数値実験によ

って、多くの支持を得ている。

上記の理論では、慣性小領域に対応するスケー

ルの運動のダイナミックスは粘性には無関係で、

Navier―StOkes方程式の非線型項だけに支配さ

れると考えられている。もし、実際そうであれ!ふ

粘性項を頭から無視したEuler方程式を厳密に解

けば、-3乗 スペク トルが得られるはずである。

このことを確かめるため、また速度場における

特異性の発生を調べるために、二次元 Euler方程

式の初期値問題の大規模な数値計算を行った (京

都大学の山田道夫博士と共同で 1983年 1月 より
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始めた )。 フーリエ分解した流れ関数を数値的に

4倍 精度で逐次に求めた。速度場、渦度場、エネ

ルギー ・スペクトルなどはこの係数を使ってP謎

近似から求められる。特に、速度のN次 回転の自

乗平均に着目し、これらがN≧ 2に 対し、時間的

に指数的に増大するという、二次元流の特異性の

発生に関する基本的な性質を発見した。また、エ

ネルギー ・スペクトルとしてはk~4.6が 得られ、

エンス トロフィー ・カスケード理論による慣性小

領域のスペクトルには、粘性項が重要な働きをし

ていることが確認された。

この研究は今年9月 に京都で開催された IUTA

Mシ ンポジウムで発表した。我々は、その後も解

析を続けており、新たに得られた結果及び新しい

考察をつけ加えて、近く論文とに/て発表すべく準

備を進めている。

この研究でしばしば問題となった関数の特異点

近傍の振舞いは引き続くテイラー係数の比から作

った Domb― Sykes p10t力>ら推論されるが、 生

のデータから信頼される結論を導き出すのには、

いろいろ技術的工夫が必要とされる。これに関し

て、Padさ 近似に精通しておられるCowley博 士

に有益な助言をいただけたのは幸いであった。ま

た、乱流理論の専門家であり、特に二次元エンス

トロフィー ・カスケード理論の創始者でもある

Batchelor教授とは、Navier―StOkes方 程式の

非粘性極限と厳密に非粘性の場合との微妙な違い

について詳しく議論した。

ついでながら、我々の計算した流れとほとんど

同一の流れがニース大学 (私 は一年間の予定で現

在ここに滞在中である )の Brad■et博士らによっ

て擬スペクトル法を用いて計算されている。我々

の計算結果との比較、さらに詳し/くランダムな小

規模運動発生の機構、特に粘性項の役割を現在彼

らと共同で研究中である。

(1)ス ケールの異なる二つの乱流の相互作用

乱流場は大小様々な渦運動が複雑に入 り混ざっ

たものとして捉えることができる。これらの渦は

Navier―StOkes方 程式の非線型項を通して、お

互に強く相互作用している。この相互作用は、三

次元流においては大規模運動から小規模運動へ、

二次元流においては小規模運動から大規模運動ヘ

のエネルギーあるいはエンストロフィー伝達を引

き起こし、また乱流場の等方化にも大きく寄与し

ているものと考えられている。従って、異ったス

ケールの運動の相互作用の研究は、乱流運動のメ

カニズムの理論的解明に極めて重要なものといえ

よう。私は二つの異ったスケールの舌L流からなる

速度場を考え、この二つの乱流成分の間の相互作

用の理論的解析をDAMTPの Hmt博 士 と共同

で行った。エネルギー ・スペクトル、速度モーメ

ント、渦度モーメントそして小規模乱流の非等方

度の時間発展を、小規模乱流の時間尺度に比べて

小さな時間帯にわたって調べた。ここで用いた

Rapid DistortiOn Theoryは 、大規模定常流の小

規模乱流に対する変形効果を調べるために従来か

らしばしば用いられてきたが、我々はこの方法を

ランダムな変形速度テンソルの場合に拡張し、相

互作用の平均効果を調べたのである。この種の相

互作用の研究は実験的にも盛んに行われ、いろい

ろな種類の速度場が調べられている。我々の変形

速度テンソルのアンサンブルや小規模乱流の初期

条件を適当に選ぶことによって、実験に対応する

各種の相互作用を調べることができる。具体的に

は、大規模乱流が平均流をもつ場合ともたない場

合、また渦なし流れである場合と渦度のある場合、

そして等方的である場合とそうでない場合陀分け、
一方、小規模乱流の方は、等方乱流と非等方乱流

の場合をそれぞれ調べ、以下のことを明らかにし

た。

(1)栂 なしのランダム速度場は、小規模乱流の

エネルギー ・スペクトルの幅を拡げ、エネルギー

をより小さな規模の成分へと伝達する。 (2)渦

度を含む速度成分は、乱流エネルギーの小規模成

分への伝達よりもむしろ乱流の等方化の効果が強

もヽ。 (3)小 規模乱流は大規模等方乱流によって

等方化されるが、この等方化の程度は、乱流速度

成分の非等方性とエネルギー ・スペクトルの波数

空間分布に依存する。後者は今回新しく得 られた

もので多くの乱流モデルにおいていままでに考慮

されていなかった効果である。 (4)レ イノルズ

方程式における圧力項を短かい時間帯にわたって
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具体的に計算した結果、従来の乱流モデルが等方

化の効果を大きく見積 り過ぎていることが分った。

(5)平 均流のある場合には、ランダムな速度勾配

は、ある特別の方向の速度モーメントや渦度モー

メントの時間発展に選択的に強い影響を与える。

これらの結果は来年 7月 にKarisruheで開かれ

る ELYomeCh C0110qulllmで 発表する予定であ

る。

(正)Nawier一 StOkes方程式の特異解の研究

Navier一Stokes方 程式の解は、非粘性の極限

において空間的な特異性をもつことが予想され、

この特異性の振舞は乱流の (慣性小領域に対応す

る)小規模成分の運動の構造と密接に関連してい

るものと考えられている。 Navier Stokes方程

式の非粘性極限 (あるいは Euler方程式 )の比較

的簡単な構造をもつ特異解としては、渦系や渦層

が知られている。実際の乱流場における特異性は

もっともっと複雑なもので、フラクタル次元をも
つ特異性が予想されている。これを表わす特異解

を渦系や渦層の時間発展を調べることによって研

究しているが、この問題について MOrat教 授と

の議論を通して得 られた方針に沿って渦度の時間

発展を現在計算中である。

ウイルスが細胞に感染する時細胞表面で起こっ

てゆく反応を分子レベルで解明することは、ウイ

ルスの生活環や宿主域を考える上で極めて重要で

ある。そのためには、ウィルス粒子構成成分、殊

にスパイク蛋白質の構造と機能とを明ら)かにする

ことが必要不可欠であり、このような見地から構

造が単純で粒子蛋自の解析が進んでいる水庖性口

内炎ウイルス (Vsv)及 びシン ドビスゥィルス

(SbV)を 用いて解析を行い、以下の結果を得た。

(1)ス パイク蛋白質に共有結合している脂肪酸の

機能についての解析

近年、多 くのウイルスのスパイク蛋自質が数分

子の脂肪酸を共有結合していることが見出されて

いるが、その意義については判っていない。脂肪

酸の持つ疎水性に注目して、これらの脂肪酸はス

パイク蛋白質の脂質二重膜上での安定性に寄与し

82--5036

ウイルスの細胞内侵入機構についての研究

徳 島 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

」ヽ 山  一

昭和57年 5月 10日～昭和59年 1月 31日

Depnment Of Microbiolgy and lmコ ■un。logy,

Washington University,SdhOo1 0f Mediine

660S.Eudid,St. Louis,MI0 63110,U.s.A.

Proi MiltOn」 ,Scmes.nger

ているのではないかとこれまで一般に推定されて

きたが、証明のための実験系がつ くれず、この推

定の当否は不明であった。我々はVSVと Sbvの

スパイク蛋白質をNH20Hを 用いてhydrOxy…

aminolysisすることによリポリペプチド部分の

三次構造を変えることなく脂肪酸分子を取 り除け

ることを見出した (Biodhem.BiOphys.Acta印

刷中 )ので、この方法を利用して脂肪酸を持たな

いスパイク蛋自質を調製し、スパイク蛋白質の生

体膜での安定性に果たす脂肪酸の役割を調べうる

実験系をつくりだすことができた。即ち、脂肪酸

を持つスパイク蛋自質と持たないスパイク蛋白質

を界面活性剤を用いて可溶化精製した後、界面活

性剤を透析によって除くと脂質二重膜 (リポソー

ム)が形成されるが、この膜へのスパイク蛋自質

の組込みの効率と膜上での方向性及び安定性など
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について、脂肪酸を持つものと持たないものとの

間で比較検討を行った。

その結果、VSV,SbVヽ ずヽれのウイルスのス

パイク蛋白質においても両者の間に差がなく、こ

れまで考えられてきたように脂肪酸分子がスパイ

ク蛋自質の膜への組込みにおいて何らかの役割を

果たしているという可能性は否定された。この結

果は negat市e dataで はあるが、これまで広 く予

想されていた可能性を否定できた点に意義があり、

1983年 度 アメリカウイルス学会総会にて回頭発

表を行ったく投稿準備中 )。

これまで知 られている限り、全ての膜融合 (ウ

イルスエンベロープと細胞膜との融合 )に関与す

るスパイク蛋白質に脂肪酸が結合していることか

ら考えると、脂肪酸を持つこととこれら蛋白質が

膜融合活性を荷っていることとの間には何か関係

がある可能性も考えられ、これら蛋白質結合性脂

肪酸の持つ意義について今後も検討してゆきたい

と考えている。

(2)ス パイク蛋白質上の脂肪酸結合部位の検索

スパイク雷自質の持つ機能に脂肪酸がどのよう

な役割を果たしているかを知るためにも脂肪酸の

結合部位を知ることは重要であるが、高速液クロ

等を用いて脂肪酸を結合した小ペプテド断片を分

離しようとする試みはこれまでいずれも失敗して

いる。そこで、スパイク蛋白質を大きく三つの部

分、外側に飛び出た親水性の部分とエンベロープ

(脂質二重膜 )に埋め込まれている部分、ウイル

ス粒子の内側に飛び出ている部分、とに大別し、

脂肪酸がどの部分に結合しているのかを調べた。

まず、ウイルス粒子を蛋白質分解酵素で処理し

て外側に飛び出ている部分を取 り除いて調べたと

ころ、脂肪酸分子はウイルス粒子中に残されてい

るスパイク蛋自質部分上に結合していることが判

った。次に、ウイルス感染後期の細胞からAttgd

Beadsを 用いて inside―outの 形質膜標品を調製

しこれを蛋白質分解酵素処理して、スパイク蛋自

質の細胞質側に飛び出ている部分を刈 り込んだと

ころ、得られた truncated蛋自質に脂肪酸が結合

していることが判った。両結果を併せ考えると、

脂肪酸はスパイク蛋白質の脂質二重膜 (ウ イルス

エンベロープ又は形質膜 )内 に埋め込まれている

部分 もしくはその近傍に結合していることが結論

できた (Biochem.Biophys.Acta印 用」中 )。こ

の結果は脂肪酸が脂質二重膜と疎水結合に基づく

相互作用を持つ可能性を示し、脂肪酸の機能を考

える上にも重要な知見である。

(3)Sbvス パイク糖蛋自質生合成における糖鎖プ

ロセシングの役割についての解析

膜蛋白質の生合成過程において、新生蛋自質が

正常な二次構造を形成し細胞表面膜へと移術でき

るためには、その蛋自質が糖鎖で修飾される必要

のあることが SbVス パイク蛋自質等を用いた解

析から明らかにされてきている。それらの糖鎖は

高マンノース型糖鎖として新生蛋白質に共有結合

した後、蛋白質の細胞内移動に伴って複合型糖鎖

へとプロセスされてゆく。新生糖蛋白質が細胞表

面膜蛋白質として成熟する過程において、この糖

鎖プロセシングの果たしている役割についてはこ

れまで明らかでなかった。この点を解明する目的

で、デオキシノジリマイシン (糖鎖プロセシング

の第一段階である高マンノース型糖鎖からグルコ

ースを除去する段階に関与する酵素を阻害 )を用

いて、プロセシングを抑制した場合のスパイク霞

白質生合成とその成熟、及びウイルス粒子産生と

に及ぼす影響を調べた。

その結果、デオキシノジリマイシン存在下では、

SbV粒 子形成が温度感受性を示し、又、スパイク

蛋自質前駆体の開裂が抑制されて成熟スパイク蛋

白質が形成されないことを見出した。しかし、ス

パイク蛋白質前駆体への脂肪酸の結合は正常に進

行し、又、この前駆体蛋自質の細胞表面膜への移

行も正常に進行した。これらの結果は、新生前駆

体蛋自質に糖鎖が付加されても、糖鎖のプロセシ

ングが妨げられると糖鎖と共に外狽」に飛び出すべ

き蛋自質部分の三次構造形成に異常を生じてその

開裂が抑えられウイルス粒子への組込みも抑えら

れているが、糖鎖結合部分から離れた膜に埋め込

まれた部分や細胞質側の部分ではプロセシングが

抑えられてもほぼ正常な二次構造を形成し正常に

脂肪酸付加や細胞内移動を行えることを示してお

り、糖鎖プロセシングの新生蛋白質構造形成にお
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ける重要性が明らかにできた。以上の結論は、最

終的に正常な複合型糖鎖を形成するが新生蛋白質

には異常な高マンノース型糖鎖を結合させる変異

細胞株でのウイルス増殖が抑えられる事実からも

支持された (投稿準備中 )。

以上、研究成果を概括して述べた。今後、この

機会に得たもの (研究のみならず、多 くの人々と

の出合いの中で啓発されたもの )を 自己の中でよ

り深めると同時に、教育の場を通じて次の世代の

人達の発展の一助として役立てたいと願っている。

山田科学振興財団がこのような貴重な機会を与え

て下さったことに心からお礼申し上げる。

7

細胞表面たん白質の研究

82-503

モノクローン抗体を用いた S航 ss 3T3

細胞はその表面に種々の糖たん白質を配してい

る。そのうちのいくつかは機能が同定され、物理

化学的性質も調べられている。その例として、ホ

ルモンや成長因子などの受容たん白質、イオンの

チャネルたん自質などをあげることができよう。

しかし、まだその働きがよくわかってぃない膜た

ん白質も数多 く残されている。また既知のたん白

質であっても、通常の生化学的手段ではその精製

が困難である場合が少なくない。このような場合、

モノクローン抗体は正にうってつけの手段となる。

抗原の精製は必要とせず、しかもクローン培養に

よって特異性の高い抗体を得ることができる。そ

の抗体でアフィエティーヵラムを作れば、抗原の

精製は比較的簡単にできる。未知のたん自質の機

能を調べるためには、それに対する抗体を生きた

細胞に作用させて、ある細胞機能の停止あるいは

低下をみればよい。本実験では、細胞表面のたん

白質にだけ注目しているので、抗体は細胞の外に

加えるだけでよい。このような考えの基に実験が

進められ、いくつかの興味ある抗原に対するモノ

クローン抗体が得られた。
モノクローン抗体の作製

長谷川 孝 幸

昭和 57年 3月 29日 ～昭和 58年 3月 31日

National lnstitutes Of Health

Bethestt Maryland 20205 U.S.A.

Dr.Kermeth M.Yalnada

The Chief Of Membrane BiOchellistry

SectiOn

抗原として用いたのは、S宙 ss 3T3細 胞の膜

分画である。これを7匹 のラットに注射した。 1
～ 6か 月後、免疫したラットの陣臓を取 り出し、

す りつぶして陣臓の細胞を得た。これに同じくラ

ットの骨ずい腫の細胞 (Y3)を 加えて混ぜ合わせ

た後、ポリエテレングリコールの添加によって融

合を行わせた。生じたハイブリドーマのクローン

培養は限定稀釈法に依った。合計 7回 の融合実験

を行ったが、そのうち4回 の成績は悪く、 1回 当

り、平均 30の ハイブリドーマしか得 られなかっ

た。しかし、残 り3回 の融合実験から、約 1200

のハイブリドーマが得 られた。失敗の原因は今だ

に明らかではないが、陣臓の細胞を調整するとき、

できるだけ赤血球を除いた方が良い結果をもたら

すかもしれない。

スクリーエング

しかし、このようにして得られたハイブリドー

マが必ずしも抗体を産生している訳ではなく、ま

た抗体を産生していたとしても、その抗原に対す

る親和力が強いとは限らない。 も し親和力が55い

と生化学的実験には使えない。また抗原が細胞表

面に局在していないと、この実験の目的にそぐわ

国立武蔵療養所

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者
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ない。そこで、はたして各モノクローン抗体がこ

のような条件を満たしているかどうか、次に述べ

るスクリーエングによって調べた。 1)3T3細

胞の膜たん白質をカップルさせたろ紙片に各ハイ

ブリドーマの増養液上清を加え、洗浄後、さらに
1251で
標識したウサギの抗ラットIg Gを 加えて

その結合量を測定した。このとき、強い洗浄液、

例えば 1%Triton X_loO,1%Na‐ Decjxycholate,

0.1%SDS, 0.15M NaCl,50 mM Tritt Hcl,

pH 8.0か ら成る溶液を使えば、親和力の強い抗

体を選ぶことができる。 2)同 様の結合実験を生

きた 3T3細 胞を用いて 4℃ で行った。これによ

って、その抗原が細胞表面に存在する抗体を選び

出すことができる。 3)さ らに局在性を確かめる

ために、けい光顕微鏡による観察も行なった。

4)特 異性を調べるために、Immllnob10tting及

び Immunoprecipitationを 行った。多くの場合、

抗原は単一のバンドを示したが、数本及び多数の

バンドを示した場合もあった。多数のバンドと反

応した抗体は種々の血清とも反応することから、

糖鎖に対する抗体であると予想される。

このようなスクリーエングの結果、ハイブリド
ーマの種類を120に しぼることができた。次にそ

の抗体を用いてバイオアッセイを行ったのである

が、モノクローン抗体を得るときに通常の増養液

でハイブリドーマを培養すると、牛の血清成分が

混入してしまうことになる。それを避けるために

ハイブリドーマを無血清培地で増養した。

バイオアッセイ

まず、細胞の基質への接着及びspreadingへの

影響を調べた。このとき基質として用いたのはフ

ィブロネクテンでコー トしたプラステックプレー

トである。一つの抗体 (MA5-H3)が 3T3細 胞

の spreadingを強 く阻害した。ところがMA5-H3

はその後の研究により、フィブロネクチンの細胞

結合部位に対する抗体であることが判明した。膜

たん自質に対する抗体ではなかったが、フィブロ

ネクチン研究にとっては貴重な抗体であり、すで

にその方面の研究に用いられている。フィブロネ

クテン以外に、ラミエン、コラーゲンでコー トし

たプレー トも用いたが、いずれの抗体にも強い阻

害効果はみられなかった。ここでモノクローン抗

体の弱点が問題になってくる。モノクローン抗体

はその抗原のある特定の部位にしか結合しない。

そこがその抗原の活性部位かその近傍ならば、抗

体はその抗原の機能を低下させることができるで

あろう。しかし一般にたん自質などの高分子は数

か所の抗原決定基を有しており、それが活性部位

から離れている場合もある。しかるに、ce11‐

spreadingに関与する表面たん白質に抗体が結合

していても、何ら阻害が起きないという可能性も

十分あり得る。そこで次の仮定に基づいて実験を

進めることにした。ここでのフィブロネクテンの

主要な働きは、プラステック表面と細胞表面のあ

る特定の部位とを架橋することであろう。もし、

その特定の部位に対するモノクローン抗体があっ

て、それでコー トしたプラスチックプレー トに細

胞をまけば、細胞は spreadす る可能性がある。

120のモノクローン抗体のうち、四つ 〈H_136,

K‐44″K‐204,R3‐G9)に 部分的ながら、cell_

spreadingの促進効果がみられた。後で述べるが、

このうち後の三つはH2(マ ウス組織適応抗原 )

に対する抗体であったから、これらの cell‐

spreading促進効果は本来の性質ではない。また、

これら抗 H2抗 体の場合、あらかじめ細胞を抗体

で処理しておくと、spreadingは全く起きなかっ

た。細胞表面の H2は 全てブロックされてしまっ

たからであろう。ところが H‐136の 場合、 細 胞

をあらかじめ H‐136で 処理しておいても、 H"

136で コートしたプラスチック上への spreading

は全 く阻害されなかった。今のところこの現象を

説明できる良いアイデアはないが、H‐136抗 原

が cell_spreadingに何らかの形で関与している可

能性がある。ちなみに、H_136抗 原の分子量は

6 3 , 0 0 0である。

次に、形質転換に伴う膜たん自質の量的変化を

調べた。3T3細 胞とこれをMllrine Sarcolna

Virusで 形質転換させた MSv_3T3細 胞を用い

て比較した。三つの抗体 (K,44,K‐ 204,R3-

G9)の 抗原の量が形質転換後に著しく減少 して

いるのがみられた。減少率は三者とも約 1/10であ

り、ImmunOprecipitationによって検出された抗

―-90-―



原の分子量も等しく46,000で あった。これらの

抗体を用いてアフィエティーヵラムを作り、 L―

929細胞の膜分画から抗原の精製を試みた。K一

44の場合だけ精製が成功し、分子量46,000のた

ん白質が得られた。ところがその後より高濃度の

ゲルによる電気泳動を試みたところ、 分 子量

12,000の成分も一緒に精製 されていることがわ

かった。このことから、分子量46,000のたん自

質はH2で あり、12,000のたん自質はβ2~ ミ ク
ログロブリンではないかといぅ可能性が強く示唆

された (H2は 分子量47,000の糖たん白質であ

り、分子量 12,000のβ2~ミ クログロブリンを1

対 1の比で結合している)。これを証明するため

には、H2又 はβ2~ミ クログロブリンに対する抗

体を用いて ImmunOprecipitationを行い、その

結果を前述の三つの抗体の場合と比較すればよい。

ところがこの実験は予想外に難航した。市販の抗

体がよくなかったことと、H2が 多形性を有して

おり、3T3細 胞がどのタイプの H2を 発現して

いるかまだ知られていないことが原因であった。

しかしこの問題はOzato博士 〈NIH)か らいただ

いたDAP細 胞と2種の抗 H2抗 体(16.12、383)

によって解決された。 DAP細 胞は2種のH2

(H2-KK,H2-DK)し か発現しないことが

すでに明らかにされている。また抗体、16.12、3.83

はいずれもこれら2種のH2に 反応することがわ

かっている。DAP細 胞がK-44、K-204、 R3-

G9の 抗原をもっていることを確かめた上で、D

AP細 胞の抽出液を抗体 16.12、3.83で吸収した

後の上清に、K-44、 K-204、 R3-G9と 反応す

る抗原がもはや存在しないことを確認できれば、

それはH2で あることになる。逆に残っていれ|ふ

それはH2で はないということになる。このよう

な実験から、K-44は H2に 対する抗体であるこ

とが明らかになった。K-204と R3-G9に 関し

ては明確な解答は得 られなかった。まず DAP細

胞には、K-204並 びにR3-G9と 反応する分子

量 46,000のたん白質は、K-44の 場合 に較べる

と1/10程度しか存在しないことがわかった。しか

もそのたん白質は抗体 16.12及び3,83の前処理に

よっては除かれなかったのである。すなわちそれ

は今まで DAP細 胞に存在の知 られていなかった

新しいタイプのH2か 、あるいはH2に 似ている

が、通常 リンパ球など特殊な細胞にしかないとさ

れるIa抗原である可能性もある(Ozato博士の私

信 )。しヽずれにせよこれらモノクローン 抗体は今後

のH2研 究にとって有力な手段となるであろう。

他のモノクローン抗体に関しては、抗原の分子

量、及びその局在性は明らかになっているが、機

能の解明は今後の研究に期待される。

最後に、今回の派遣に際して旅費の援助をいた

だいた山田科学振興財団に心から感謝する。

事務局追記 長 谷川孝幸様 58年 4月 13日付書信によれば、現在の研究を完成させるため、あと 1～ 2

年延期滞在される予定との由です。
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中 間 報 告 ・短 信

H e i s i n k i から

京都大学  大  見

中 間 報 告

回転超流動 3Heの 研究でヘルシンキエ科大学低

温研究所に滞在しています。近況報告に先だって、

8月 1日 から5日 までソ連 トビリシで開かれた回

転超流動 3Heの会議に出席しましたので、その報

告から始めたいと思います。工科大学低温研究所

の回転13Heの研究はソ連とフィンランドの共同で

進められているのですが、そのメンバーが中心に

なって毎年研究連絡をかねて会議が開かれていま

す。それに今年は両国以外からも回転 3Heに 関心

がある研究者が集まって参加者は全部で 50人 く

らいでした。プログラムは比較的ゆったりとして

いてまた同じ宿舎にはとんど全員が宿泊している

こともあって講演以外の時間に十分議論ができ、

またソ連の研究者と知 り合ったということもあっ

て僕にとって有意義な会議でした。

いくつか興味を持った講演を紹介します。ヘル

シンキグループの若手二人が回転超流動 3He~A

と3He~Bの NMRの 実験について報告しました。

回転 3He~Aで は回転時特有の satellite pakわゞ

現われ、それは非特異な渦糸につかまったスピン

波によるものと考えられるのですが、磁場の方向

を回転軸の方向から傾けた実験が行われ satellite

の位置は変化しないがその強度は増加するという

報告がありました。また 3He~Bで は渦糸の芯の

構造に1次 の相転移が起こるといわれていたので

すが、圧力と温度を変化させた時の相図が中間報

告の段階だということですが、報告されました。

また 3He~Bの 渦糸の相転移を説明する理論的

試みとして Vo10vikと Salomaaの 発表がありま

した。 3He~B渦 糸の芯の構造をそのオーダーパ

ラメーターの対称性から分類し、転移が 1次 であ

るためにはその内の特定の二つの状態間の転移で

なければならないと結論します。次に具体的に

G一 L方 程式を解いてその二つの状態のエネルギ

哲  巨 (財団ニュース通巻 15号 P95参 照 )

―の大小関係が圧力を変化させることで入れかわ

ることを示したものです。我々もその可能性を考

えていたのですが、数値計算の困難さのため手を

つけるのをためらっていた問題なのでよけいに印

象的でした。

次に僕自身のこの会議での講演の内容を近況と

合わせて報告します。一つは 3He~Aの 非特異な

渦糸の芯の構造についてのものです。磁場が強い

極限で非特異な渦の芯の構造を記述するのに一般

的には四つのパラメーターが必要ですが会議での

発表の段階ではこの内二つについて近似し、あと

二つのパラメーターについて自由エネルギーを最

低にする状態を求めていました。これでは磁場の

方向を傾けた時 satelliteの位置が変化しないとい

うことは説明できてもその強度が増加するという

ことは説明できません。そのため近似をしないで

問題を解くことを考え、その仕事をここの大学院

生 H.sepp粗あといっしょにしています。 問 題は

四つのパラメーターについて二次元の非線形偏微

分方程式を解くことでなかなか困難です。

すでに述べたように回転 3He~Aに おいて磁場

の強い極限で非特異な渦糸が観測されるのですが

その渦糸は規則正しい格子をつくっていると考え

られます。その渦糸格子がどういう構造をしてい

るかというのがあと一つの問題です。磁場の強い

極限において渦糸の芯から十分離れた所での 1-

textllreは近似的には
一様であると考えていいの

ですが、さらに磁場を回転軸から傾けた場合には

系の軸対称性がやぶれ、その一様な 1の方向が磁

場と回転軸がつくる平面に垂直にきまります。そ

うなると我々が以前に議論したように格子はその

1の方向に対して垂直に伸び平行に縮むといった

変形を起こします。さらに興味深いのは軸対称性

の破れが格子のエネルギーにも影響を与えること
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で磁場の方向は回転系にのってとめたままで格子

を回転軸を軸として回転させるとそのエネルギー

が変化します。したがって最低エネルギーを与え

る格子の回転角がきまります。またそれは回転軸

と磁場の方向がなす角 竹)と ともに変化します。

現在簡単な近似を用いて安定な格子の回転角をμ
の関数として計算しています。

最後にこれから調べていこぅという問題ですが、

渦糸格子の観測とも関連した問題で格子の動的性

質を調べていこうと思っています。現在研究所で

プリンス トン大学の J.Saulsと 同じ部屋に入っ

ていますが、彼 も同じ問題に興味を持っているの

で共同で研究したいと思います。非特異な渦糸の

運動が特異な渦糸の運動とどうちがうか、また超

音波との cOuplingはどうなるか、なかなか興味

深い問題です。

昭和 58年 9月 26日

第 一  信

早いもので、大阪を発ってから1カ 月以上もた

ち、お陰様で家族一同無事に、こちらの生活をス

タートすることができました。

早速ですが、第一報をお送 りします。

研究主題 :An analysis Of rotOdynamic

stability of centriFugal pllIElpS

貴財団に対しcavitatiOn Flewの研究をして申

請し、私自身としても日本で遠心羽根事のCavi‐

tation Flewの解析の準備をして来たのですが、

Prof.Acostaの 研究室では目下総がかりで通い

羽根車のふれ回 り安定の研究を行っており、その
一部としてRotovの径方向推力の理論解析 を依

頼されました。これ自体重要な課題であり、以前

私が日本でこれに類した研究を行っていたため依

辻 本 良 信

昭和 58年 8月 25日～昭和 59年 6月 30日

CalifOnia lnstitute of TedIЮ 10gy,

Engineering and Applied Science"

Mechanical Engineering

PasadenaP California 91125, U.S. A.

Proi A. Acosta, Prof. BreIInen

40N Harkness +2,Pasadena,Califortta

91106, U.S.A.

頼 を受けた ものと思います。遠心羽根車のCavi‐

tation Flewに関 しては、 こ ちらでも実験を始め

ようとしてお り私のProjectに 対 して興味を持っ

て くれています力章、とりあえず依頼 された方から

片付けようと思っています。

CACTECHの カタログを入手致 しましたので

別便でお送 り致します。 こ れまでに20名 もの

Nobel賞受賞者を出しており、学生やFttdty

m4remberの学問に対する態度や雰囲気に接し感ず

る所多大で、日本ではともすればProductivityに

重きが置かれるのですが、これからはcreat持eで

あらねばとひしひしと感じている次第です。

昭和 58年 10月 7日

Califo「 niaか ら

大 阪 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所
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Norwichか ら

理化学研究所  塩  谷

中 間 報 告

University of East Anglia(LアEA)は 、London

の北東約 100 mileの所 に位 置 す る、人 口約

12万人の小都市 Norwichに あり、 1960年 代に

創設された大学群のうちの一つである。UEAの

規模は、学部学生約 4,000名、大学院生約500名、

Staff約500名 の小じんまりした大学で、 緑 豊か

なひとつのキャンパスに全てが収まっている。小
生の所属しているSchOo1 0f M[atheHlatics and

Physicsの うち、Physics関係は、学部学生 lo0

名、大学院生 10名 、Staff 10名 の構成である。

研究活動は、大きく分けて、液体に関する実験と

理論のグループ、低温関係のグループ、そして陽

電子消滅のグループがある。残念ながら前 2者 の

グループはあまり活発ではない。

Dr.R.N.Westの ひきいる陽電子消滅グルー

プは、陽電子が物質内電子と対消滅する際に放出

する2本 の /線 の角度相関を、 2次 元的に測定す

る装置 (2Dカ メラと称している)を有し、専ら

物質内電子の運動量分布を測定することによって、

物質の電子構造を探ろうとしている。この 2Dカ

メラは、おそらく、世界中で稼動している同趣旨

の装置のうちでは、最 も安定しており、最も信頼

のおけるデータがとれる装置である。グループは、

Dre Westの 他に、visiterが小生を含めて 3名 、

post doctortt fe110wが1名 、大学院生が 6名 、

専属テクニシャンが 2名 で構成されている。

小生が着任した 5月 初旬は、この 2Dカ メラの

改造が丁度終った時で、調整の段階にあったため、

着任早々、大学院生といっしょに、約 1ケ月間、

調整作業を術い、 2Dカ メラの細部まで知ること

ができたのは幸運であった。さらに試料槽の真空

系が不満足なものであったので、手直しをして、

7月 に入ってからようやく本格的に実験を開始し

亘 弘 (財 団ニュース 15号 P.96参 照 )

た。

最初に、不規則合金 Nb50 M050に ついて電子の

運動量分布の測定を行った。陽電子消滅法による

Nb一 MO合 金系の電子構造の研究は、UEAグ ル

ープが、それぞれ独立に続けていたものであるが、

今回は、東北大の中道民に作っていただいた単結

晶を用いて、共同実験を行うこととなった。 9月

下旬まで測定を続け、現在データの整理中である

が、おそらく遷移金属不規則合金の Fermi面 を

最 も直接的に観測した初めての例となることと思

う。 10月 に入って、名大の河宮氏に作っていただ

いた Ni3 Ga単 結晶について、測定を開始した。

Ni3 Gaは 強常磁性を示し、 磁 気的に興味ある性

質を示す金属間化合物であるが、さらに興味深い

ことは、最近の図書館情報大の久保 ・和光両氏の

バンド計算結果によると、陽電子消滅法では、d
―バンドに存在する特徴あるFermi面 が、観測さ

れにくいとのことで、陽電子消滅法は不規則合金

や金属間化合物のFermi面 の研究に有効であると

信じられている一般概念を覆す計算結果であり、

実験結果がどう出るか、非常に興味が持たれてい

る。

実験をやるかたわら、学位論文をまとめている

3名 の大学院生の相談に乗ったり、一緒に実験を

やっている大学院生に金属物性の基礎を教えたり

又 UEAグ ループの未発表のデータを眺めて、論

文にまとまるものは論文にするように整理したり、

予期に反して結構忙がしい生活を送 り、又グルー

プヘの寄与も、予想したよりも大きく、現在まで

のところ、双方にとって満足すべき滞在となって

もヽる。

昭和 58年 10月 9日
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Stockh。 lmか ら

京都大学  清 水

中 間 報 告 2

貴財団による御援助により渡瑞して以来、早一

年半が経過しました。研究の方は、私が参 りまし

た時は、フラクションコレクターのまともなもの

もなく前途多難な出発でしたが、今は機器もそろ

い、グループも4人 と増え、ロィコトリエンの生

成機構、特に各酵素を単離精製しその代謝調節を

探るというプロジェクトは進展しつつあります。

それらは次国に詳細に報告致しますが、今回はス

ェーデン雑感をのべ、何らかの形で今後留学を考

えている方などのお役に立てばと思います。

1 カ ロリンスカ研究所

研究所という名ですが、実際は医科大学で 1ク

ラス 180名 で 11世 代 (5年 半 )約 2,000名の医学

生が学んでいます。学長は私の所属する化学の教

授の SalnuelssOn,医学部長が orrenius教授〈法

医,チ トクロームP布0の研究)で、この中に約 800

名の研究者 (100名 の外国人、10名の日本人)が

お り,ま た付属病院としてカロリンスカ病院の他

七つの分院をストックホルム内に持つという大規

模な施設です。化学はその中でも伝統があり、故

TheOrell教授の下にBergstrbm,SallulユssOn,(三

人共ノーベル賞受賞 )Sj5va11がおり。またヘパ リ

ン発見で名高い」brpesや 凝固因子の B10mbttck

(現凝固学教授 )もかつていました。 生 化学 は

Mutt(セ クレチン発見 )と Reichardの二教授、

薬理 U町魅 ,神 経生理は故 U.S.von Euler,腫

瘍生物学にウイルス腫瘍で名高いKlein,ま た組

織学にFtte,mttfeltと この研究所だけでも、実

に多くの傑物がでています。スューデン人のゆっ

くり着実に独倉」性を重んじるタイプと、外国人の

血による (表現は不適切かもしれませんが )ア メ

リカ的prOductivity、合理性などが、ぅまくかみ

あっているというのが実感です。

2 気 候と風土

北緯 60°のこの街は暖流の影響 もあるのでしょ

う。緯度の割には温和な気候です。昨冬は 1月 に

最低気温-8℃ でしたし、いわゅる吹雪はほとん

孝 雄 (財団ニュース13号p.70,14号 p.96参照)

どありませんでした。夏は最高が 34℃ くらいで

したが乾燥しており、夜は涼しいので快適でした。

降水量は日本のをくらいかと思います。日本に旅
行して地震にあったというのがここの研究者の

「自慢話」になるくらい、自然災害の少ない国で、

固い岩の上に、安定した地面があるという印象で

す。日照時間の変化は当然急激で、冬は子どもは

まっ暗な中を登下校するので、反射板を洋服につ

け、ラボで 2時 のティータイムがおわるともう暗

いという感じです。その分彼らは夏太陽を一杯あ

びることで補っている様であり、 5月 頃から、ウ

キウキしはじめ、太陽が出るともうラボの中は空

で、そして夏は5Wの 体l浸が (研究者は別ですが)

労働者に義務づけられています。

3,社 会福祉

若いうち働けるうちに税金をたくさん払い、そ

れは老人、子ども、身障者等の保護に使う一彼ら

は高福祉高負担をそううけとめている様です。私

たちと同じくらいの年収 (400万 くらい)で 30%
～ 40%く らいの税金ですが、家などを買ってロー

ンを払うとその利子分は所得からさしひかれてい

る様です。もちろんほとんどの女性が働いており、

産後 も一年半ののち希望すれば復職できます。車

椅子が衛に目立ち、電車、建造物、さらに身障者

用の自動車とその駐車設備が見事に完備していま

す。児童の保護もゆきとどいており、例えば私の

場合外国人で税金を払っていないのに、月約 2万

の児童手当が母親宛に送金され、もちろん医療、

学校は無料です。さらに公立の学校でありながら、

週 2時 間母国語による教育がされ、さらに 1～ 2

年の滞在者にスェーデン語を教えても無駄が多い

(それに無理 )と いう判断で、授業はすべて英語

で、アメリカ人により行われています。外国から

の移民 ・難民が多いのですが、会話と職業の訓練

が徹底しています。また韓国やアフリカから子ど

もを養子にもらうスェーデン人夫婦がとても目に

つくのですが、もちろん人日の少なさが人を大切

- 9 5 -



にすることを教えるのでしょうけれど、根底にヒ

ューマニズム、反差別意識がある様に思いました。

4.私 の生活

物価は高いのですが、昨年 9月 のdevaluatiOn

で l Skr■ 32円 (以前は40円 くらい)になった

ので日本から送金をうけている人は大助かりです。

住居はWemer一 Gren Centerと いう研究者のア

パートがあり、 80m2(2寝 室+1居 間 )で 月に

75,000円 (家具食器、電気代等こみ )、 車は不

要です。朝は8時 頃に仕事をはじめ、夜の 8時 か

9時 には帰宅するようにしています。スェーデン

人は、家庭生活も同一の比重をしめているので、

5時 には帰 ります。土曜日は必要な時 (隔週 くら

い )働 きますが、ラボは空で (ア メリカ人と日本

人のみ )能率はよいようです。今のところラボの

人たちはとても1親切で、面倒みがよく、また家庭

にもよくよんでくれるのですが、お客であるせい

で、ここで競争者になったら少し様子がかわると

思います。冬は lWの 休みをとり、今年の夏は3

Wほ ど休暇をとり、スェーデンの各地を旅衛しま

した。日本の頃の生活がうその様な優雅なくらし

ですが、おそらく多少スェーデン人はのんびりし

すぎているからでしょう。国際競争では必ずまけ

ているし(赤字 も累積 )、 日本人の勤勉さを少し

でも学ぼうという姿勢がつよく、この夏 TVで 、

日本の平均休暇は5日 だと放映されて話題になっ

ていました。半分は批判、そして半分は、自戒と

私はよんだのですが。

昭和 58年 10月 18日

第 一  信

このたびは多大な御援助をありがとうございま

す。派遣先より第一報をお送 りします。

研究主題 :貫食細胞の細胞内皮質構造の物理学

的研究

Massachusetts 力 bら

京 都 大 学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   所

伊 藤 忠 直

昭和 5 8年 8月 2日～昭和 5 8年 7月 3 1 日

Hematology一 onc01ogy Unit

Massahusetts General Hospital

Cox Bdlding, 6 th Floor

Massachusetts General Hospital

BostOn Massachusetts 02114,Uo S.A.

Prof. Thomas. P. Stossel

l George Rd., Winchester

Massachusetts 01890,U.S.A.

手はじめに細胞内皮質構造の osmoticなふるま

いを調べる。

昭和 58年 11月 4日
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Madisonか ら

東京都立大学  松  田

中 間 報 告

1983年 もすでに12月にはいり残 り少くなって

まいりました。 MadisOnも一面の雪景色で凍った

雪が消えることもありません。日本海側のような

ドカ雪ではありませんが、どんよりとした空と寒

さに確かな冬を感じています。

こちらへ来て 8ケ月になろうとしています。遅

ればせながら研究の中間報告を同封します。

また4月 中旬帰国の予定でしたが、crOw教 授

の好意により滞在期間が延期されることになりま

した。現時点では帰国の日程が変更になるという

ことしか連絡できません。状況に変化があった際

には又、御報告致します。

研究主題 :アナナスショウジョウバエ雄組換及

び高突然変異性の分子遺伝学的研究

アナナスショゥジョウバエ特有の雄組換及び高

突然変異性の現象には、近年研究が頭著な進歩を

遂げたキイロショウジョウバエの hybrid llysgeneds

の現象に類似する点がある。Hybrid(lysgenesis

は、不妊、雄組換、高突然変異及び生殖細胞にお

ける異常が、ある系統間雑種 (P一 M hybrids)

に現れることをいう。このうち高突然変異性は、

転移因子の一つであるP dement familyの或る細

胞質内における作用によっていることが明らかに

なりつつある。したがって、上述のアナナスショ

ウジョウバエ特有の現象も同様の原因でおこる可

能性も考えられる。この点を確めるための実験を

ウィスコンシン大学のクロー教授の研究室で行っ

ている。以下、現在迄に得られた結果及び今後の

方針について簡単に述べる。

1)COmpleteな P dement(2907 bp)を 含む

ファージPπ 25.1のRNAを prObeと して、雄組

換、突然変異性に関して性質を異にする6種 の系

統の唾腺多系染色体に、in situ hybridizatiOnを

行った。染色体上には、P elementが hybridize

する部分は発見されず、本種にはP elcmentに

homologousな 部位はないものと考えられる。

Langley博士 (後述 )に よれば 〈私信 )キ イロシ

宗 男 (財団ニュース通巻 15号 p.94～ 95参照 )

ョウジョウバエに最も近縁なオナジショウジョウ

バエにもhOm010gousな 部位は無いということで

ある。このことは、P elelnentが比較的新しくキ

イロショウジョウバエにittβgrateされた可能性を

示唆している。

2)completeな P elemmlを 雄組換を抑制する

遺伝子をもつ系統の卵に注入し、雄組換誘発の有

無を調べている。現在迄のところpositiveな結果

は得られていない。本実験では、P eleIIlentのア

ナナスショウジョウバエ生窄細胞における作用を

見ると同時に抑制遺伝子に、P demtttが insert

され突然変異が起ることも期待している。これに

より抑制遺伝子のクローエングも可能となる。

3)ア ナナスショゥジョウパエの自然突然変異に

転移因子のinsertionがあるかどうかを調べるた

めに、Mutator―Suppressorの系で生じた可視

突然変異を集めている。現在迄に、物け,ヵ確冴,

B夕あ筋 ,s″ 姥 等合計 24の 寒然変異 系 統 が確 立

されている。現在、各系統の遺伝的背景を均一に
することとそれぞれの性質等を調査中である。同
時に、 NIH(ノ ースカロラィナ )の Langley博 士

が 切″座に関してクローエングを行っているとこ

ろである。

4)高 突然変異性と雄組換の要因の関連性を調べ

以下のような結果を得ている。母親から伝えられ

るextra dromosOmal el判entが雄組換及び突

然変異性の抑待1に重要な働寺をしている。 こ の

extra chromOsOmal elemelltsは、雄の生殖細胞

中で、染色体上にある遺伝キ (Activator)存在下

で抑制効果を表わす。抑制の機構では、雄組換と

高突然変異性とに異る点がみる。extra ttrom0

somal elementsに2種類あ降のか、染色体上の遺

伝子に違いがあるのかにつぃてはまだ明らかでな

い。上記の機構は、キイロショゥジョゥバェで最
近(1983)見いだされた転ヤ因子、co」a-like
elementsの一つであるgypsャと染色体上の遺伝子

s″(F拘 )の関係と類似している。今後は、遺伝的
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解析を続けると同時にgypsyを用いる実験を計画

している。

中 間 報 告

研究主題 :合成アナログパクテリオロドプシン

によるプロトン輸送

高度高塩菌の紫膜 (pllrple melnbrane)に存在

するバクテリオロドプシン (bR)は レチナールを

発色団とする色素タンパク質で、光によって励起

されるとH十 を一方向に輸送し、菌体が ATPを

合成するのに必要なプロトン勾配を作る。本研究

では共役系の長さの異なるレチナールアナログを

合成しbRと 結合させることに(賞り、合成アナロ

グ bRを 作 り、レチナールアナログの共役系の長

さとプロトン輸送能との関係を検討した。

レチナールのアナログである5,6-ジ ヒドロ、

7,8-ジ ヒドロ、そして 9,10-・ ジヒドロレチナ
ールから作った合成アナログbR(■ ,え ,豊 )

は4751111,448nm,お よび33t;Imに 最大吸収

をもっている。 これらをasolectin veside 中に

埋め込み、それぞれの最大吸収波長に近い光を照

射し、プロトン輸送能を調べた。その結果 5,6-

ジヒドロレチナールから合成したbR(■ )はレ
チナールから再構成した bRの 約30%の プロトン

輸送能を示し、共役系の短いえおよび豊は全くプ
ロトン輸送を行わなかった。

我々は以前、β―イォノン環結合部位に存在す

る荷電官能基が共役系と相互作用しているという

external Point Charge modelを提唱した。この

昭和 58年 12月 10日

New Yoぃ kか ら

早稲田大学  岡  部  正  美 (財団ニュース通巻15号p.94参照 )

魯彬

彰＋
Ｎ

Ｈ

Seattieか ら

帝京大学  鈴  木

中 間 報 告

研究主題 :フ リーズフラクチャー法による骨格

筋クロスブリッジの観察

季 直 (財団ニュース通巻 15号p.95～ 97参照 )

骨格筋の収縮機構を説明する滑り説によれば、

力学的活性化の初期にA一 nlanlentを構成する

相互作用が5,6-ジヒドロアナログ(■)では再構
成bRよ りも弱く、7,8-、9,10-ジ ヒドロア
ナログ(え,見 )では距離が離れすぎたためにほ
とんどないと考えられる。かようにアナログの共

役系の長さとプロトン輸送能を比較するとき、こ

の荷電官能基と共役系間の相互作用が、プロトン

輸送に重要な役割を担っていることが想像される。

(吸光曲線図省略 )

昭和 59年 1月 15日

註 :報告者は59年 3月 以降更 に 1～ 2年 間滞

米される予定。
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myosin分 子のSl部 分 (頭部 )力ゞ 正一丘lalnentを

構成する延tin分子と接触 ・結合し、A一 および

卜丘lament間 にブリッジ (cross‐bri(lge)を形成

し、力の発生とその維持はこのcross…bridgeの

I一丘lament上 における周期的な運動、すなわち接

触、頭部の回転、解離によってなされ′る。
1'2)こ

の crOss一bridge運 動に関する仮説の検討は主に

X線 回折の結果や筋線維の力学的反応を解析する
ことによって研究されている。2,3,4)電顕を用いた

微細構造学的研究もなされているが、昆虫の飛劾
筋で痙縮 (rigor)時 にcross―bridgeの 丘laIIlent

長軸に対する角度が滑 りをおこす方向に傾斜する

という観察5)を除けば、とくに骨格筋においては

動的なcrOss―bridge運 動が観察されたといぅ報

告はまだない。
一方、これまでに多くの研究者により骨格筋の

力学的構造単位である筋節の微細構造が観察され

ており、伸長された弛緩時の筋線維では、 I_

丘lalnentが存在 しないA一帯領域の M―帯を除く

部分でしばしば隣接するA一丘lalnent間にbridge

構造 (以下、A I nlaIIlent間のcrOss一bridgeと

まざらわしいのでこの構造を ``ilTItercolll■ectionル

と呼ぶ )が みられることが報告されている。6)こ

のintercOmectionは時に周期的配7Fllを示し、それ

はcrOss_bridgeの それによく似ている。一般に

弛緩時にはcross_bridgeは I一丘lamentと接触せ

ずにfreeの状態にあると考えられているが確かな

ことではない。単離されたA一 丘laIIlα止同士が会

合する7)ことゃ、溶液のイオン強度や pHの 変化

により単離された myosin分 子の Sl同 士が結合

する3)ことが知 られており、対向する∝Oss一

bridge(ま たはsl)同 士が結合して inter―

connectiOnを形成する可能性のあることが示唆

されている。

IntercOmectiOnは固定 ・脱水などの電顕試料調

製法によるartiftttかもしれない。この種のarti―

factを避ける手段として近年生物試料を超冷却液

中で急速に凍結させるいくつかの方法が開発され

ている。試料の急速凍結、freeze一fracture、

deep一etching、rOtary―shadowingの 組みあわ
せによるreplica観察法もその一つで、 最 近報告

されたこの方法は筋線維の微細構造の観察に極め

て有効であることが示されている。9)本 研究では、

目下この方法により骨格筋線維において実 際に

A一 丘lalnentにintercOnnectionが存在するか否

かを確め、crOss―bridgeとの関係を明らかにす

ることを目的にしており、以下にこれまでに行っ

た実験とその結果について概略を報告する。

カエル半腱様筋のmettanical skimed iberを

様々な長さに伸長し、弛緩時、収縮時、圧縮時に

改良型のdutt p10pane jd freezil■g device10)で

液体窒素により約-180℃に冷却した夜化prOpane
を高速噴射させて急速凍結した。この凍結試料を

Barzersのfreeze―frattllre装置で割断 (-115℃)

し、deep―ettting後、白金および炭素を蒸着

(rottty一sl■adO航ng)し 、replicaを作製した。

これを」EOL looc型 電顕で観察し、適時傾斜装

置によりstereo写真を撮影した。

Fig.1は上記の方法で得られた弛緩時の

skillned ibαのrepli∽像の一例である。筋線維

は伸長されており、筋節長は約 35μ mで I一

nlalntttは完全にA一 帯より抜け出ておりA一 お

よびI一nlalna■tの Overlapはみられない。ちな

みに、A一 丘laIIモ述 の長さは約 155μ m、  I一

ilalnentの長さは約 095 μmで ある。A一および

I ttlalllelltはもちろんのこと、z_、M、 H_帯

など筋節の基本構造は明瞭で、筋線維は極めて良
い状態で凍結されている。Fig.2は Fig.1の A―

帯部分の一部を拡大したもので、周期的配列はみ

られないが、随所に隣接したA一丘lalnent間を連

絡する直径 80～ l ooÅ、長さ250～ 350Å の

intercOIInectiOnがみられる。そのdimensiOnは

Fig.l SkiIIned iber筋 節のreplica像。筋繰維

は凍結前に5tt緩液中で伸長されている。
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Fig。2 Fig.1の A一 帯の一部拡大像。随所に

intercOnnectiOnがみられ、その中央に

結合面を示すものもある。写真右端に

M― 帯があり、M― bI.idgeがみ られ

る。白金蒸着膜の厚さは約20A。

cross一bridge(ま たはsl)二 つ分の大きさにほ
ぼ一致する。IntercOIInectiOnのあるものは中央
に結合面を示し、この構造が隣接したA―ilament

のそれぞれより突出した粒状体 (恐 らくmyosin

のSl)同 士が対向し、 接 触 ・結合して形成され

たものであることを示唆している。収縮時や痙縮

時の筋繰維においてもA―■laln(Ant間にintercOn‐

■銅 ionはみられ、 ま だ定量的測定は完了してい

ないが、弛緩時のものと比べるとその数はやや多
いように思われる。またintactの筋線維でも
intercOmectionは観察された。

IntercomttiOnが 無固定凍結試料のreplicaで

観察されたので、通常の電顕切片でみられるそれ
が固定斉」などによるartifactとは思われない。 一

方、ittercOmed iOnの周期的配列は無固定凍結

試料のreplica像より通常の電顕切片像の方が明

瞭であるように思われる。このことから通常の電

顕試料調製法のある過程がむしろintercOmectiOn

の構造保持に寄与しているのではないかと考え、
0.5%glutaraldehydeで10～ 15分間固定したの

ち急速凍結した試料のreplica像を観察した とこ

ろ、出現するinteractiOnの数は 明 らか に増加し

ていた。最近 Millerら11)は生物試料の凍結時に

緩衝液が人工的な網様構造を形成することがある

ことを報告している。IntercOmectionが 緩衝液

等によるartifactか否かを確めるために5～ 19分

分間蒸留水で洗浄したのち急速凍結した試料の

replica像を観察したところ、intercOIInectionはむ

しろ逆に数多くみられた。溶液のイオン強度を下

げるとmyosinの Sl同 士の結合が促進されるこ

とが知られてお りヾ )蒸 留水処理によるintercOn‐

nectiOnの 出現増には このイオン強度低下による

効果が示されたのかもしれない。

結論を述べるにはまだ十分なdataが得 られてい

ないが、これまでの結果から、少 くともA一丘1体

ment間 には確かにintercOmectionが 形成される

ようである。おそらくこれは隣接したA―ilalnent

か ら突出したcross―bridge(ま たはsl)の 結合
によって形成されるものと考えられるが、このこ

とを確めることも含めて今後なおいくっかの実験

を計画している。筋線維のreplica像 は 多 くの情

報を含んでおり、収縮 ・弛緩にともなうcrOss_

bridgeの 運動についてこれまでのdateを 検討す
ることも今後の課題として考えている。なお、こ

れまでの結果については近 く、Texas州 の San

AntoniOで 開かれるThe 28 th AIInual Meeting

Of the American BiOphysical SOciety(お 材?ヵys,

ユ 45:lo4a,1984)、 および四月にSeattle で

開力)れるThe 97th Amual Meeting Of the

American AssOciatiOn Of Amtomistsで 発 表す

る予定である。
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次の方々からお心のこもったクリスマスカードをお寄せいただきました。ありがとうございました。
中本一男 (短期間来日援助、在アメリカ )、 H`s.Yun(同 、大韓民国 )、
清水孝雄 (長期間派遣援助、スウェーデン)、塩谷亘弘 (同、在アメリカ )、
鈴木季直 (同、在アメリカ )、小山 一 (同 、在アメリカ )、松田宗男 (同 、在アメリカ )、
木田重夫 (同 、在フランス )の皆様
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5 4 年7 月

5 4 年8 月

5 5 年4 月

5 6 年4 月

5 6 年6 月

5 6 年7 月

5 7 年4 月

5 8 年 1 2 月

15日

故 高 雄  靖 氏 略 歴

東京都にて出生

東京帝国大学法学部法律学科卒業

(株)三 菱銀行入社

同行常務取締役

同行専務取締役

富士紡績 (株)取 締役 (55年 7月 迄 )

(株)三 菱銀行副頭取 (54年 6月 迄 )

(株)三 菱総合研究所取締役社長

ダイヤモンドファミリークラブ理事 (56年 5月 より理事長 )

(財)三 菱経済研究所理事 ・評議員

日本租税研究協会理事 (58年 7月 より常任理事 )

(社)経 済同友会幹事

(財)山 田科学振興財団監事委嘱

(財)東 洋文庫監事

(社)経 済団体連合会評議員

(学)金 子教育団理事 ・評議員

逝去 (67歳 )12日
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散 高 雄

旧蝋 12日夜三菱関係の社長の集まりを終えて、

帰宅された高雄君は、玄関の呼びリンを押し、迎

えに出られたお嬢さんに崩れるように倒れ力均>り、

そのままお嬢さんの腕の中で眠るように不帰の客

になられたとのことです。あの慈愛溢るる乗和な

笑顔に二度と接することができないことは誠に痛

恨の極みであります。高雄君は大正 4年 東京で生

まれ昭和 14年 東京帝国大学法学部卒業後三菱銀

行に入衛されました。爾来審査第二部長、総務部

長などの要職を歴任され、常務取締役、専務取締

役、副頭取と栄進を続けられ、三菱銀行の経営の

中枢にあって手腕を発揮されました。私は 54年

に社長を退任するに当り、高雄君に自羽の矢を立

て、後事を託しました。三菱総合研究所は昭和45

年三菱創業 100年の記念事業の一環として設立さ

れましたが、これに先立ち設立準備委員会が設け

られ、高雄君は当時三菱銀行の取締役総務部長の

要職にあって、委員の一人として参画していまし

た。その後、銀行にあって陰に陽に当社をパック

アップし、その歩みを見守っていてくれました。

こんな係わりあいから、高雄君は正に打って付け

の後継者であったわけですが、今思うとこの私の

決断が高雄君の死期を早めたような気がして申し

訳ない気持で一杯です。高雄君は常に全力投球の

姿勢でしたから、三菱総合研究所に転じてからも

毎日が勉強の連続でした。40年間
llR‐れ親んだ金融

界から180度転換し、時代の先端を担うシンクタ

ンクヘ身を投ずることは、精神的なス トレスも大

変であったと思います。どんな小さな問題も決し

靖 氏 を 偲 ぶ

て蔑ろにしない性格で、高雄君が亡くなってから

社長室の書類を整理したところ、書類にはアンダ
ーラインや克明な書き込みが一杯してあったとい

うことです。誠に頭が下がる思いです。社長に就

任し4年 半、これからという時に亡くなられてし

まったことは返す返す残念でなりません。

温厚 ・篤実な性格は皆が等しく敬愛するところ

で各界に亘って幅広い活躍をされていましたが、

貴財団については、その設立の趣旨に鑑み、私の

後任は高雄君が適任と判断し推挙いたした次第で

す。今や世の中は来るべき21世紀に向けて、INS

とか、バイォテクノロジー、第 5世 代コンピュー

タなど科学技術の進展は想像を絶するものがあり

ます。この不透明の時代にわれわれ三菱総合研究

所はパイオエアとして、新しい光明を指し示すべ

く日夜研鎖を積んでいるわけですが、そんな意味

では貴財団の狙いとも相通ずるものがあり、高雄

君も何がしかの役割を担 うつもりでいたことと思

います。任半ばにして幽明境を異にすることは高

雄君としても残念至極であろうし、世の無情を感

じないわけには行きません。急場のこととて、私

が図らずも再度登板することとなりましたが、私

の役目は高雄君の生前の意向を尊重し、その足跡

を基盤に次の飛躍の糸口を見つけ出してやること

だと思っています。ここに故人の生前のご高誼を

感謝し、併せて貴財団のますますのご発展を祈 り

つつ、亡き高雄君を偲び筆を執った次第です。

株式会社三墜思啓訴褒罪緊居覆承冨 中島正樹
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明治 32年 10月 19日

大正 12年 3月

昭和 5 年 7 月

6 年 9 月

8 年 4 月

1 7 年3 月

3 0 年7 月

3 3 年

4 2 年

3 5 年 4 月

3 6 年 4 月

4 1 年 6 月

4 1 年1 1 月

4 3 年 4 月

4 4 年1 1 月

4 6 年4 月

5 2 年4 月

5 6 年4 月

5 9 年 1 月 1 6 日

故 仁 田  勇 博 士 略 歴

東京都にて出生

東京帝国大学理学部化学科卒業

理学博士の学位を授与される

東京帝国大学講師 (嘱託 )

大阪帝国大学教授 (昭和 35年 4月 迄 )

大阪大学理学部長
1昭

和

:を笙 :暑 彊 |

日本放射線高分子研究協会大阪研究所主任研究員 (昭和 42年 迄 )

日本原子力研究所大阪研究所客員研究員 (昭和 55年 迄 )

関西学院大学教授 (昭和 43年 3月 迄 )。大阪大学名誉教授

関西学院大学理学部長 (昭和 42年 3月 迄 )

関西学院理事 (昭和 55年 3月 迄 )

文化勲章受章

関西学院大学大学院理学研究科非常勤講師

日本学士院会員

勲一等瑞宝章受章

山田科学振興財団理事 ・評議員 (56年 3月 迄 )
選考委員 (54年 3月 迄 )委 嘱

山田科学振興財団顧問委嘱

逝去 (84歳 )
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恩 師故仁 田勇先生 を偲んで

昨秋 10月 13日 夜、土砂降 りの中、突然先生か

ら御電話があり、家内が就寝してから
一寸来てほ

しいとのことで、何事かと不審に思って参上した。

「貴方にとっては大変不愉快だろうが私の告白を

聞いてほしい。実は7月 頃から自分は食物の味も

充分わからなくなり、胃癌であることは誰よりも

自分がよくしっている。余命も永くないと思うが、

阪大病院に入院して手術をうけてみたい。明日、

娘にもこのことを告げるが、少しでも負担を少な

くしてや りたいので先に君に聞いてもらいたい」

との事であった。全く突然のことで返事に窮した

が、早速翌朝、かねがね先生の御家庭iのおせわを

しておられる水野健次郎さん (美津濃社長 )と桃

谷政順さん (桃谷順天館社長 )に電話して御入院

のお世話をした。その後 10月 21日入院、翌月 7

日手術、一進一退、苦しい闘病生活をおくられた。

若い頃、柔道とボートで鍛えられた頑丈な御身体

で医師も驚くほどの生命力を保たれたが、遂に年明

けて1月16日、享年84才 3ケ月の生涯を閉じられた。

実は御入院の半年程前から、本財団の選考委員

でもある芝哲夫阪大教授の御依頼で、 10月 15日

に行われた日本化学史学会での特別講演を約束さ

れていた。今にして思えば、その講演は、先生が

御先祖に対しての責務の一つとひそかに考えてお

られたものと思われる。 8月 3日 には、御親友の

水島先生が亡くなられ、 8月 9日 には関学の千刈

セミナーハウスで私の関学での研究のまとめを聞

いて下さり、 9月 14日 と21日 には大学院講義を

なさり、 「化学 (ま たは物理学 )においてもっと

も関心をもつ研究題目は何か、そして何故そうな

のかを述べなさい」という宿題の採点もすまされ

上述の水野さんの御芳志による仁田奨学金授与式

(9月 14日 )に も出席され、 10月 9日 、関学大

で行われた日本化学会コロイド界面化学討論会の

宝塚ホテルでの懇親会で御挨拶され、12日 には学

士院例会出席のため東上、15日 には上述の特別講

演 「化学史周辺雑感」を阪大ですまされた。実に

為すべきことをすべて折目正しく誠実に果されて

の御入院であった。このようにみると、先生は天

命を悟って人事を尽され死に向かわれたといえ、

誠に頭の下がる思いである。

先生の研究 ・教育上の御功績や栄誉をこゝでく

わしくのべるつもりはない。東京大学で卒業研究

は有機化学を撰ばれ、当時先生の最関心事であっ

た 「生命現象の基本的研究」を志すスタートをき

られた。昭和 2年 には同級生の菅原健先生と共に

ジャック ・デュクロの 「生体の化学」を共訳t/て

おられる。理研時代は西川先生のもと、我国最初

の化学者としてのX線 結晶学研究にすすまれ、炭

素の四面体原子価角の確認という輝かしい成果で

学界にデビューされ、その後の10年間はむしろ物

理学者として研究をつゞけられた。阪大に着任前

後から「物理学」と 「化学」の境界に 「化学」と

「結晶学」を位置づけるライフヮークとして 「結

晶化学の確立」を目指されたのであり、そのスケ
ールは阪大時代、関学時代を通じて終生にわたっ

て深化されたとぃえょう。一昨年本財団から出版

された先生の 「伝統と革新」と題する小文は永年

月にわたる先生の基礎的学問に対する透徹した視

野を私共後輩にお示しになったものと考える。

阪大理学部創設委員として大学教育に従事され

て以来、戦中戦後を通じ9年 の任期を理学部長と

して一筋に教育と研究を推進され、更に停年後は、

イ固性あふれる関西学院大学理学部を、それこそ、

精魂をかたむけて育てられた。さらに第二の定年

退職後も昨年 9月 末まで、同大学院で特別講義を

つゞけて後進の育成に当たられた。

御入院中は見舞客すべてに感謝の言葉をのべつ

づけられ、昨年 12月末、先生と最后の握手をした

時「ありがとう」「みなさんによろしく」 「こんごのこ

ともよろしく」の二つの言葉を苦しい息の中から

いわれた。また本年 1月 になって、ほとんど昏睡

状態をつゞけられた先生が、 1月 12日、江崎理事

と」WII専務理事に無言の握手で最后の感謝の気持

ちを示されたという。晩年、執筆された自伝的回

想録 「流れの中に」 (東京化学同人 )は我国の学

問の成長とむすびついた先生のお人柄のしのび草

として、また、交友録としていつまでも大切にさ

れるものと考える。

山田科学振興財団理事 関  集 三
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事 務 報 告

事 業 日 誌

58.10,7 文 部省へ試験研究法人証明書申請提出

lo 12 第 6回事業報告書(昭和 57年度)完成発信

10。27 試 験研究法人証明書文部省より下附

10.28 選 考打合会

長期間来日者 S.ct sung(カ ナダ、univerdty Of British COlumbia)、

受入者代理鏡山博行 (大阪医科大学 )財団来訪 来 日挨拶
11.8 理 事懇談会 :MBE及 び60年度山田コンファレンス計画の報告、賞の設定案、関係者

推薦研究、在外派遣研究者一覧表、59年度の集会援助、対がん 10ケ年総合戦略、

事業計画の見直し、 59年 1月 以降行事予定
1118 選 考打合会

11.30 昭 和 59年度来日、長期派遣申請〆切

12.12 長 期間来日者白東魯 (中華人民共和国、中国科学院上海約物研究所 )、

受入者後藤俊夫 (名古屋大学 )財団来訪 来 日挨拶
12.14 財 団ニュース通巻第 15号完成発信

1220 選 考打合会

59.2.4 選 考打合会

2.25 第 2回 評議員会 ・理事会 :59年 度研究援助選考に関する報告、本年度事業のまとめ

報告、役員の補欠、明年度事業計画、予算及び事業活動予定の決定、昭和 60年度山

田コンファレンス計画報告、次期選考委員の改選

昭和 59年度長期間来日申請〆切

3.2 選 考打合会

3.30 昭 和 60年度来日、派遣、集会申込要領及び申込書発信

選考打合会

3.31 昭 和 58年度決算実施、昭和 59年度研究援助推薦〆切
4 1 改 選に伴い昭和 59年度選考委員の決定

事務局辞令交付

昭和 58年 度諸援助のまとめ

援  助   名 実施件数 援助金 (刑 )

摘 要

募集開始
(推薦)
年月

切

日月
〆
年

来

日

長 期 2 240 57.  4 57 11.ラ(

年 1回募集短 期 1,068 57  4. 57 11,ラに

派

遣

長 期 7 714 57. 4. 5711,末

短 期
Ｏ
Ｏ 2,419 58, 4. 58年度末 毎月募集

集 ム 630 57  4 57 9 末

山田コンファレンスⅦ 1 1,269 「ミュオンスピン回転と関連諸間到

研 究 交 歓 会 2

計 122 6,536
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援助名の欄に 「研究」が欠けている理由

研究援助方式改訂に伴う経過措置として昭和 58年度においては 「58年度研究援助」という名

称は欠落する。

但し、奨励金の支給は、昭和 57年度分の援助が昭和 58年度内に実施されるので、年度として

中断されていない。

昭和 5 9 年度 事 業 活 動 予 定 表

年 月 日 行 事

59年 5月 19日 (土)
鮒
　
方

α
　
夕

第 6回 研究交歓会 20演 題

5 月 2 0 日 ( 日)

10 AM

2
4  P M

AM第 1回 評 議員会

理 事 会

PM第 1回選考委員会

昭和 58年度事業報告、決算報告、本

年度事業活動予定表選 考方針等審議

選考方針打合せ、59'年度研究援助審

判の割当

6 月 2 3 日 ( 土)
1 0  A M I

夕
ぞ
方

第2回選考委員会

臨時理事会

59年 度研究援助決定

7月 14日 (土)

1 0  A M
2
夕 方

第 5回 長期間派遣者研究交歓会

8月 20日 (月)
～ 8月 24日 (金)

山田コンファレンスllll a分化転換と細胞決定の不安定性

於 京 都ホテル

8 月 2 7 日( 月)
～ 8 月3 1 日( 金)

山田コンファレンスX・ 固体中の転位

於 ホ テル高輪

9 月 3 日 ( 月)
～ 9月 5日 (水)

山田コンファレンスI・ 細胞運動 :機構と調節

於 愛知厚生年金会館

9 月 3 0 日 ( 日) 学術交流集会の〆切 (60年 4月 ～ 61年 3月 分)

11月 30日 (金) 短期来日、長期派遣〆切 (60年 4月 ～ 61年 3月 分)

60年 2月  中 旬 第2回罫塁曇
本年度事業のまとめ報告

明年度事業計画及び予算等審議

3 月 3 1 日 ( 日) 研究援助推薦〆切

60年 5月  中 旬 第 7回 研究交歓会

第 5回 長期間派遣者研究交歓会開催

日   時     昭 和59年 7月 14日 (上)10100～ 18,00
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場   所     薬 業年金会館 (地下鉄谷町線谷町6丁 目駅真上 )
研究成果発表者  昨 年 7月以降帰朝の長期間派遣援助者 (4名 予定 )

申込要領等改訂のお知らせ

この度、次記のように来日、派遣及び集会の援助申込要領及び申込書を改訂しました。

研究援助について

研究援助候補推薦要領及び推薦書用紙は59年 9月 頃お届けします。

募集開始  59年 9月    締 切日  60年 3月 31日

昭和59年度 選 考委拝tの決定
選考委員 (昭和59年度)

飯 野  徹  雅   東 京大学理学部教授

岩 間  吉  也   近 畿大学薬学部教授

加 藤  範  夫   名 古屋大学工学部教授

朽 津  耕  三   東 京大学理学部教授

熊 田 京都大学名誉教授

東京大学名誉教授

大阪大学理学部教授

大阪大学名誉教授

京都大学化学研究所教授

京都大学名誉教授

行  大 阪大学理学部教授

夫  京 都大学理学部教授

宏  京 都大学工学部教授

作  京 都大学医学部教授

七  東 京大学薬学部教授

雄  大 阪市立大学理学部教授

定  大 阪大学基礎工学部教授

誠

夫

夫

三

夫

一

光

哲

集

利

仁

宗

郁

　

正

庄

芳

安

井

　

　

田

村

達

内

原

　

島

田

田

坂

芝

関

高

高

伊

竹

西

沼

野

増

山

援 助 名 募 集 開 始 締 切 日

来 日

(60年 4月 ～ 61年 3月 分)
5 9 年4 月 1 日 59年 11月 30日

長 期 間 派 遣

( 6 0年 4月～ 6 1年 3月分)
5 9 年4 月 1 日 59年 11月 30日

短 期 間 派 遣
出発月の4カ月前の 15日が

(例 i59年 10月出発の場

締切日

合 59年 6月 15日 が締切日)

学 術 交 流 集 会

(6 0年 4月～ 61年 3月分)
5 9 年 4 月 1 日 5 9 年9 月 3 0 日

追 記
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今回の選考委員の改選に際し、神谷宣郎、山崎敏光両先生がご男退、代って坂井光夫、増田芳雄

両先生がご協力下さることになりました。

このたび勇退された両先生に対しましては、ご在任期間中のお力添えに心から御礼申しあげます。

山田コンファレンスニュース

1.昭 和 60年度には山田コンファレンスI、 Xll及びX皿を開催します。

山田コンファレンスXl

会 名   エ ネルギー変換AT Pア ーゼ (Y a I I l a d a  C o n f e r e n c e  Ⅱ O n  E n e r g y  T r a n s d u c t i O n

in ATP ases)

会 期   60年 5月 27日 ～ 31日  5日 間

会 場   神 戸市北区 関 西地区大学セ ミナーハウス

責任者  向 畑恭男 (大阪大学理学部 )

山田コンファレンスXll

会 名   半 導体超構造 (Yarnada COnference Xl on Metastable and MOddated Semi‐

conductor Structlllres )

会 期   60年 9月 9日 ～ 13日  5日 間

会 場   京 都市東山区 京 都パークホテル

責任者  榊  裕 之 (東京大学生産技術研究所 )

山田コンファレンスX皿

会 名   二 次元電子系の物理 (Yamada Conference XⅢ on Electronic Properties of

Two‐ Dimensional Systenls)

会 期   60年 9月 9日 ～ 13日  5日 間

会 場   京 都市東山区 京 都パークホテル

責任者  安 藤恒也 (東京大学物性研究所 )

2 . P r o c . o f  Y a l n a d a  C O n f e r e n c e  Wの出版

昭和58年4月18日～22日、静岡県下田市 下田東きホテルで開かれた第ケ回山田コンファ
レンス (中性子散乱 )の Proceedngs(財団版 )が本年 3月完成、出版されました。2巻  1,034

頁から成る議事録です。お問い合せは東京大学理学部山崎敏光先生 (電話 03-811-6382)べ d

なお、この集会の速報は財団ニュース通巻第 15号 4～ 9頁 に掲載しており、成果報告は第 7回

事業報告書 〈今秋刊行予定 )にのせる予定です。

ProceedingS Of the Yamada Conference Vi!

On

剛 ON SPIN I(OTATION

CItAmD PROBLEIMS帥帥説肪材“比"京,■,材 rぃ名 ′如
盟litど,ン
T.Yamaiaki
に Nagamino
材笛o何Scit,cごとどうo″roヮ
角a r r y●/岡 を月f r  t t f y f「r r yゲ乃物
rOk沖,」c"R
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MBEだ より

MBE共 同利用運営委員会59年4月 14日(土)関西学院大学理学部において甲催、会の次第は次記
の如くである。

1 昭 和 58年 度共同利用成果報告

超格子内二次元電子のピコ秒ダイナミクス      理 化学研究所    青 柳 克 信
Ⅲ-7化 合物多層ヘテロ構造素子の基礎物性     大 阪大学工学部   犬 石 嘉 雄
絶縁ゲー トを有する高移動度 トランジスタの基礎研究 北 海道大学理学部  大 野 英 男
超格子半導体による光周波数変換 関西学院大学理学部 久 保田観治

二次元電子系の伝導現象

X線 による半導体人工格子の研究

皿一V化合物半導体における深い準位の研究

2.昭 和 59年度共同利用申請の採択

去る3月 末をもって締切った共同利用申請計 11件 (う ち、半導体関係 :大野 (北大工 )、
佐々木 〈京大工 )、 自藤 (阪大工 )、 井上 (大工大 )、渡理

・加藤 ・中山(いずれも関学大理 )、
金属関係 :角田 (阪大工 )、朝山 (神大理 )、 寺内 ・久保田 (いずれも関学大理 ))に 対し、
半導体関係 7件 は全て採択、金属関係 4件 は条件的採択となる。
3.共 同利用費用

昨年どおり結晶成長 1時 間当り1万 円、基板代金実賛、本年度はIn GaAs、 及び金属関係に
ついては別途料金を定めるよう検討中。

人 事  消  息

1 58年 11月 4日 、前選考委員金谷晴夫先生は文化功労者として顕彰されました。先生のご栄誉に
対し謹んで祝意を表します。

2.58年 12月 12日 、当財団福井謙―理事は、日本学士院新会員に選ばれました。
3.59年 4月 2日 、高村仁一理事が京都大学工学部を定年ご退官、京都大学名誉教授の称号をお受
けになり、また、関集三理事が 3月 31日 付関西学院大学理学部を停年ご退職になり、4月 1日 付で
同学部非常勤講師にお就きになります。

4.59年 4月 29日 、本財団専務理事小川俊太郎氏は、勲五等双光旭日章を受章されました。

関西学院大学理学部 佐 野 直 克

関西学院大学理学部 寺 内  暉

関西学院大学理学部 渡 辺 泰 堂

言卜 報

本財団監事高雄靖氏が昭和 58年 12月 12日心筋梗塞のためお亡くなりになりました。
心から御冥福をお祈 り申しあげます。
なお、東京都新宿区新宿 2-9-2 太 宗寺において、 14日通夜、 15日 密葬、26日に東
京都港区南青山2の 33の 20 青 山葬儀場において、株式会社三菱総合研究所社葬がとり
おこなわれました。
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言卜 報

本財団前理事現顧問仁田勇氏が昭和 59年 1月 16日 胃届のためお亡くなりになりました。

心から御冥福をお祈 り申しあげます。

なお、芦屋市月若町 3-8ご 自宅において、17日通夜、芦屋市公光町 5カ トリック芦屋教

会において、18日葬儀がとりおこなわれました。また、大阪大学理学部 ・関西学院大学

理学部共催追
1障会が 2月 18日 関西学院中央講堂において催されました。

言卜 報

本財団旧選考委員金谷晴夫氏が昭和 59年 2月 13日すい臓がんのためお亡くなりになりました。

心から御冥福をお祈り申しあげます。

なお、岡崎市中町字野添 25 東 本願寺三河別院において、16日密葬、岡崎市明大寺町字

中平地 2 竜 美岳会館において、3月 19日 岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所葬が

とりおこなわれました。

編 集 後 記

本号には、通巻 15号に引きつづいて58年 10月以降 59年 3月迄の間に集録した短期間来日成果

報告、短期間派遣成果報告、長期間派遣成果報告、中間報告および短信などをお知らせします。

なお、58年 12月 12日ご逝去の本財団監事故高雄靖氏、59年 1月 16日ご逝去の本財団顧問故仁

田勇先生のご冥福をお祈り申し上げ、本財団前監事中島正樹氏、本財団理事関集三先生のそれぞれご

追悼文を収載いたしました。
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